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4 ………… 挨拶

　順天堂は、江戸後期の天保9（1838）年、今から184年前に学祖・佐藤泰然が江戸・薬研堀に設立したオランダ医学塾・
和田塾に端を発し、いまに繋がる日本最古の西洋医学塾として発展を続けてきました。その順天堂の発展の中でスポ
ーツ健康科学部（体育学部）も歴代の堂主（理事長）や学部長の指揮のもと大きく発展を続けてきました。
　第四代堂主（理事長）である佐藤達次郎は、順天堂醫事研究会を母体に医学専門学校を開設し、順天堂医科大学へと
発展させるとともに、昭和26（1951）年、東俊郎を初代学部長として体育学部（現在のスポーツ健康科学部）を併設して
順天堂大学としました。その際、学長であった有山登は体育学部設置趣旨で「社会的責務から医師だけでなく、医学的
知識をそなえた体育指導者を育成して、社会的に健康づくりに参加する必要がある」と記し、さらに順天堂の特色につ
いて「その名も健康教育学という学科が、わが体育学部の主流をなし、医学的教養の深い体育指導者を育成する点にお
いて、実技を重んずる他の体育学校と異なる性格がおのずから醸し出されるものと期待している」と述べています。
　更に第五代堂主（理事長）の有山登は、昭和46（1971）年、大学院体育学研究科･修士課程（現スポーツ健康科学研
究科･博士前期課程）を開設しました。第六代堂主（理事長）の東健彦は、昭和61（1986）年、厳しい運営事情の中、
順天堂創立150周年記念事業として、体育学部新キャンパス移転を計画し、第七代堂主（理事長）の懸田克躬が、昭和
63（1988）年、体育学部を習志野キャンパスからさくらキャンパス（現在の印西市）へ移転させました。第八代堂主（理
事長）・石井昌三は、平成5（1993）年、体育学部の名称を改めスポーツ健康科学部へと改組しました。
　そして小職が理事長（第九代堂主）に就任して以降では、平成12（2000）年、スポーツ健康科学研究科･博士課程を
開設しました。更に平成17（2005）年、スポーツ健康医科学研究所の開設、平成19（2007）年、スポートロジーセン
ターの開設、平成23（2011）年には第28回日本医学会総会にてスポートロジーと称する学際領域の設置を国際的にも
提唱し、第1回国際スポートロジー学会学術集会を開催、平成26（2014）年、女性スポーツ研究センターを開設しました。
更に、学部の入学定員では、平成17（2005）年に280名から330名、平成29（2017）年に330名から410名、令和3（2021）
年に410名から600名への増員とともに、従来の3学科制を発展的に解消し、1学科6コース制を導入しました。また、大
学院の入学定員も博士前期課程は平成18（2006）年に21名から61名、博士後期課程は平成22（2010）年に4名から10名
に増員をしました。
　これによりスポーツ健康科学部及びスポーツ健康科学研究科は、健康総合大学・大学院大学である順天堂大学の一
翼として国内の体育・スポーツ系大学の中でも屈指の規模と研究力を誇る学部・研究科へと発展を遂げ、国際的にも
その知名度を高めてきました（2017年科学誌Natureの特集「SPOTLIGHT ON SPORTS SCIENCE」に掲載されました）。
　
　体育学部（スポーツ健康科学部）が開設された昭和26（1951）年は、第二次世界大戦で日本は敗れ、東京は焼け野
原となり、あらゆる価値観が大きく変わるとともに教育方法も大きく変わった時代でした。これは教育大改革と呼ばれ
るもので、その一つとして、文部省（現 文部科学省）の体育局再興がありました。体育局は、昭和16（1941）年に文
部省内に設置されていましたが、戦況の悪化に伴い学徒動員局となり、終戦後再び体育局として復活した経緯があり
ます。そして当時順天堂医院の院長だった東俊郎が復活した体育局の初代局長に任命されました。東俊郎は、内科医
であり、かつ、第10回ロサンゼルスオリンピック（昭和7（1932）年）にボート競技の選手として、そして、第11回ベ

学校法人順天堂　理事長

小川 秀興　OGAWA Hideoki
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ルリンオリンピック（昭和11（1936）年）には監督として出場した経験を持つスポーツ医学の第一人者でありました。
東俊郎は体育局長として、体育・スポーツを通じて、全国の若者に元気を与え、後の国民体育大会（国体）の礎を築
くことに尽力しました。そして、体育局長の任を果たした後、順天堂に戻り、第四代堂主（理事長）である佐藤達次
郎のもとで体育学部の開設に尽力しました。
　なお、体育局は平成13（2001）年にスポーツ･青少年局に改称され、さらに現在ではスポーツ庁として組織が再編さ
れています。東俊郎以降、体育・スポーツ行政のトップは常に文部（科）省内部の役人が就任していましたが、平成
27（2015）年に民間人から、順天堂の卒業生である鈴木大地（現教授）がスポーツ庁初代長官として抜擢されました。
外部から登用された東俊郎、鈴木大地の両名とも順天堂にゆかりのある人物であることは、大変誇らしいことです。
　
　このような歴史と日本の体育発展に貢献しているスポーツ健康科学部は、令和3（2021）年の入学定員600名体制を
迎えるにあたり、新講義棟（3号館）と新女子寮（西寮B棟）の増築整備を行いました。特に、新講義棟（3号館）はさ
くらキャンパスで最も高い建物となり、その最上階からの景色は素晴らしいものになりました。また、予てから要望の
強かった①温水プールを含めた新体育館の建築についても令和5（2023）年10月の完成を目標に計画を進捗させています。
　習志野キャンパスからさくらキャンパスへの移転から30年以上が経過し、スポーツ健康科学部の施設設備は当時と
比較して大きく変容しました。平成27（2015）年に国際規準にも対応した②陸上競技場の整備は勿論、サッカー場・
ラグビー場も人工芝に張り替えられました。また、平成29（2017）年には国際体操連盟の認定を有する器具が配置され、
最新の空調・映像システムが完備された③新体操競技場（OGAWA GYMNASTICS ARENA）が竣工し、昨年の東京オ
リンピックでの本学関係者の大活躍に繋がりました。その他、④屋内競技であるバレーボール・バスケットボール・ス
カッシュなど各競技の活動施設も再整備されるなど、数々の設備投資を実施してきました。全ての完成年度である令
和6（2024）年には2,400名以上の学部生、そして200名以上の大学院生が集うキャンパスとなりますが、学部開設70周年・
大学院開設50周年の歴史と伝統を有するスポーツ健康科学部・スポーツ健康科学研究科に相応しい施設・設備が整う
こととなりました。

　令和3（2021）年は、新型コロナウイルス感染症の影響により1年延期となった東京オリンピック・パラリンピック競
技大会が通常とは大きく異なる体制で開催されました。本学附属病院群や各学部から総勢253名の教職員を医療スタッ
フとしてオリンピックスタジアムや選手村に派遣をしました。この実績は他国公私立大学を大きく上回る派遣数であり、
健康総合大学・大学院大学である本学の使命を果たしたと考えています。
　東京オリンピックに出場した9人の本学学生及び卒業生・修了生はそれぞれが持てる力を存分に発揮しました。それ
ぞれの選手の努力も重要ではありますが、良い人材を発掘し、そして更に成長をさせたことは、育成の順天堂としての
誇るべき成果であり、スポーツ健康科学部の各運動部の指導体制の成果であり、これを高く評価したいと思います。
そしてパラリンピックに出場した4名の選手も全員が入賞（8位以内）を勝ち取り、素晴らしい結果を残してくれました。
3年後に開催されるパリオリンピック・パラリンピックでは、本学関係者の出場・倍増を期して更なる活躍を期待した
いと思います。特に、健康総合大学・大学院大学である本学の姿勢として、パラリンピック出場を目指す選手は学生
や社会人を問わず積極的に支援を進めたいと考えています。スポーツ健康科学部が中心となり、全学を挙げてその役
割を果たして参りたいと思います。
　
　本学は「不断前進」の理念のもとに学是「仁」を大切にしながら、出身校、国籍、性別の差別を行わない「三無主義」
を学風として掲げ、「健康総合大学・大学院大学」として教育・研究・医療そしてリベラル・アーツを通じて国際レベ
ルでの社会貢献と人材育成を進めて参ります。特に、学部開設70周年・大学院開設50周年を迎えたスポーツ健康科学部・
スポーツ健康科学研究科においても学是「仁」、理念「不断前進」、そして学風「三無主義」を高らかに掲げ、更なる
発展と世界の順天堂を目指して参ります。



6 ………… 挨拶

　2021年4月に、本学スポーツ健康科学部とスポーツ健康科学研究科はそれぞれ開設70周年と50周年
を迎えました。まずは、これまで同学部・研究科の発展に尽力されてきた多くの先達と、今を支える
教職員の皆様に心より感謝と敬意を表します。医学部単科の順天堂医科大学に体育学部が開設され、
順天堂医科大学が順天堂大学に改組となったのが1951年、そして1971年には私学初の大学院体育学
研究科（修士課程）が開設されました。その後、順天堂創立150周年にあたる1988年に、学部・研究
科は習志野キャンパスからさくらキャンパスに移設となります。1991年には体育学部に女子学生が入
学、1993年には体育学部はスポーツ健康科学部に改組、2000年には体育学研究科からスポーツ健康
科学研究科に改組(1997年）となりそこに博士後期課程（博士課程）が開設され、現在の学部・大学
院の姿になります。体育学部は一期生を1952年に迎え入れますが、佐藤達次郎理事長、有山　登学長、
東　俊郎学部長のもと挙行された入学式に参列した新入生の数は12名であり、定員600名の現在のス
ポーツ健康科学部をみるとまさに隔世の感があります。学部開設から70年、そして研究科開設から
50年の年月を経て、本学は全国のスポーツ科学系大学のなかで確固たる地位を築き上げました。
　さて、新型コロナウイルス感染症の甚大なる影響を受けた2021年でしたが、2020東京オリンピック・
パラリンピック競技大会が7月から9月にかけて開催されたました。本学からはオリンピックに9名（3
名の学部学生・大学院生を含む）、パラリンピックに4名（2名の学部学生・大学院生を含む）の選手
が出場、さらに数多くの教職員が監督やコーチなどのスタッフとして大会に参画しました。出場選手
の全てが私達に感動を与えてくれましたが、そのなかでも体操の橋本大輝選手（スポーツ健康科学
部２年）、萱和磨選手（ポーツ健康科学研究科博士後期課程１年）、谷川航選手（本学OB）、そして
陸上の三浦龍司選手（スポーツ健康科学部２年）の活躍は特筆すべきものでした。本学は1964年の
東京大会以来、さまざまな種目で数多くの選手・監督・コーチをオリンピック・パラリンピックに送
り出してきました。1988年ソウル大会では、当時学部４年生だった鈴木大地選手（前スポーツ庁長官、
現本学教授）が競泳男子100m背泳ぎで金メダルを獲得しました。これまでにオリンピック・パラリ
ンピックに出場した本学在学生・卒業生・教職員は99名に上り、また獲得したメダル数は21個（金8個、
銀9個、銅4個）に達します。学部創設から70年、本学は我が国のオリンピック・パラリンピックの歴
史に確かな足跡を残し、その実績は現在進行形で益々大きなものになっています。
　1951年に体育学部が開設され医科大学から大学になった本学ですが、そこには大きな必然性があ
り自らを健康総合大学・大学院とする原点があるといえます。人生100年時代が叫ばれる昨今ですが、
実際のところ我が国の平均寿命は約84歳、健康寿命の平均は約74歳です。すなわち両者には10年の
差異があり、その差異を埋めつつ平均寿命の更なる延伸を図ることが、私達に突きつけられた課題
になります。そして、その課題を克服するためにスポーツの果たす役割は間違いなく大きなものであ
り、医学と連動しつつ科学するマインドをもって人々の健康の増進・維持に寄与すべく、歩みを進め
なくてなりません。スポーツ健康科学部・研究科のさらなる発展を祈念して、学部開設70周年・研
究科開設50周年の祝辞といたします。　

スポーツ健康科学部70周年・
スポーツ健康科学研究科50周年に寄せて
学長

新井 一　ARAI Hajime
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　順天堂大学スポーツ健康科学部開設70周年・スポーツ健康科学研究科開設50周年記念、誠にお
めでとうございます。昭和26年に新制・順天堂大学が発足し、体育学部（現・スポーツ健康科学
部）が併設されました。翌年の昭和27年に第1回入学式が行われ、12名の学生が入学し、学部が
スタートしております。現在600名の新入生を受け入れる学部からみると、本当に隔世の感がい
たします。
　大学院体育学研究科 （修士課程）の開設は、20年後の昭和46年と、私学では初の研究科開設で
した。1988年に習志野キャンパスから現在のさくらキャンパス誕生に移っておりますが、この年
に私は順天堂大学医学部教授として赴任し、学生部長就任を皮切りに長くスポーツ健康科学部・
スポーツ健康科学研究科に関わりを持つことになります。
　平成３年には、体育学部に初の女子学生が入学し、平成５年に体育学部からスポーツ健康科学
部へ改組致します。学部は3学科制で、当時としては新鮮で、大きな可能性のあるスポーツマネ
ジメント学科も誕生します。これ以後他学に開設される体育系学部のほとんどがスポーツ健康科
学部である現状からみると、世界の動向、時代を読んだ素晴らしい改組であったと思われます。
　平成12年に学長に就任された小川秀興先生は、私立大学初のスポーツ系大学院修士課程が昭和
46年に発足して30年近くになるのに未だ博士課程が設置されていないことを非常に遺憾に思わ
れ、直ちに行動に移り、この年に博士後期課程の開設に導きます。平成15年に日本初の博士 （ス
ポーツ健康科学）が誕生となる学位授与式に、学位記授与者を挟んで石井理事長、小川学長の脇
に青木スポーツ健康科学研究科長と私（医学研究科長）が並んだ写真が残っております。その後、
大学院は国内外から学部卒業生、留学生、社会人を受入れ、本学のみならず他学の教員・研究者
を、また国際的に活躍している専門家を多数輩出していきます。
　平成17年に最初の研究所、スポーツ健康医科学研究所が開設されます。小川秀興理事長・学長
のリーダーシップの下、申請された文部科学省ハイテク・リサーチ・センター整備事業が選定さ
れてセンター建物が新設され、研究が開始されます。次いで大学全体としての医学とスポーツを
融合した研究、社会実践・実装を目指すものとして、スポートロジーセンターが平成19年に医学
研究科に設置され、平成26年に女性スポーツ研究センターが設置されます。そして令和3年にス
ポーツ健康医科学推進機構が発足いたしております。大学院を基盤にしてこれらの研究拠点は、
学会発表・論文発表の顕著な実績とともに、学内のみならず国内外との研究拠点と連携したプロ
ジェクトの成果も多く出ております。
　スポーツ健康科学の教育研究を通じて、グローバルな視野とリーダーシップを備え、社会に貢
献する人材を育成し、次の10年には、「世界で注目される学部・研究科」に発展することを祈念
いたします。

スポーツ健康科学部70周年・
スポーツ健康科学研究科50周年に寄せて
学長特別補佐

木南 英紀　KOMINAMI Eiki
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　本年をもって70周年の記念すべき節目を迎えることができましたことに、13600名の体育学部・スポーツ健
康科学部の卒業生の皆さんと、また、本年をもって50周年、1388名の博士前期・後期課程の修了生の皆さん
と共に心からお祝いしたいと思います。さらに、この度は、学部長・研究科長在任中に記念誌への寄稿の機
会を与えていただき、大変光栄であるとともに、衷心より感謝申し上げます。
　
　1951（昭和26）年に順天堂大学体育学部は、国民の衛生や健康増進に資する保健体育教育等に携わる人材
を育成するために習志野の地に開設されました。その発展とともに1971（昭和46）年には、大学院体育学研
究科も開設されました。その後、様々な社会変化に対応するために、1993（平成5）年に体育学部をスポーツ
健康科学部に改組し、現在のさくらキャンパスに移転しました。体育学科をスポーツ科学科に改めるとともに、
新たにスポーツマネジメント学科を設置し、スポーツ科学科、スポーツマネジメント学科、及び健康学科の
３学科のそれぞれでスポーツを通じて社会の要求に応えるべき人材を育成してきました。さらに、2021（令
和3）年には、３学科制を廃止し、各学科が有していたスポーツへの科学的視角を１つの教育課程に統合し、
スポーツと健康というテーマの融合をコアとしながらもスポーツの可能性を多角的にも学ぶことができるよ
うスポーツ健康科学科を設置しました。これからのスポーツ人材には、スポーツがもつ価値を広げ、それを
高めることができる能力が一層求められ、入学時から細分化した学科で早い段階から専門教育を実施するよ
りも、スポーツに対する多角的な視点を十分に涵養し、学生それぞれが活躍を目指す分野に必要な専門性に
加えて、様々な分野とスポーツとを融合できる力をも身に付けることができる教育課程が必要となります。
その教育課程の特徴は、「一般教養科目」と「専門基礎科目」「専門展開科目」及び「専門科目」に区分され、
それぞれの教育が有機的に連動し、基礎から展開、展開から専門に向けて段階的に関連性を持ち、体系的に
学修できるように編成しているところです。
　私たちは膨大な時間をかけ、大学を取り巻く環境の変化や他の体育・スポーツ系大学を十分に分析、また、
学生一人ひとりが自分自身の成長を実感し、しかも順天堂大学を選んで本当に良かったと感じてもらえるよ
う、さらに、今後スポーツの新たな役割にも応えることのできる人材を輩出するためにはどうすればよいか
を練りに練って、スポーツ健康科学部として大きな大きな教育改革に挑戦いたしました。もちろん、実施す
る中で様々な問題は出てくると思いますが、全教職員が力を合わせ、更なるスポーツ健康科学部の発展のた
めに「ReBorn」という感覚を大切にし取り組んでいきたいと思っております。
　高等教育機関の使命は人を育てることにあると思っています。全国各地から優秀な学生を集め、世の中で
活躍する多彩な人材を輩出し続けてきた学部70年間と大学院50年間と同様に、これからもすばらしい卒業生
を社会に送り出す大学であり続けなければならないと思っております。創立70・50周年にその誓いと決意を新
たにして、「順天堂大学スポーツ健康科学部・研究科の更なる未来」へ「不断前進」の理念のもとに学是「仁」
を大切にしながら、邁進したいと思っております。
　結びに、今回の40年ぶりの記念誌発行に関しまして、多大なご尽力を賜りました啓友会、様々な形でご協
力いただきました皆様方に、心から御礼と感謝の念を表したいと存じます。本当にありがとうございました。

更なる未来へ！

スポーツ健康科学部長・スポーツ健康科学研究科長

吉村 雅文　YOSHIMURA Masafumi
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　1988年順天堂創立150周年事業の一環として、ス
ポーツを科学的に探究できる最先端の施設と世界に
通用するアスリートの育成に対応できる環境を求め
体育学部ならびに医進課程は、36年住み慣れた習志
野より「さくらキャンパス」に移転した。
　1991年7月更なる飛躍を目指し将来を見据えた教育
体制の構築を大学理事会より求められた。教授陣か
らは反対意見も出されたが、助教授以下の構成によ
る「将来構想準備室」が黒田善雄学部長の発議により、
北森義明室長の下、武井正子、伊藤政男、鈴木勝彦、
北村薫、島内憲夫、澤木等が指名された。学部名改称、
スポーツ科学、健康、マネジメントへの学科改編、
カリキュラムの策定等々を国内外の大学を参考に
喧々諤々の議論を展開し膨大な文部省申請書類を時
間との戦いの中に作成し、将来に思いを馳せて学部
の「改組転換」が行われた。1993年「スポーツ健康
科学部」が誕生。新学部の斬新さにより受験生が倍増、
その後、他大学も追従することとなった。
　学部長在任中（2004～2009年）は、理事会の御理
解と教職員の連帯と士気の高まりにより、北京体育
大学学術交流協定、国際会議開催、啓友会資金補助
等による屋内プールの建設、運動施設の充実、運動
部強化等々に邁進した。
　現在、本学は、世界に誇れる体操競技、日本イン
カレ29回、箱根11回優勝の陸上競技を頂点とし、多
くの運動部の現役、卒業生、教職員の多数が選手、
そして強化、サポートスタッフとしてオリンピッ
ク・パラリンピックに参加している。
　時代の要請や社会の変化に対応し「健康・スポー
ツの向上」に寄与する実践の学問、研究を温故知新
の志を忘ることなく不断前進されることを学部11期
生・研究科3期生の一員として願っている。

体育からスポーツ健康科学へ

第10代スポーツ健康科学部長

澤木 啓祐　SAWAKI Keisuke

　鹿屋体育大学生涯スポーツ学講座主任教授の職を
辞し、総合英語の教授として着任。11年後、学部長
職を拝命。スポーツ・健康科学系の新学部が首都圏
で次々と設置される中、地理的ハンデと老朽化が進
む施設を抱える中、「全寮制」と「少人数教育」を
他大学との差別化戦略の目玉とし、市場（受験生・
就職先）から「選ばれ続ける学部」確立を目指して

『ブランド力向上』に注力した5年間を振り返る。
　目的と目標の設定：学是『不断前進』の方向性と
目標が学部において不明瞭と感じ、ドラッカーの「目
標による管理」を学部運営で重視。目的は「選ばれ
続ける学部」、目的達成の具体的な目標に「就職力」

「教育力」「研究力」「競技力」「国際力」の5分野を
設定。また、3～5年間先を見据えた中短期計画を策
定し、マクロ環境や市場環境の変化に敏速・柔軟に
対応できる内部環境の体制づくりを試みた。
　ライン（教員）とスタッフ（職員）の充実：最重
視したのが就職力と教育力。「教職の順天堂」の継
続と就職率100%を目指し、就職市場から学生･院生
を魅力溢れるプロダクトとして訴求されるために、
少人数制のきめ細かい教育と学生に寄り添う進路指
導を実施。特に、次代を担う優秀なラインの補充。
教員を支える事務スタッフの献身的な尽力がロイヤ
リティの高い卒業生・保護者を創出することを実感。
　今後の期待：市場から選ばれ続けるためには、学
生生活の満足度の最大化に直接関連する学生寮、教
学施設、スポーツ施設、食堂や図書館等の福利厚生
施設の拡充とアップグレードが必須。特に、定員増
に対応して「少人数教育」体制を保持拡充すべきラ
インとスタッフの増員が期待される。

選ばれ続けるために！

第11代スポーツ健康科学部長

野川 春夫　NOGAWA Haruo
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　順天堂大学体育学部健康教育学専攻卒業の唯一の
学部長として、一言私の想いを述べたいと思います。
1951年に創設された順天堂大学体育学部の初代学
部長の東俊郎先生は、体育学専攻と健康教育学専攻
を設置しました。1993年に体育学部はスポーツ健康
科学部に改組されましたが、その前に故高橋俊哉先
生とイギリスのウエールズ医科大学大学院を訪問し
た時のことをお伝えしておきたい。それは、この大
学院が世界で最初にWHOの提唱するヘルスプロモ
ーションを標榜した大学院であったからです。その
きっかけは、1986年にデンマークのコペンハーゲン
大学医学部社会医学研究所に留学中に、WHOヨー
ロッパ地域事務局のイローナ・キックブッシュ博士

（ＷＨＯヘルスプロモーションの提唱者）が、ウエ
ールズ医科大学大学院のドン・ナットビーム教授（現
シドニー大学教授）を私に紹介して下さったからで
した。ドン・ナットビーム教授は、初対面の私に

「Bunton R.&Macdonald G.etal.:HEALTH　
PROMOTION, Routledge, 1992．」をプレゼントして
下さったが、その書籍に「医学・健康心理学・健康
社会学・健康教育学」がコア・カリキュラムとして
位置付けられていたので、感動と驚きを禁じ得なか
ったことを今でも覚えています。なぜなら、順天堂
大学体育学部健康教育学専攻が、すでに「医学・精
神保健学・保健社会学・健康教育学」を主科目と位
置づけ、世界に先駆けてWHOの提唱するヘルスプ
ロモーションの考えを学生に教授していたからで
す。この歴史的事実「健康総合大学の一翼を担うス
ポーツ健康科学部が、世界の健康分野をリードして
きたこと」を全教員が再認識して、自負心と誇りを
もって継承・発展させて欲しいと心から願っています。

世界の健康分野をリードする
学部・大学院への期待！

第12代スポーツ健康科学部長

島内 憲夫　SHIMANOUCHI Norio

　スポーツ健康科学部70周年・大学院スポーツ健康
科学研究科50周年、誠におめでとうございます。習
志野からさくらキャンパスへの移転、体育学部から
スポーツ健康科学部への改組、そして、今年度から
定員600人と母校の益々の発展・隆盛に目を見張る
ばかりです。
　私は体育学部を卒業し、大学院体育学研究科を修
了した昭和52年に奉職し、39年間務めさせていただ
きました。その間、体操競技部と関わり、1997年の
全日本インカレ（尼崎）において、20年の歳月をか
けて初優勝したこと。また、2004年のアテネオリン
ピックでは米田・冨田・鹿島を擁し、監督として28
年ぶりとなる男子体操の団体金メダルを獲得したこ
と。これらは生涯忘れることのできない出来事でした。
　平成26～28年には副学部長を経て、学部長の要職
を経験いたしました。本学５番目となる、国際教養
学部が開設されたこと。北京世界陸上の事前キャン
プ地として強豪アメリカチームがさくらキャンパス
で練習したこと。また、330人から410人への定員増
の実現に向けた改革を推し進めた時代でした。
　2020東京オリンピック・パラリンピックでは、本
学関係者13人の選手が大活躍をし、国民に大きな勇
気と感動を与えてくれました。「スポーツと健康」
を通して、社会に貢献できる人材の育成は本学部の
使命であり、特にスポーツ活動の活性化は、本学部
にとって欠くことができないものと確信をしており
ます。
　今後とも、スポーツ健康科学部の益々の発展を期
待しております。

「順天堂大学スポーツ健康科学部
70周年・大学院スポーツ健康科
学研究科50周年」記念に寄せて

第13代スポーツ健康科学部長

加納 實　KANO Minoru
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　大学院スポーツ健康科学研究科が不断の半世紀を
前進して参りましたこと誠に慶賀のいたりです。昭
和46年習志野の地で修士課程21名定員で始まり、さ
くら移転後平成9年から修士61名、新たに後期博士
課程10名定員で高度専門教育の体制が確立しまし
た。思い起こされるのは前任研究科長青木純一郎教
授（のち副学長）他教員で携わった後期課程の設置、
伴う社会人入学を含めた前期課程の学生定員増の作
業のことです。既に体育学部、改称スポーツ健康科
学部と修士課程をもって、教育界をはじめ各界に秀
でた人材を送り出しましたが、社会の発展はそれま
で思う以上に一層優れた指導的人材を求めるように
なっていました。指導的人材は少なくとも分野的に
一人で課題の解決に向かう能力と、より高い説明力
を身に着けることが肝腎で、そのために大学がより
高次の課程を用意し学位を与える。段階のある学位
はその能力の目安であり証拠でもあるのです。
　今日、スポーツ科学を標榜する大学・大学院が林
立の態であり差別化の方向も徒ならぬ状況にもみえ
ます。それを思えば、平成9年の順天堂スポーツ健
康科学における大学院の転換は、特に私立大学界に
魁となったのであって、あの時を失するは意義の逸
するところ大だったかもしれず、果たした業を嚙み
締めざるを得ません。号令をかけ見守って下さった
小川理事長の学長時代からの理念の内であるとは承
知していたものの、今日の法人の隆盛を観るにつけ
て、大学としての戦略の一端であったのだとその慧
眼にあらためて畏敬の念を抱き続けております。学
部の拡大発展も顕かになった今、大学院への導きを
一段と進め、一層の飛躍を念願してやみません。

大学院50周年を祝しつつ、
想うこと

第9代スポーツ健康科学研究科長

米田 継武　YONEDA Tsugutake

　この度、学部および大学院開設70周年と50周年を
迎えられたことを心よりお慶び申し上げます。私は、
1972年、他大学の大学院に進学された助手の先生の
後釜として、当時としては珍しい2年間の期限付き
で、習志野キャンパスに赴任いたしました。期限付
きには不安もありましたが、当時の運動生理学研究
室には、我が国を代表する石河利寛教授と新進気鋭
の青木純一郎助教授がおられ、そのもとで学べるの
はまたとないチャンスと決断しました。
　旧陸軍の騎兵第一旅団の馬小屋の跡を利用した研
究室は木造で、建物の横には馬の水飲み場があり、
金魚がのどかに泳いでいました。部屋にクーラーは
なく、夏はヤブ蚊の集団と戦いながら、教育と研究
の準備をする日々が続いたものです。計測機器は手
作りの物が多く、測定には入念な準備が必要でした。
これらの機器は学部や大学院の教育にも使いました
が、扱いの難しさもあり、実験実習が深夜に及ぶこ
とも多く、当時の学生諸君には大変な苦労をかけ、
申し訳なく思っています。しかし、その分学生との
距離は近く、得るものが多かったと思います。施設
設備の整備拡充のため、競争的資金獲得の書類づく
りに奔走したのもこの頃でした。
　このように、習志野キャンパスでの教育・研究環
境は決して恵まれたものではなく、苛酷なものであ
ったと言えます。しかし、その中で、教育や研究に
対する姿勢のあり方を学べたのは望外なことでし
た。先日キャンパス訪問時に案内された3号館の施
設設備は、実に立派なものでした。あとは時を惜し
む心を持った学習と研究が推進され、世界に飛躍す
る人材が輩出されることを期待して止みません。

習志野キャンパスでの思い出と
これからへの期待

第10代スポーツ健康科学研究科長

形本 靜夫　KATAMOTO Shizuo
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　順天堂大学スポーツ健康科学部70周年・スポーツ
健康科学研究科50周年をお慶び申し上げ、メッセー
ジをお届けいたします。
　大学のビッグイベントは多くありますが、私個人
としては、1993年の体育学部からスポーツ健康科学
部への学部改組、それに続く1997年の研究科名称変
更、2000年の博士後期課程開設にかかわったことが
忘れられません。
　研究科長在任時は、２つのことに専念しました。
１つは透明性のある昇任基準をつくること、１つは
博士の学位を授与しやすくすることです。
　昇任は、最終的には学長・理事会に諮られるので
すが、その前段階として、研究科内の基準を「見え
る化」することに注力しました。
　博士の学位は、博士後期課程設置申請時、国立大
学を参考に審査基準が作成されました。和文の場合、
アクセプト論文３本を条件とし、そのうえで、全体
をまとめた総説論文を審査対象にするものでした。
　私は「承認された学術誌のアクセプト論文１本を
博士論文として審査する」と変更しました。先生方
の中には、「質が低下する」との意見もありました。
ご意見を拝聴し、私の考えをお示しするなかで賛同
者が増え、審査基準の変更が実現しました。
　学位取得者が増えることで大学・研究機関への就
職が有利になったものと認識しています。
　スポーツ・健康の科学的研究と実践で順天堂は日
本に冠たる歴史を持っています。歴史は更新される
ことで発展します。今後、順天堂スポーツ健康科学
がアップデートを繰り返し、研究成果を世に問い、
ますます発展することを期待しております。

　スポーツ健康科学部70周年および同研究科50周
年の節目を、現職教員として迎えることができまし
た。学部長ならびに研究科長在任中は、学部定員増
の準備と大学院のさらなる充実に微力ながら取り組
みましたが、これまで本学部・研究科を支えてくだ
さった全ての方々に心より感謝申し上げます。ここ
では、本学部・研究科のさらなる発展を期待して、
将来への展望を記させていただきます。
　まず、立ち向かうべき課題に18歳人口の減少があ
げられます。学部100周年を迎える30年後には、18
歳人口は現在の約116万人から81万人へと約３割、
進学率の向上を勘案しても約２割の学生数の減少が
予想されます。さらに、学校教育における体育・ス
ポーツの位置付けの激変も懸念材料です。例えば、
教科としての保健体育、運動部活動や学生アスリー
トの強化は、今後も学校制度の中で存続するのでし
ょうか?これらの事柄への対応は、学生確保という
観点から本学部にとっての最重要な課題となるでし
ょう。一方、スポーツ健康科学の学術としての重要
性・必要性は一層認識され、リカレント教育や大学
院進学率が高まるために、研究科の拡充にできる限
り速やかに取り組まなければならないでしょう。
　社会ニーズの変化をより敏感に感じ取り、従来の
スポーツ健康科学の概念にとらわれずに幅広い領域
で活躍できる人材を育成し、またそれを支える研究
力を向上させるために、学部・研究科の組織として
の取り組みは極めて重要です。近い将来、体育・ス
ポーツ系大学・大学院の選択と集中、他の学術領域
との融合が加速すると思いますが、本学部・研究科
は、今後も日本と世界のスポーツ健康科学をリード
し続ける存在であると信じております。

70周年、50周年によせて
「歴史をつむぐ
順天堂スポーツ健康科学」

時代をリードする存在であり
続けるために

第11代スポーツ健康科学研究科長

北村 薫　KITAMURA Kaoru

第12代スポーツ健康科学研究科長
第14代スポーツ健康科学部長

内藤 久士　NAITO Hisashi
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順天堂創立150周年記念事業組織委員会設置
体育学部の新キャンパスを千葉県印旛郡印旛村に決定
建設着工

さくらキャンパス竣工式（2月28日）
東俊郎胸像建立（8月17日）

体育学部父兄会から体育学部さくら会に改称

第２体育館竣工

体育学部さくら会から順天堂大学さくら会に改称

啓心寮創設50周年記念式典

学部卒業生の保護者の会として桜順会設立（8月）

キャンパス移転に関する会議の様子

年表　1986-2021

1986（昭和61）年

1988（昭和63）年

1989（平成元）年

1991（平成３）年

1992（平成４）年

1993（平成５）年

1996（平成８）年

1997（平成９）年

1998（平成10）年

2000（平成12）年

2001（平成13）年

2002（平成14）年

2003（平成15）年

西暦（和暦） さくらキャンパス

キャンパス建築中の様子

移転当時のさくらキャンパス1号館

完成当時のさくらキャンパスを空から望む 移設前の東俊郎先生の像（事務室横、泰然の庭）
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入学定員を体育学科200名、健康学科80名
に変更

体育学部女子1期生入学（体育学科36名、
健康学科20名）

体育学部をスポーツ健康科学部に
改組・改称し、スポーツ科学科、
スポーツマネジメント学科、健康学科の
3学科を設置
収容定員1120名（入学定員：スポ120名、
マネ80名、健康80名）

最後の体育学部卒業式（3月）

編入学制度導入

入学定員をスポーツ科学科140名、
スポーツマネジメント学科70名、
健康学科70名に変更
科目等履修生制度創設

スポーツ科学科にコース制（スポー
ツ医科学、コーチング科学）を導入
精神保健福祉士養成課程開始

体育学研究科をスポーツ健康科学研究科
に改称

博士後期課程設置（入学定員４名）

博士前期課程入試において社会人
入試を導入

日本初の博士（スポーツ健康科学）
が誕生

スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学研究科
懸田理事長へソウル
オリンピック金メダル
受賞の帰国報告をす
る鈴木大地選手（「順
天堂だより」第192号
表紙）1988年

博士学位記（第1号）授与式　2003年

女子1期生卒業式　1995年

シドニーオリンピック出場の斉藤良宏、原田睦巳両選手と
小川学長、加納助教授（後列左より時計回りで）2000年
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医療看護学部がさくらキャンパスで月曜日の
授業を開始

スポーツ健康医科学研究所の設置
サッカー場人工芝化
第1回順天堂大学スポーツ健康科学部国際シンポ
ジウム開催

スポーツ健康医科学研究所竣工

北京体育大学と国際交流協定を締結

順天堂創立175周年
啓友会館竣工

女性スポーツ研究センター設立（8月1日）

国際教養学部一般体育科目授業開始
陸上競技場改修（ウレタン舗装）

図書館分館からさくらキャンパス学術メディア
センターに改称

OGAWA GYMNASTICS ARENA（新体操競技場）竣工
女子寮（啓心寮 西寮A）竣工
健康管理室から安全衛生管理室に改称

クロスカントリーコース整備
スポーツクリニック開設

保健医療学部一般体育科目授業開始
スポーツクリニック（婦人科相談）開始

Web会議システムを用いた遠隔授業を導入

スポーツ健康医科学推進機構を設置（4月）
女子寮（啓心寮 西寮B）・講義棟（3号館）竣工

2004（平成16）年

2005（平成17）年

2006（平成18）年

2008（平成20）年

2010（平成22）年

2011（平成23）年

2012（平成24）年

2013（平成25）年

2014（平成26）年

2015（平成27）年

2016（平成28）年

2017（平成29）年

2018（平成30）年

2019（令和元）年

2020（令和２）年

2021（令和３）年

西暦（和暦） さくらキャンパス

講義棟の３号館

OGAWA GYMNASTICS ARENA 北側全景

さくらキャンパス東門　2009年

人工芝化されたサッカー場の様子
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スポーツ科学科の入学定員を190名に
変更
AO入試の導入

正課教育内でのキャリア教育開始
養護教諭免許課程開始
玉川大学特別協定プログラム（小学
校教諭2種免許課程）開始

センター試験を利用した入試の導入
一般入試における実技試験の廃止

CAP制導入

推薦入試における実技試験の廃止

収容定員を1640名に変更（入学定員：
スポ250名、マネ80名、健康80名）

同窓会（啓友会）創立60周年

体育学部の開設から70周年
スポーツ健康科学部を改組して
３学科制から１学科６コース制
スポーツ健康科学科を設置

（収容定員2400名）

博士前期課程の入学定員を61名に変更

博士後期課程の入学定員を10名に変更

博士前期課程において早期履修制度
（学部4年生対象）を導入

博士前期課程において専攻領域を
専攻系に変更
博士前期・後期課程において早期修了
制度導入

博士前期課程において専攻系を廃止

体育学研究科の開設から50周年

スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学研究科

アテネオリンピック壮行会　2004年

北京オリンピック壮行会　2008年

ロンドンオリンピック壮行会　2012年

東京オリンピック・パラリンピック祝賀・報告会　2021年

リオデジャネイロオリンピック　2016年
Photo：フォートキシモト
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鈴木大地
スポーツ健康医科学推進機構機構長
公益財団法人日本水泳連盟会長
ソウルオリンピック金メダリスト

中村  充
剣道部部長兼監督
スポーツ推進支援センター運営委員長

鯉川なつえ
陸上競技部女子監督
女性スポーツ研究センター副センター長

原田睦巳
体操競技部部長兼監督
日本体操協会男子強化本部スーパーバイザー

◉司会　

山崎一彦
陸上競技部監督
日本陸上競技連盟強化委員長

◉日時：2021年12月７日（火）
◉場所：順天堂大学　３号館３階301ホール

『さくらキャンパスの歩み』刊行記念座談会

1
順天堂大学と
スポーツ

座談会１「順天堂大学とスポーツ」 …………  23

司会（山崎）　本日、スポーツ健康科学部70周年・スポ
ーツ健康科学研究科50周年を記念いたしまして座談会
を開催いたします。
　本日の司会を務めます山崎です。この座談会では、こ
れからの本学での学生スポーツの発展やスポーツを通じ
た社会貢献を考えたときに、さくらキャンパスでの30
年も振り返りながら、これからも大切にしていくもの、
変えていかなければならないもの、目指すべき方向とビ
ジョンなどについてご意見をいただければと思っており
ます。
　まず「トップアスリートの育成について：競技力向上
の観点から」、それから「運動部に対しての支援体制、
または社会貢献」について、それぞれのお立場からお話
をうかがいたいと思います。

■ トップアスリートの育成について

司会　まずはじめにトップアスリートの育成について：
競技力向上の観点から、スポーツ健康科学部副学部長の
鈴木大地先生から、ご意見いただければと思います。よ

ろしくお願いいたします。
鈴木　自分が学生のときの運動部ですが、私たちが１年
生から４年生まで、箱根駅伝優勝四連覇、全日本大学サ
ッカーも優勝でしたかね、私個人としてはオリンピック
にも出させてもらったりして、同じ学年でいろいろな運
動部が活躍していた時代でした。
　今よりも学生の人数が少なくて、1学年140人しかい
ませんでした。人数は少なかったですが、それぞれの競
技で日本を代表するような部活動が多かったですね。
　同級生は、「よく学び、よくスポーツをし、よく遊
ぶ」そういうバランスのとれた学生がたくさんいたかな
という記憶があります。もちろん「学ぶ、スポーツする、
遊ぶ」その割合はそれぞれですけれども。（一同　笑）

　「よく学ぶ」ということでいえば、今では考えられな
いと思いますが、夜中過ぎて朝方まで実習とかよくあり
ましたしね。ですので、すごい学生生活がタフでした。
繰り返しになりますが、同級生や先輩後輩からいろいろ
な考え方を知って、いろんなことを学んだり、感じたり
しながら、競技も突きつめる、それがいい方向にいって
いたのではないかと思います。
　個人的には選手としていかに強くなるかとか、速くな

左から山崎一彦、原田睦巳、鈴木大地、
鯉川なつえ、中村充の各氏
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るかとかが最優先で生活を送っていました。表現が適切
かどうかわかりませんけれど、かなりとんがってました。
でも当時は、それでなければダメだなという、自分なり
にそう思っていました。
　久しぶりに大学に戻ってきましたが、根本的には今も
昔もそんなに変わらないのではないかと思います。優秀
な学生が多く、向学心にあふれています。
司会　（あいづち打ちながら）それでは、今まさに金メダリ
ストを育てている、体操の原田先生に、お聞きします。
鈴木　聞きたいですね。
司会　このあたりは30年後、今ですね、現在もこのよ
うに活躍されていて、金メダリストはじめ、メダリスト
を増産してますけれども、その“肝”みたいなものって
なんでしょう。
原田　増産と言われますと嬉しいなかにも戸惑いもあり
ますが（笑）。私は体操競技を見続け、その専門家とし
ての見地からすると、表現は良くないのかもしれません
が、まず素材が大事だと思います。世界で活躍し、メダ
ルを獲得できる選手になっていくだろうという、ダイヤ
の原石のような素材を持った選手をいかにスカウティン
グできるかということがとても大事なんです。その観点
で考えると、今、順天堂大学をご卒業された方々がОB 
・OGとして、様々なところで活躍されていて、そうい
った方々に素晴らしい素質をもった選手を見つけ、ジュ
ニア期での成果よりも未来を見越した強化を行って頂き、
その選手を本学への進学をお奨め頂く。我々は大切なそ
の選手たちを磨き、丁寧に仕上げていく。それが我々の
役目だろうし、そのことをきちんと行っていくことが、
今後、素晴らしいアスリートを育て、世界で活躍し、メ
ダルを獲得していくというところに繋がってくると思う
んです。 私が、本学に入学したのが25年ぐらい前なん
ですけれど、その頃の体操競技部は、万年大学選手権で
4番だったんです。“ 4番の順天堂”だったんですよ。そ
の頃は頑張っても日体大や日大には勝てなかったんです。
でも、その時の体操競技部の先生方のマインドは、「今
はそうなんだけれど、いずれは必ず世界で戦う」という
マインドはずっとブレずに指導してくださった。この事
は、すぐその場では、成果として出ないかもしれないで
すけれど、長い年月をかけて、オリンピック選手輩出に
繋がり、さらに高みを目指して金メダリストが出てくる、
そういうような指導理念というか、いわゆる「夢」をき
ちんと持つことがとても大事だと思うんです。そうする
と、今後の30年見据えたときに、今メダルを獲得でき
ているというところの現状から、 世界で闘うためになに
が必要なのかというマインド、現状維持ではなく、より
高みを目指すマインドを常に持ち続けていくということ
が、指導者にも、もちろん選手にも必要であろうし、そ

ういう雰囲気づくりや指導理念を継承していくことがと
ても重要になるんじゃないかなと思っています。
司会　特にОBの方の協力体制といいますか、一貫指導
といったらいいんですか、順天堂の一貫指導みたいなと
ころで、よいアスリートが育ち金メダル獲っていますよ
ね。そのあたりの関係性や、どうやってうまく築き上げ
ているのか教えて下さい。
原田　もちろん競技として強くなっていくために、こう
いう方針でがんばったほうがいいというところで共感し
ていただいているところがとても大きいと思います。た
ぶんその根幹にあるのが自主性というところで、「競技
を愛して、自分が強くなりたいから強くなる」というシ
ンパシーを感じるところで全てをやっていけるというと
ころが、たぶん一番大きな“肝”なんじゃないかな、と思
います。
司会　一番の大きな“肝”をお話しいただきありがとうご
ざいました。
原田　陸上競技部はどうでしょうか？
山崎　司会なのにすみません。振っていただいたのでお
話させていただくと、陸上はもう創部70年ですから、学
部と共に歩んできたということになります。そのなかで
やはり今日まで選手たちを育てるということは体操に負
けず、やっていると思ってます。でも今移り変わって、
学生も社会状況も変わってきていますから、やはりこち
らからの指導の叩き上げというよりは、話し合って選手
と向き合ったりですとか、苦楽を共にするということが
なければいけないと思っています。
　今年は特に陸上部も学生がめざましい活躍をしてくれ
ました。東京オリンピックでのメダルは獲れませんでし
たが陸上界ではほんとうに、「すばらしい、すごいね」
と、名指しで「三浦くんすごいね」と、「泉谷くんすご
いね」と、日本陸上界の代表となる選手が出てきたとい
うことは、やはり大切なことだと思っております。

〔三浦龍司　2020年東京オリンピック3000m障害出場。
日本人初７位入賞。出場時スポーツ健康科学部２年生〕

〔泉谷駿介　2020年東京オリンピック110m障害準決勝出
場。出場時スポーツ健康科学部４年生〕

■ 女性アスリートの育成について

司会　それでは鯉川先生、私の代までは男子校でした。
順天堂は男子校だったと、今はあまりみなさん知らない
みたいですけれども、その一期生として、特に女性アス
リートの環境ですとか、この30年はどうだったかをお
聞かせいただけますか。
鯉川　いまの学生さんは「昔は順天堂に女子学生がいな
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かった」ということを知らない人がほとんどです。私た
ち女子の一期生は54人しかいなくて、“少数精鋭”といえ
ば聞こえがいいのですが、スポーツ推薦もなく、純粋に

「志が同じ人たちが集った」という時代でした。おそら
く、女子選手の強化や競技力向上というマインドではな
く、まずは「男女共学からスタートしよう」ということ
だったのではないでしょうか。
　30年前ですから1990年代、日本のスポーツ界もよう
やく女子に目を向けだした時代と重なりますので、その
流れとリンクしているのではないかと思います。
　日本の女性アスリートの活躍がみられるようになって
からは、順天堂の女子の定員も増えてこのキャンパスの
施設も大きく変わったのですが、先生方もご存知のとお
り、私が入学した当初は、女子トイレが無いとか、いろ
いろと大変なことがありました。（一同　笑）

鯉川　施設が男子専用にしか作られていなかったので、
啓心寮の鏡が見えない位置にあったり。そういう状況を、
当時は野原先生や武井先生などが、私たちを月に一回お
昼に誘ってくださって、お弁当を食べながら、「何を改
善してほしいですか」と聞いてくださったんです。それ
がとてもありがたくて、「鏡を低くして下さい」とか

「更衣室作って下さい」とかそういう小さなことからま
ずお願いしました。そこから少しずつ、「試合に出た
い」「合宿に行くにはどうしたらいいか」などをお願い
できるようになってきました。ですので、１年時と４年
時では施設設備も活動内容も居心地も劇的に変わりまし
た。
　オリンピックに関しては、卒業後にオリンピックに出
場した、私の１つ下のトライアスロンの細谷はるなさん
や、４つ下の陸上の花岡麻帆さんのように、競技力の高

い女子学生が自然に集まるようになってきたんですね。
彼女たちは学生時代、集団行動とか自由を規制されるこ
とがなく、自分の個性を発揮して過ごせる順天堂の環境
がよかったのだと思います。
　私自身は、あの、鈴木先生は覚えてないと思うんです
けれども。
　私が怪我をしていたとき。鈴木先生がたまたま陸上研
究室にいらっしゃって。たぶん私が寂しそうにしてたん
だと思うんですけど、「どうしたの?」って声をかけてい
ただいて。「足が痛い、膝がぜんぜん治らない」って相
談したんです。そうしたら治療院を教えてくださって、
その治療院に行ったのがきっかけで足が治ったんです。
当時の順大は、誰でも声をかけあえるようなムードがあ
ったというか、小さい大学だからこそ、みんなとの距離
が近い時代だったんじゃないかなと思います。
司会　そうですか。貴重なエピソードをありがとうござ
います。では今はだいぶ変わってきたのではないかなと
思いますが、それでもまだまだだと思うんですね、女性
のアスリートの育成や女性のスポーツの推進とかですね。
これからもう少し、今後どうやって順天堂が発展してい
ったらいいのではないかなどのご意見ありますか。
鯉川　そうですね、おそらく、もう一歩一歩ではなくな
ってきていると思います。私たちの時代は一歩一歩だっ
たんですけれども、今は百万歩くらいのスピードで進ん
で行かなくちゃいけないと感じています。物事が加速す
るスピードも速いので、そのスピードに乗り遅れないよ
うにしたいですね。スポーツの強化や競技力の向上の方
法論って男女に違いはありません。「ヒト・モノ・カ
ネ・情報」があって、その資源たちを「選択」と「集
中」で、しっかりと活用する。男女平等に同じ流れのな
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かでやっていく、ということが大事だと思います。
司会　「百万歩」進まなきゃいけないですか。私はちょ
っと短距離系なので、百万歩も歩けないと思ってしまい
ました。でもそこは「百万歩」でお願いしたいと思いま
す。

■ 運動部に対する支援体制について

司会　次は２つのテーマで話していただきます。順天堂
大学のスポーツに対する支援体制、特に運動部に対する
支援体制について、お聞きしたいと思います。
　中村先生、今、「スポーツ推進支援センター」という
のが立ち上がっていますが、学生の支援についてのこれ
からのことをお聞きする前に、変遷についてお伺いした
いです。
中村　私が本学に赴任したのは1992年で、体育学部の
最後の入学生と一緒でした。先ほど鈴木先生が「学生が
とんがっていた」という話がありましたが、私は来たと
きに、教員のとんがりさにびっくりしました。
　当時は水泳実習やスキー実習が必修でしたから、全学
生とともに全てのクラブの先生方もほぼ指導参加してい
ました。実習の夜などは先生方がいろいろな話をしてい
ましたが、最後は、クラブの強化をどうするのか、とい
う話になるんです。それも半分ケンカ腰になったりして、
すごいパワーだなと感じていました。
　そういった先生方のパワーが学生にも伝わっていまし
た。特に当時は学生が今よりも少人数だったので、非常
に強く伝わっていた部分もあったのかなと感じます。
　そのあと、学生数が徐々に増え、今年の４月からは

600人になったとともに、学生を取りまく社会的な状況
も変化しています。昨年まで存在していた「運動部運営
委員会」は正確には学部としての公式組織ではなく、運
動部指導の先生方の熱意によって生まれた学生部内に位
置する組織でした。しかし大学スポーツの変革を目指し
てUNIVASという組織が生まれてきて、本学もその中心
的存在として情報発信する場面も多くありましたし、多
人数の学生をどうサポートしていくか、という課題に向
き合う必要がありました。クラブに入らない学生も多々
いますから、そういった学生も含めて、スポーツ健康科
学部としてスポーツ活動をどうサポートするのか、そし
て競技力強化も進めるのかという非常に多岐にわたる目
的をもった学部内の委員会に、今年度より生まれ変わっ
たというような流れになりました。
司会　変革の時期ですが、これからの順天堂としてのス
ポーツ支援というのは、どんな構想がありますか。
中村　そこが非常に難しいところです。今現在はスポー
ツ推進支援センターという名称中にある「支援」という
言葉を、どのような意味に説明するべきなのか。さらに
は、学部が増えていくなかで、全ての学部でアスリート
の存在あるいはスポーツ活動が積極的に行われる可能性
があり、スポーツ推進支援センターは将来的に全学的な
組織としての役割を担うことも予想されます。そういっ
た可能性も考慮していくと、今の時点ではまだ明確な方
向性は残念ながら示せていないというか、むしろ先生方
にいろいろなお知恵をいただきながら、どのように進め
ていくかということを検討しなければならないと思って
おります。
司会　鈴木大地先生、いかがでしょう。スポーツ庁元長
官のお立場から。いっぱいありすぎますか。
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鈴木　今感じているのは、うちの大学運動部は、ほぼ全
員がスポーツ健康科学部の所属ですよね。ですが他の大
学では、いろいろな学部の学生が部内にいますよね。チ
ームとして多様性があるとでも言うのでしょうか。そし
てそれぞれがチームとしていい相乗効果を発揮している
のではないかと想像しています。本学でも今後は、スポ
ーツ推薦の学生もみんながみんなスポーツ健康科学部で
なくともいいのではないかと思っています。スポーツを
突き詰めるというのもありですが、異なる分野の勉強を
することで大きく視野を広げてくれるのではないでしょ
うか？
　今後は、スポーツ健康科学部の施設にない競技スポー
ツは、他のキャンパスをベースに取り組んでもいいと思
いますし、アウトドア系のスポーツ競技はそもそも大学
内施設で取り組むことはできませんし、大学として新た
なチャレンジをする時期にきているかなとも考えていま
す。
　今回の東京オリンピック大会の実施競技は33競技あ
りました。順天堂大学の運動部でどれぐらい強化できて
いるのか、今後もそれだけの枠にとどまっていていいの
か？パラリンピックスポーツも含め、ウィングを広げて
いく必要があるのではないか？ 
また、学部生の全員がエリートアスリートというわけで
はありません。その他の学生はどういう活動をしていく
のか？を考えていく必要があります。もちろん、学生一
人一人が自発的に考えていくべきではありますが、こち
らでもある程度はガイドしてくことをしてもよいかなと
考えています。
　具体的な話になりますが、本郷・お茶の水キャンパス
の隣に元町ウェルネスパークが数年後に完成します。保
育園や幼稚園、インターナショナルプレスクールも同パ
ーク内に入ります。そうした未就学児にスポーツ指導す
るとか、文京区をはじめとした学校の体育授業や部活動
をサポートする立場の学生をたくさんつくっていきたい
なとは思っていますね。
　各学部がある自治体の高齢者や若年層を含めた近隣住
民に対して、ご提供できることがたくさんある気がして
います。エリートアスリートだけではなく、スポーツを
陰で支えたり、応援したり、そういう学生をたくさん世
に送りだすということができると思いますね。（一同頷く）

司会　スポーツ支援も、社会貢献と密接に関連づけて組
み立てていったほうがいい、というお考えですね。スポ
ーツ支援というとトップアスリート中心という感じを受
けますが、さらに大きく考えていくということですか。
鈴木　はい。トップアスリートだけでなく、スポーツを
支える層にも社会貢献してもらう仕組みを考えていくと
いうことですね。これからの日本の課題は、少子高齢化

の時代に入り、医療費が想像以上のコストになっていて、
医学の力だけではすべて解決できないのが実情です。ス
ポーツ健康科学部(体育学部)が創設されたときのミッシ
ョンである「病気にならない体をつくる」ことにも注力
すべきです。平均寿命と健康寿命との差を極力少なくす
る。多くの国民に健康を維持してもらうことで、医療費
を低減させ、その削減できた分をスポーツ振興に振り分
けてもらう。それでこそサスティナブルなスポーツ振興
が可能となるのです。それを我々が主導的な立場で率先
していけると思うんですよ。そういう人材を世に送りだ
せることは確かです。
司会　ありがとうございます。鈴木先生はまたスポーツ
健康医科学推進機構　JASMSの機構長もなさっておられ
ますね。
鈴木　はい。順天堂大学医学部には、「スポーツ医学を
やりたいがために順天堂に入りました！」という医学生
が多いのです。一方、スポーツ健康科学部の入試面接で
は、「スポーツ医学を学べるから本学を志望する」って
いう学生たちが多いじゃないですか。という割には意外
に医学部とのコラボレーションがなかったのと、先ほど
述べた医療とスポーツがもっと密接に関わっていくべき
であり、そのあたりを実践していくということですね。
司会　ありがとうございます。余談ですが70周年なので、
また、鈴木大地先生の記念講演とかあるんですか。
鈴木　特に聞いておりません。（一同　大笑）

司会　話が戻りまして、中村先生、そのあたりのところ
はどうでしょうか。今、壮大なところまでいきましたけ
れども、学部のところで考えられる、スポーツ支援、ま
た推進というところでのお話を。
中村　壮大というのではなく、実際にそういった活動ま
でつなげなければいけないと思いますし、なんといって
も順天堂の役割としてスポーツの価値をどのように高め
ていくか、ということです。まずはトップアスリートの
育成は絶対にはずせない「柱」だと思います。それとと
もに、これまで指導者をたくさん輩出してきており指導
者育成という「柱」、それと医科学的な研究を軸とした
医学との連携という「柱」ですね。実際に推進支援セン
ターのなかでは、ATR〔アスレティックトレーニングル
ーム〕等々と効果的に連携していく良い方法を検討して
います。それと今後はもう１つ大きな「柱」として立て
ていかなければならないのは、本学部にあるマネジメン
ト分野を生かしながら、地域や企業との結びつきを広げ
ていかなければならないですし、経済に関する柱は立て
なければいけないと思っています。
　それらは、壮大なことだと言われても、本学がやらな
ければいけない大きな使命ですし、教育や研究にもぜひ
繋げていかなければならないというように思っています。
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■ これからの女性アスリートについて

司会　ありがとうございます。鯉川先生、女性スポーツ
のことでもう少しお聞かせ下さい。今30年で2600人の
卒業生が出ています。社会でも活躍されています。女性
がスポーツをするのは、あまり推奨されていない時代か
ら現在に至りますが、女性がスポーツをする価値、重み
というのは、これからどんなところに見出していったら
いいと思われますか。
鯉川　スポーツの価値や重みは男子も女子も同じです。
私たちは2014年に「女性スポーツ研究センター」を順
天堂に設立していただきました。まさに中村先生や鈴木
先生がおっしゃった医学とスポーツ連携の中で、「女
性」というキーワードは特に重要だからです。
　私は学長から、女性スポーツセンターの設立が決定し
たという結果を伺った日に、「女性アスリート外来」を
作ってほしいというお願いをしました。きっと、外来の
目的や病院の採算が合うのか、などを聞かれると思って、
資料を準備して行きましたが、それをお見せするまでも
なく、すぐに女性アスリート外来を作っていただいた。
女性アスリート外来は、日本初の外来です。「これが順
天堂だ。」と思いました。やはり予防医学に関しての考
え方が肝要だということと、女性や女性アスリートをサ
ポートしていくべきだという考え方があったからだと思
うんです。それをきっかけに、私たちの研究が女性アス
リートの健康と競技力向上に大きく貢献しています。現
在はアスリートだけでなく、すべての女性を対象とし、
さきほどの鈴木先生のようにウイングを広げて研究して
います。それは、幼児から高齢者、障害者などです。女
性というキーワードのなかでかなり広範囲に、そして深
くやれてきているなという実感があります。そういうも
のを順天堂から発信していくこと、そして学生たちにも
触れていただくことが、日本にとっても順天堂にとって
も女性のスポーツの発展にも繋がると思います。
司会　ありがとうございました。以前は女性スポーツの
サポートは女性がやるみたいな感じだったんですけれど、
最近学生が、女性スポーツのことに興味を持ったりとか、
ゼミに入りたいとか声を聞きます。
鯉川　はい、多いです。
司会　けっこう多いですよね。
鈴木　男子ですよね？
司会・鯉川　はい、男子です。
司会　こういう状況を感じて将来とかの展望はあります
か。
鯉川　授業に組み込むことが大事です。私の授業、実は

カリキュラム編成でなくなってしまったんですけれども、
女性スポーツの内容はスポーツ科学科の必修でした。女
性の身体のこと、心のこと、取り巻く環境のことを全部、
授業で話しています。10年くらいこの講義をしてきま
したが、質問に来たり、必死で聞いているのはだいだい
男子なんです。特に月経のことは、女子学生よりも男子
学生の方が目を輝かせて聞いてくれます。女性スポーツ
の内容を知ることは、女性アスリートはもちろん、教員
を目指す学生にも役立ちますので、順天堂の特徴として
必修授業に復活してほしいです。
司会　そうですね。今は女性スポーツは順天堂が考えて
いくことというのが非常に大事であり、一緒に考えてい
くということが必要だなと思いました。どうでしょう、
原田先生、女性の体操もかなり気になっているんですけ
れども、これから女性の体操でも金メダル獲ったりとか
の目標も見据えてますか。
原田　そうですね。やっぱり鯉川先生がおっしゃったみ
たいに、体操競技とかは体重制限がありますから、ほん
とうに女性アスリート外来にはたいへんお世話になって
おりまして、（鯉川先生を見ながら）なんといいますか、健
康がそこにあって競技があるという考え方にもう少し近
づかなくてはいけないだろうし、そこがあって競技スポ
ーツを向上させていけるという考え方に持ち込めるのは、
順天堂じゃないとできないんじゃないかという気がする
んですよ。食事制限して体重が軽いほうが動けるという
考え方をもはやもう捨て去るべきで、より健康でより競
技力が高められる、そういう概念に変わってくれば、体
操競技も違うあり方になって、よりよいスポーツに変わ
っていくんじゃないかなという気がします。

■ 社会貢献について

司会　ありがとうございます。ではまた社会貢献的なと
ころに戻りたいと思いますが。今度は、本学ではパラリ
ンピックに出場するような選手、そして支援などが始ま
りました。鈴木先生、ここ何年かパラリンピックやアダ
プテッドスポーツとか、大学のプログラムにもあります
が、今後、スポーツ健康科学部としてはどんな役割があ
りそうですか。
鈴木　ぼくらの時代、障害者スポーツに取り組んだ記憶
にないですけど、私が教員になってから、障害を持つ学
生が入学してきました。今はもう受け入れるだけでなく
競技、その強化というところまできている。この30年
でだいぶ変わりました。
　当たり前ですが、基礎疾患も含めていろいろな問題を
抱えていると思うので、この大学であれば、医療関係者
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も多いですから、なにかあったときも安心安全です。順
天堂が障害者スポーツを強化、普及させていくというの
は、自然な流れだというふうに思います。寮もあります
し、周りのサポートも受けやすい。障害者スポーツの環
境が整った有力大学のひとつになりえるだろうと思いま
す。
司会　はい。では、中村先生、「スポーツ推進支援セン
ター」から、今、学生も障害者スポーツ等にも、支援が
始まっていますけれども、展望はいかがでしょう。
中村　そうですね、一部の先生方にご協力をいただいて、
スポーツ庁からの支援も受けながら、地域の中でパラリ
ンピックのスポーツを知っていただくイベントとかを行
っていますし、そこには学生の有志も強力なサポートを
してくれています。今後はさらに推進支援センターがう
まくコーディネートする役割を果たせていければ、さら
に大きな広がりを見せられるというようには感じていま
す。
司会　そうしますと、社会との繋がりというものも、結
構できそうですか。
中村　そうですね、残念ながらこのコロナ禍の影響でな
かなか進まない部分もあるのですが、いくつかのものは
企画、展開されていて、できる範囲のなかで遂行はされ
ています。もっと多くの人々へ伝えること、いわゆるコ
マーシャルするという周知が大事だと思います。先生方
へもそうですし、学生に対しても、あるいは地域の人た
ちに、参加してもらうというようなことはとても必要か
なと思っております。
鈴木　これは特別支援学校の教員のみなさんも卒業生が
多いですから、そのあたりの連携もできますね。（中村先

生に視線を向けて）、オリパラ代表選手の増員計画も必要

ですし実現に向けていきたいですね。
中村　実際にそういった選手が順天堂から出ていますか
ら、そういった選手にも手伝ってもらってですね。
司会　そうですね、指導者も日本代表監督も出てますね。
鈴木　そうです、そうです。若きアスリートと指導者を
兼ね備える、そういう時にきています。

■ 2020東京オリンピックを振り返って

司会　話題を変えさせていただきます。原田先生、2020
東京オリンピック、大活躍でしたね。そのあたりの裏話
をうかがえますか。かなりジャンプしちゃいますけれど
も。
原田　裏話、ですか。いろんなことがありましたからな
にをお話ししましょうか。橋本大輝〔東京オリンピック
出場時スポーツ健康科学部２年生〕が個人総合金メダル
を獲ったときですけれども、つり輪で難度が不認定にな
って、跳馬ではラインアウトがあって、一気に順位が４
番まで下がってしまって、最後の種目までに0.4の間に
４人の選手がひしめきあっているという状況だったんで
すね。最終演技の鉄棒ですが、演技の前に、一回、ウォ
ーミングアップができるんですね。そこで選手がウォー
ミングアップするわけです。その時、2019年の世界チ
ャンピオンのロシアの選手と、2018年の世界チャンピ
オンの中国の選手と二人、橋本のところに寄ってきて、

「このままいったらハシモト、金メダル獲れるよ、がん
ばれ」と一言言ってくれているんですよ。（一同驚く）

原田　それを見たときに、あー、スポーツってほんとう
にいいなあ、とすごく率直に思って、私なんかは自分が
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勝つには人のことを気にしている余裕なんかはとてもじ
ゃないけどないんですけど、みんながベストを尽くして、
そのなかでだれが１番になったかという感覚で彼らは戦
っているんだというところを見たときに、これがある意
味ほんとうのスポーツマンシップなんだろうなという気
がしたんです。高潔にという外面じゃなくて、ほんとう
に本心からこれがベストでだれが１番かを決めようぜっ
ていう、あのなんというか雰囲気が、とってもよかった。
すごくあの瞬間、スポーツに対する考え方をもう一度あ
らためて勉強させていただいたかなと思ったんです。そ
んな裏話でいいですか。
司会　（大きく頷きながら）鈴木先生、ずいぶん視察もさ
れていた様ですね。陸上も応援に来ていただき、ありが
とうございました。印象に残ったこととかはありますか。
鈴木　原田先生が今、話したことが私自身にもあって、
選手時代、レース前に小部屋に集められて点呼みたいな
ものを受けて、それでプールに行くのですが、１コース
のカナダの選手がみなと握手をしながら「グッドラッ
ク」「グッドラック」って言うんです。わたしはそれに
感動したんですね。これから雌雄を決すという直前に、
お互いがんばろう！と。
　五輪には『ファイナリスト』って言葉があります。要
するにどれだけ自分が努力してここまで来たかをお互い
に分かっていますから、お前もそうだろ、といわゆる同
志みたいな、戦友みたいになります。それが感動で…。
やっぱりオリンピックはいいなあという気持ちでプール
に出ていきました。もちろん金メダルを獲りたいってい
う気持ちもあるので、そのバランスがとってもよかった
のでしょう。おかげで自分の緊張度が半分くらいになり、

いいパフォーマンスを発揮することができました。です
から、原田先生のされた話はよく理解できます。これが
真の五輪平和の精神、友情なんだと。
鯉川　そこまで究極に競技を突き詰めてきたアスリート
だからこそ、自然に出た行動だったんでしょうね。

■ スポーツ健康科学部のこれからに向けて

司会　とてもいいお話でした。ありがとうございました。
　最後に一言ずつ伺います。学部に向けての将来のこと、
期待することを一言ずつお願いしたいと思います。これ
からの学生たちに対してはみな思いがあると思いますの
で、決意表明も含めて、学生にどう生きてほしいかを聞
かせて下さい。中村先生からお願いいたします。
中村　体育学部からスポーツ健康科学部へと、そして学
生の人数も変わり、そして３学科から１学科の学部へと
変化しました。ただ、名称や状況は変わってきています
が、芯にあるもの、あるいは土台にあるもの、これにつ
いては変わっていないと思います。もちろん変化するこ
とは大切ですけれども、根底にあるマインドを常に土台
に持ちながら、進んでいかねばならないとは思っていま
す。
司会　ありがとうございます。では鯉川先生、お願いい
たします。
鯉川　中村先生がおっしゃったように、この大学に集ま
ってくる人たちは、体を動かすことが好きで、健康とか
スポーツ医学にとても興味を持っていて、コミュニケー
ション能力が高い人たちです。この根幹は変わらないの
で、そういった人たちが、今度は一緒に、学生だとか先
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生だとか関係なく私たちも一緒に、次のステップを創っ
ていく、日本のスポーツを創っていく。一緒にステップ
アップできるようなムードを、これからも創り続けてい
ければいいなと思います。
司会　ありがとうございます。では鈴木先生、お願いし
ます。
鈴木　５年間国の仕事をして、行く先々で順大の卒業生
に“遭遇”しました。最後の最後に、「実はわたしも順天
堂なんです」って。うちの関係者は、控え目ですが皆さ
ん人がいいですね。これは校風であり教育であり、長い
年月をかけた順大の伝統なんですね。４年間で染みつい
ていくのだと思います。これからもそういう人間を輩出
していく大学であってほしいです。
　ただ時代が目まぐるしく変わるので、その社会の変化
の分だけは変わっていかなきゃいけない。いい伝統は残
しながら、変えるべきところは変える。医学を身近で感
じられる環境にあり、他学部ともいろいろまじりあいな
がら、世の中の変化を感知し、どこに向かって行くべき
かを考え実践していければ、これからも発展していける
と思います。
司会　学生たちはなかなか学部間の交流がないんでしょ
うか。
鈴木　ええ。学生たちの交流は少ないですね。だからも
ったいないなと思います。学生の人柄はすばらしいです。
今日、キャンパスを歩いてきたんですけれども、みんな
きちんとあいさつしてくれるんですね。こういうさくら
キャンパスのいいところを伝えたいと思います。
鯉川　ほんとうにしっかりとあいさつしますよね、うち
の学生たちは。
鈴木　ええ。さくらに来てみるとよく分かります。
鯉川　いつもいろいろな方から言われます、きちんとし
たあいさつのことは。
司会　さくらキャンパスから離れて、また帰ってきてみ
てどうでしょう、なにかちょっと変わったことはありま
したか。
鈴木　学生の気質、気持ちのいい人たちで溢れたキャン
パスは変わってないですね。いいところは変わってない。
木がだいぶ大きくなったことと、私が存じ上げない教員
が増えましたね。（一同　笑）

司会　それでは最後に、原田先生。
原田　えっ、そんなハードルですか！ （笑）

　私は競技の強化で鈴木先生の言葉を借りると、とんが
ってきてたので、今後も競技の強化を進めていく、とい
うところに今大学のスポーツ、大事なプレゼンスがそこ
にあると思いますし、たぶん女性競技を強化していくこ
とが、これからのとても大切なキーワードなのじゃない
かという気がしています。強化をしていくに足る、それ

をサポートしていく人材を、やっぱりここで、我々が養
成していかなければいけないということを強く感じてい
ます。それはトップアスリートと共に生活しながら、共
に学ぶからこそ見えてくる部分もたくさんあるだろうと
思います。学生たちが世の中に出ていき、さきほど鈴木
先生がおっしゃったように、多面的に活躍している学生
が順天堂にたくさんいるということを、その全体的な部
分というものを、実はその人たちの活躍は順天堂の未来
を支えていると思いますから、そういった人材をこれか
らも維持していきたいと思います。
司会　本物志向でやっていただくというのも順天堂だと
思いますのでよろしくお願いします。
原田　はい、そうですね。
鯉川　（司会の）山崎先生からも一言いただきたいですね。
山崎　ぜんぶ原田先生が代弁してくれましたから大丈夫
です。
原田　それはずるいですね（笑）

中村　それでは山崎先生どうぞ。
山崎　私も鈴木先生と同じで、順天堂を離れた時期があ
りましたが、温かいんですよね。地域のОBの方たちと
かいろいろな人たちが温かくて、違う所属でも温かい。
控えめに、でも大きな力で順天堂の人たちが支えてくれ
るんです。ですから、私たちも変わらずそういう人たち
を育てたいなと、温かみのある学生だったりとか、ここ
にいる純粋な感じの、学生を育てたいと思っています。
ただ人数も増えたので多様性という言葉で１つに括られ
てしまうのは少しこわいのではないかとも思っていて、
やはりみんながそれぞれのスペシャリストでどんどん活
躍していく様な人材を育てないと、順天堂のよさが出て
こないのではないかと思っています。私自身も、スペシ
ャリストでがんばっていきたいと思っています。
司会　それではスポーツ健康科学部70周年・スポーツ
健康科学研究科50周年を記念しての座談会を終了いた
します。本日はありがとうございました。
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吉村雅文
スポーツ健康科学研究科長
スポーツ健康科学部長

内藤久士
前スポーツ健康科学研究科長
前スポーツ健康科学部長

廣瀬伸良
さくらキャンパス学生部長

和氣秀文
スポーツ健康科学研究科副研究科長

北村  薫
元スポーツ健康科学研究科長

◉司会　

青木和浩
スポーツ健康科学部学部長補佐

◎日時：2021年12月14日（火）
◎場所：順天堂大学　３号館８階カンファレンスルーム　

『さくらキャンパスの歩み』刊行記念座談会

2
スポーツ健康科学部・
スポーツ健康科学研究科の
さらなる発展に向けて
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司会（青木）　ただいまから、スポーツ健康科学部70周
年、スポーツ健康科学研究科50周年を記念しまして座
談会を開催いたします。
　本日の司会を務めます青木です。よろしくお願いいた
します。

■ １学科への移行について

司会　まず初めに、１学科になったことについて吉村先
生、内藤先生にお伺いしたいと思います。
　どういうねらいがあって１学科となったのでしょうか。
同時に定員増になりました。１学科構想はかなり前から
あったと思います。実際に１学科にしてよかったこと、
さらにステップアップしていくために必要なことなど、
多岐にわたる内容ですが、最初に吉村先生からご発言を
お願いいたします。
吉村　はい。北村先生に本日お越しいただいていますけ
れども、確か平成22年に、10年後のスポーツ健康科学
部の更なる発展を目指して、学内教職員の有志の参加に
よる「NEXT10将来構想を考える会」が発足しました。
その際、過去の経緯で分からないことがあれば全て北村

先生に聞けばわかるよと言われたのを思い出しました。
北村先生は、その前から将来構想に関して色々と検討さ
れていたと伺いました。今、そんな記憶が蘇ってきまし
た。当時、私も内藤先生も「NEXT10将来構想を考える
会」のメンバーでした。スポーツ健康科学部は、スポー
ツマネジメント学科、健康学科、スポーツ科学科という
３学科で運営されており、体育学部からスポーツ健康科
学部に改組（1993年）してから、約10年ほど経ったタイ
ミングでした。そして、今後さらに学部が発展していく
ためには、社会的な情勢や、またスポーツの捉え方がど
んどん変化していくなかで、次はどうすべきかという議
論を重ねていました。さまざまな議論・調査の中から出
てきた１つのアイデアが、１学科制でした。そこから、
さまざまな社会的な状況、文部科学省の意向、他の体育
系・スポーツ系大学の状況、少子化のことも考えながら、
また本学部に求められるニーズや人材、スポーツの新た
な価値の創出など、幅広く考えながら、１学科制が適切
ではないかと。最もこのスポーツ健康科学部が発展して
いくためには重要ではなかろうかというところで動き出
したというのが、１学科制に移行する流れと決断の部分
だったと記憶しています。
　内藤先生どうですか。

左から青木和浩、廣瀬伸良、内藤久士、吉村雅文、北村 薫、和氣秀文の各氏
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内藤　そうですね、2010年の「将来構想を考える（NEXT 
10）」は、野川先生が学部長で、そのときいちばん年長
だったのが私と吉村先生だったのです。そこから当時
55歳以下の若い人たちと10年後を見据えてということ
で、いろいろな調査や他の大学の様子を勉強しました。
我々はなにを目指すのか、というところのなかで、大き
な柱として、やはり学科制というところのメリット、デ
メリット、というところが大きな焦点になります。１学
科にするのか、あるいは当時３学科ではありましたが、
スポ科には２つコースがあったので、それをベースに４
学科にするのか、検討することはたくさんありました。
また、「NEXT10」というチームを作る数年前には、新
たに全く新しい学科を作るというような動きもあったの
ですけれども、「NEXT10」の議論では、やはり柱をな
ににするのかということで、いちばん落ちついたのが１
学科制という考え方だったと。そう考えた理由の中でも
っとも大きいのは、縦割りということが持つ弊害です。
実際には、そんなに強烈はありませんでしたが、３学科
という縦割りのなかで、人事構成や学生の横への動きが
制約されていたのは事実です。まずはこの境界を取っ払
う。その流れで当時はその第一弾として、学科間での流
動性を高められるように、縦割りを崩していこうという
動きが活溌になりました。そういう意味で１学科制を真
剣に考える機会が10年前にありまして、今回突然に１
学科にしたわけではなく、これまでの日本の大学の仕組
みや、本学部の歴史の流れのなかでの、起きたことでは
ないかと。
吉村　体育系・スポーツ系大学にはあまりなかったので
すが、工学系の大学などでは、学科を撤廃して、ひと括
りにしているというのがけっこう主流になっていたとい
うこともあり、我々も検討していく追い風になっていた
というのもありました。
司会　１学科制になって一年経過していない段階ではあ
りますが、実際に１学科制となって、あらためてよかっ
たという部分は、ございますか。
吉村　それよりまず、我々が最終的に１学科制を決めて、
申請をしてというところで、北村先生はどうお感じにな
っておられましたか。
北村　いきなりきましたね。（笑）

吉村　北村先生は、カリキュラムを含めてスポーツ健康
科学部の将来構想をお考えになられてきた中心人物でし
たので、私たちが、最終的にこれで申請する、となった
ときに、どのようにお考えになっていたのかということ
をいつかお聞きしたいと思っていたのです。この場で聞
くことじゃないかもしれませんが。
北村　大丈夫ですよ。私個人としては、別になんとも思
わなかった。（吉村先生と笑い合う）というのは、３学科制

にした当時から、私は、いきなり３学科に振り分けるの
ではなくて、東大みたいに、ある程度はじめはみんな一
緒に学んで、そこからそれぞれに分かれていく、という
スタイルは、考えていたんです。ただそれが文部科学省、
当時は文部省のなかで、そこまではまだ時期尚早という
感じでしたので、それよりも学科、スポーツマネジメン
ト学科というのを創るほうを優先させたのです。結果と
して３学科制にしたという関係がありましたので、１学
科制そのものは、前から私は頭の中にありましたから、
そんなに違和感は感じなかったですね。
吉村　それならうれしいです。
内藤　もともと体育学部の時代も学科としては２つあっ
たけれども、どちらも体育学士でしたし、ゼミの選択な
ども専攻学科としてはあまりきちっと分かれた学科制で
はなかった。だから今回それに戻ったという感じがしな
いでもない。
　 あ と は 現 在、 入 試 シ ー ズ ン 真 っ 只 中 で す が、

「NEXT10」の資料も確認してみても、１学科制に踏み
切ろうとした場合のメリットとデメリットです。３学科
制におけるそれらを入試について考えると、当時はＡＯ
入試、推薦入試、それからセンターを併用した入試の一
般入試を行っていましたが、学科が３学科ですとそれぞ
れに定員があって、もちろん併願できます。そのため見
かけ上の受験者がそれなりに増えることはメリットです
が、合格候補者の選抜は実に複雑な仕組みでして。これ
を１学科制にすることで、成績順に並べてスパッと一度
に決められるということのメリットを強く感じています。
たぶん１学科制にしていなかったら、入試改革による選
抜方法の多様化や600人定員ではどんなに大変になって
いたかと思います。学科ごとに求める人物像など、いわ
ゆるアドミッションポリシーにそれぞれ特色がありまし
たが、結局併願をしてくるので、３学科併願した志願者
の中からそれにあった志願者を採ってくという難しさな
どの現実問題があります。そのあたりは、まだ１年経っ
ていないなかで強く感じることではあります。
北村　要は入試で受験者すべてが一緒になるわけですよ
ね。トータルとして。
内藤　トータルとしてはそうです。
北村　倍率は別として、受験者が増えるというのはいい
ことなんですよ。学科をいわばなにかの形で変えるとい
うのはチャレンジでもあります。いじって教育のシステ
ムがよくなるということももちろんあるのだけれども、
いくら教育のシステムがよくなったとしても、受験生が
来なかったら、順天堂に入りたいという人がいなければ、
大学としての魅力がなければ、意味がないんです。
吉村　おっしゃるとおりです。
北村　受験生がどれだけ増えたかということを考えたと
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きに、増えたのならそれはそれでいいことなんだと、私
は思います。

■ スポーツマネジメント学科の
　設立について

廣瀬　本日、北村先生に来ていただいてるので、ぜひ、
お伺いしたいことがあります。さきほどマネジメント学
科の話が出ましたが、体育学部時代にあった体育学科と
健康学科に加えて、スポーツ健康科学部スポーツマネジ
メント学科を創られた、それはどういう感覚だったのか、
ずっとお聞きしたかったのです。
北村　さきほどまとめて話すべきだったことかもしれま
せん。体育学部で教員養成というだけでは、受験生確保
には魅力がない。十分な受験生を確保するという面では
行き詰まっていたのです。それで、そこのところをなん
とかしなくてはならないというのは１つありました。も
う１つ、いちばん大きかったのは、その当時、「するス
ポーツ」だけでなく「観るスポーツ」や、一部分ではあ
りましたがスポーツボランティアですとか、今でいう

「支えるスポーツ」ですけれども、そういう話が重要視
されたことがあります。スポーツというのが、昔は「体
育」の教材としてのスポーツという概念だったのだけれ
ども、そこに収まらない事例や研究が、体育学会でも発
表されるようになってきていたのです。そうすると、体
育、学校教育のなかの体育科の教材としてのスポーツと
いうのではそれに収まらないっていう状況になってくる
というのは分かっていましたから、その収まらないとこ
ろをどうやってキャッチアップしていくかという、その
ところがやはりいちばん大きかったところです。
廣瀬　そういう経緯で、国内の大学に初めてのスポーツ
マネジメント学科が誕生したのですね。
北村　そうかもしれません。ただ、マネジメントだけに
こだわってはいなかったんです。
廣瀬　どういうことでしょうか？
北村　今だから言いますと、私はスポーツシステム学科
とか、スポーツデザイン学科とか、いろいろなことを提
案してきました。スポーツデザインっていうのはいいな
と思っていたんです。単に競技力を向上させるというの
だけではなくて、それにまつわるさまざまな様相を全部
組み合わせて、全体としてのスポーツ振興を考えていく
という意味では“デザイン”という概念がいいんじゃな
いかと思ったのです。ですが、文部省ではまったく理解
してもらえないという話でした。
　それでその当時でも理解してもらえる言葉としてはな
にかといいますと、“マネジメント”だったんです。マ

ネジメントでしたら文部省にも理解してもらえました。
今と違ってそれまでは、文部省の担当者が書類申請全て
見て、それを審査の先生方に文部省のその職員が説明を
しなければならなかったのです。我々が説明するのでは
なくて。文部省の職員が分かる言葉でないと説明できな
いということになります。ですからいろいろな折衝して
いくなかで、マネジメントだったら理解してもらえた。
そういうことで、スポーツマネジメント学科になったと
いうことなのです。
　だから私が最初イメージしていたもののなかの、“マ
ネジメント”の部分だけしか使ってもらえなかったとい
う事情です。
廣瀬　なるほど。当時から私はかなり頭が固い教員で、
当時は、かなりのインパクトがあったんです。「順天堂
にこんな学科ができて良いの？」と（笑）。
司会　今ではスポーツと名がつく学部は多くなりました
が、歴史ある順天堂の体育学部が体育系大学の先駆けと
してスポーツ健康科学部という名称を選びました。健康
科学部という案もあったと伺っています。
北村　はい、ありました。
司会　「健康」か「体育」か「スポーツ」にするのかと
いうところで、様々な情報を得る努力をされたなかで、
教員同士で議論をずっと重ねていたという話があります
が。
廣瀬　はい、それはもう大変でした。私は当時、ネーミ
ング委員会に入っておりましたので。
北村　アメリカでは健康科学部のなかに医学部があった
り、ケアの学部があったりしていました。健康科学部が
大きいのです。医学部は健康科学部の一部分なので、こ
ちらで健康科学部という名称、学部名を使ってしまうと
医学部との摩擦もあり得るかと。そういう発想もありま
した。

■ 定員増・入試改革について

司会　少し話を戻させていただきます。現在、１学科と
同時並行で定員増がありますが、さらに入試改革も同時
期にきています。なにが正解なのかが、正直分からない
部分もあるかもしれません。そして、子どもも少なくな
り、体育系大学も多く存在しています。順天堂としては
どういった方向性に向かうのかという点は大変気になる
ところです。正直な今の感想というのはいかがですか。
吉村　正直なところ、今、スポーツ健康科学部の発展に
関して、これだという明確な、確実な方向性を示すこと
は難しいと思っています。しかしながら、体育系・スポ
ーツ系大学として70年の歴史の中で発展してきた部分
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を今一度振り返り、また、スポーツ健康科学部ではこん
な学生を育成し世の中に輩出して行こうとしていること
を継続して強く発信していくことは大変重要だと思って
います。要するに今、さらなる発展を考えなければなら
ないときがきているわけですから、１学科制と定員増は、
大きく飛躍できるチャンスと考えなければならないとは
思います。たしかに１学科制と定員増というのはとてつ
もない大きな変化で戸惑うことも多いと思いますが、さ
きほどもお話にありましたように、1993年に３学科制
にして約30年、表現は不適切かもしれませんが、大き
な改革はなかったと考えると、今後の発展のためには、
ほんとうにいい機会であり、絶好のチャンスだったと思
います。
司会　ポジティブにとらえることが大切ですね。ネガテ
ィブにとらえていても、発展しないと思います。
吉村　ネガティブに捉えている人は減ってきていると思
います。今回の改革に対して、そんなの絶対ムリだろう
っていう話がけっこう多かったんですけれども、現実的
に認可され、さあ、学生募集を始めるぞというころには、
ネガティブな感じが減ってきた印象があります。先生方
もこの改革に関して受け止めていただき、次のことを考
え出していただけたと感じています。
司会　内藤先生、いかがでしょうか。
内藤　そうですね。それ程昔の話ではありませんが、ま
ず410人になるすぐ前には、330人からプラス80人もと
言っていたんです。330から410でもちょっと多いかな
と学科間の人数バランスに悩みまして。ですが、意外に
も入学してから学生が、比較的人気があった学科に入っ
たのだけれども、入ってから他のことを学びたいとか、
他の学科にいたけど別のこと学びたいという学生が多く
出てきました。実際ゼミなどで移動はけっこうあるよう
な形です。そういう意味では、さらに３学科のままに、
もしもあと200名あるいは190名増やすにしても、どこ
の学科で定員を増やすのか、スポーツ科学科の倍率が比

較的高いからそこを増やすのか、でもそこだけ大きくな
るのはどうなのか、スポ科の２コースをベースに４学科
にするのか、それとも新たな学科を増やすのか、とか。
そういう面では１学科になったことで、600名というメ
リットが生きてきて、まだ初年度の試験しかしてないで
すけれども、学生たちも、これからどこのコースへいこ
うかということで勉強してくれるのかなというところが
あります。あとは現実、大きな課題としては、定員が増
えるとこれまでの教室だけですと、小さな教室しかあり
ませんので、授業数をものすごく増やして、また資格の
関係から小人数でやっていた授業が多かったので、それ
らをカリキュラムから全部変えることができたのです。
600名の定員に対して、教員の負担は増えています。中
でも授業という面では、特に実技の先生はかなり負担が
増えているのですけれども、比較的、バランスを取りや
すいのではと思っています。今後３年次、４年次になっ
てきたときに、学生は600人に増えたけれども、実際の
授業のところでは先生方の授業負担がうまく解消されて
くる努力もしています。先生方には正直研究にも打ち込
んでほしいですし、そのような思いもあるのですけれど。
600人、それと１学科制、増員、入試改革、それからプ
ラスしてコロナ〔新型コロナウイルス感染症（COVID-19）。
2019年12月に中国で感染者が報告され数か月でパンデ
ミック（世界的流行）となった。〕の問題もありますが、
これらのすべてのバランスのうえで物事を見ていく必要
があると思います。「NEXT10」のときには10年後を見
据えて議論しましたが、１つの方向性をおおよそ決めた
その年度の終わりに東日本大震災を経験しました。
　ですので、10年後新たな学部をスタートするとなっ
たときに、もしも世の中で元気が失われるようなことが
起きたとしても、スポーツの力で元気を取り戻すことが
できる、我々はスポーツ健康科学に対する自負みたいな
雰囲気がありました。時代の影響ってすごく受けてくる
んだと思うのだけれど、今回は我々はそういう意味では
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コロナの影響っていうのがすごかった。初年度の学生募
集をするときにコロナが起きました。それでかなりのマ
イナスだったのですけれども、でもそれによって大学の
授業がオンラインになって、今では当たり前になるほど
普及しました。こういうのを経験してよりうまく進んで
るのかなと思います。
司会　まだ和氣先生、なにも発言されていませんね。
和氣　はい。大学院についてのお話を準備していました。

（笑）（一同  笑）

和氣　わたくしは順天堂から離れていた期間が非常に長
かったので、遠くから本学の変化を眺めてきました。私
が大学４年生のときに習志野キャンパスからさくらキャ
ンパスに移転しまして、そのときはもちろん全てが新築
でした。今は私が学ぶ立場から教える立場になってここ
におり、そして、この３号館が建ちました。とても感慨
深いものがあります。
内藤　習志野キャンパスの研究室は木造平屋建てのよう
なところから、さくらキャンパスに来たとき、エレベー
ターが校舎にあって、それがさらに今、今日の会場の３
号館のように、こんなに高い。
和氣　当時は校舎にエレベーターがあるだけでも感動し
ました。そのときは、エレベーターは学生使用禁止だっ
たような（笑）。酒々井駅からどう通学するのかという
小さな問題はありましたけれども、キャンパスのなかは
とても近代的で同級生は皆喜んでいました。ただ今とな
るとどうしても習志野キャンパスもなつかしく思い出さ
れます。思い出もたくさんありますし。わたくしが卒業
するときには、まだスポーツ健康科学部になるとか共学
になるとかといった情報はなかったと思います。1993
年には女子はいましたか？
北村　女子はいました。２年前からです。
司会　（青木）　私が４年生のときに１年生に女子学生が
入学しました。
和氣　私たちにとって、共学はうらやましかったです。
学部の名前も変わりましたし、女子も入ってきて共学と
なり、そういうことも含めて私たちの時に比べて大きく
変わりました。私たちが卒業して数年後がまさに変革の
ときでしたね。
司会　定員増も含めて今の順天堂を北村先生、どのよう
に見ておられますか。

■ 体育学部の経済的な自立とは

北村　いちばん気になっているのは「しゅうし」がどう
なっているか、「しゅうし」ってマスター「修士」では
なくて、あのお金「収支」ね。（一同  ああーと頷く）

北村　私たちが学部を改組したとき、そこのところも１
つの要素でした。体育学部の時代は医学部の、もっと言
うと病院の収入でもって、体育学部がなんとか維持され
ていたという側面があったのです。それから、体育学部
の受験者数を増やして少しでも自立したい、できるだけ
自立に近づいていこうという狙いも実はあったのです。
その意図の結果として、定員増というのは教員の方から
すれば負担が大きくなってたいへんなんだろうけれども、
経済的な自立という面でいえば、他の学部や病院収入に
頼らなくても学部存在の意味が生まれ、学部を動かして
いけるということになります。その面でもいいことだと
思っています。法人全体として順天堂の収益は病院収入
に頼るところがありますけれども、医療制度の改革がい
つどうおきるか分かりません。病院収入を頼りに我々は
伸び伸びとやっていいのか、ということです。それは非
現実的でした。全ての他学部の変革とモチベーションに
もかかわることです。だから各学部ごとに自立するとい
うことで600人にすることは理解できます。また学部に
この３号館を建ててもらったことと、それからプール、
アリーナもあります。これらの投資を学部収入だけで取
り返すことは、まだまだ先だと思うのですが、それでも
先を見据えることが大切だと思っています。
吉村　もちろんある期間はかかりますが、さらに発展し
ていくための先行投資だと思っています。
北村　「財」の独立は「学」の独立のためにも必要だと
いうことはたしかなのです。そういう意味では大変いい
ことなのではないかと理解しています。
内藤　実際に過去に授業料を下げたころに定員増が行わ
れているので、授業料の収益を数で補えるような意図が
ないわけではない、ということもあります。
廣瀬　本年度からの定員増については、現在はまだ１年
生だけですけれども、学部としての枠組みを徐々に創っ
ていければ、そして、我々がしっかりと学修体制に流し
込んでいければ、うまくいくのではないかな、と考えて
います。ただ、今、学生部長の立場で言わせていただき
ますと、600人という数が４学年揃ったときに2400人に
なるわけです。そのとき、キャンパス内外の学生生活が
いったいどうなるのか？ものすごく期待と不安、両方を
感じています。実は、学修面に関してはそんなに心配し
てはいないのですが、生活面を中心にそれに対して、大
学側がどう整備し、多様な学生たちに寄り添っていくの
か、ものすごく大きな課題だと感じているところです。
それをうまく舵取りできれば素晴らしい大学に発展して
いくような気がします。これからどう検討していくのか
が、学生部の大きな課題です。
和氣　私のときは140人でした、たしか。４学年全てで
560人。それが１学年でそれ以上ということですものね。
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廣瀬　そうですね。コロナが収束すれば、医学部も含め
て啓心寮に約800名の学生が一同に集うということにな
るわけです。１学年だけですよ。
和氣　学生の顔も名前も一定数しか覚えられないですし、
学生がどこに住んでいるのかも分からないような人数で
す。
廣瀬　そういうことですね。数というのは、なかなかた
いへんです。それだけの個性が揃うということですから。

■ Rebornへの取り組み

司会　一点まだ聞きそびれていることがあります。今、
Rebornということで教員のＦＤも含めて、この１学科
制にともなう新カリキュラム他、様々なことについて教
員間で議論しています。実際に主導でやられている吉村
先生の目から見まして、Rebornのねらいはどういった
ところがあるのですか。
吉村　大前提は学部がさらに発展していくというところ
です。先生方にはことあるごとに発信をさせていただい
てますけれど、１学年600人ひとりひとりの学生をきち
んと成長に導くという目標を設定することが、先生方の
能力を引き上げ、学生のやりがいや生きがいも含めて、
結果的に学部全体の成長に繋がっていく、ということで
す。そして、そのような状況の中で成長した学生が社会
に出ていくことによって、順天堂の素晴らしさ、また教
育の質の高さというようなものを多くの方々に理解して
もらえるのだと思っています。600人という大きな単位
ですけれども、今までやってきた我々教員の学生に対す
る姿勢だとか教育方針、理念といったものを、もう一度、
足元をきちっと見ながら、学生と向き合っていくという
姿勢が、今後大きな発展に繋がっていくと考えています。
ですので、先生方はこれまで以上に授業を工夫していた
だかなくてはならないし、学生の成長をしっかりと促し
ていただけるようにならなければいけない。そして学生
は単位を取るだけではなくて、「勉強ってほんとうにお
もしろいんだ、役に立つんだ」ということを追求してく
れるように導かなきゃいけないと思っています。なんと
か「単位を取らせる」というところから、学生が自主的
に学び、学生同士が教育し合い、評価できるような、新
たな学びを創っていくということが、今後我々の大きな
目標になるのではないかなと思っております。そしてそ
のような新たな学びは、必ずや先生方の成長と学生たち
の成長につながり、社会からの認知、期待に応えること
ができるようになると思っています。600名の定員増１
年目、大事な時なので先生方にはRebornにご協力をい
ただきたいと願ってます。

司会　内藤先生、補足ありますか。
内藤　さきほどの定員増とあわせますと、ややもすると
なにか膨張するような感じがあります。そうではなくて
中身がもっともっと濃くならなくてはいけない。そのた
めに「生まれ変わる」という、そういうことだと思って
いますけれど。
司会　ありがとうございます。今回の対談は、学部と研
究科の発展となっております。あらためて吉村先生から
学部のビジョンについてご発言いただけますか。

■ 学部と研究科の発展について

吉村　さきほど述べたこととかぶりますが、入学してき
たひとりひとりの学生の４年間の成長を促し、社会に送
り出すいうことを我々がしっかりとサポートできるとい
うのが絶対条件です。スポーツ健康科学部がさらに発展
していくために、学生ひとりひとりに目を向けて、寄り
添い、教育していくことを徹底しないかぎり、順天堂の
よさを伝え残していくことはできないと思っています。
交通網が発展し東京からは近くはなりましたけれども、
都内にある大学と肩を並べて競争していくことを踏まえ
ますと、どうしても求めていかなければならない部分だ
と考えています。順天堂に進学すれば、必ず社会で活躍
できるというものをこの４年間で学ぶことができ、力を
つけることができ、育むことができる。という部分を確
固たる信念を持って発信できるようになることが重要な
のではないかと思っています。
司会　次は研究科のビジョンということで今副研究科長
のお立場で和氣先生いらっしゃいますが、研究科のビジ
ョンはいかがでしょうか。
和氣　私の個人的なビジョンになってしまいますが、今
学部の方は学生数が増えています。当然そのなかには卒
業後も、学びを深めたいという学生が増えてくると思い
ますので、やはり４年後には研究科の方も定員増を行う
必要があるのではないかと思っております。
　歴史を振り返ってみますと、93年にスポーツ健康科
学部になって、そしてその４年後に大学院もスポーツ健
康科学研究科に変わっています。そのことからしても４
年後にはなんらかのアクションをおこす必要があると思
っています。
　定員を増やすということはその中身も変えていく必要
がありますが、たとえば修士であるならば、修士は通常
２年制なんですが、１年制というコースも取り入れる必
要があるのではないかと思います。私立におけるスポー
ツ・体育系の大学院は順天堂が最初ですが、１年制コー
スを備えているスポーツ系の大学院は他にありまして、
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そういった意味では遅れをとってしまっている印象をう
けております。うちには社会人の大学院生もおります。
そういった実務系のキャリアを持っている大学院生はう
まく体制を整えれば、１年間で修了できるようなシステ
ムを作れるんじゃないかと思います。
　修士論文の質をどうするかという問題はあると思いま
すが、工夫すれば質を担保する指導体制は十分につくれ
るのではないかと思います。また、実際に科目履修生と
いう形で１年間で教職を取りたくて大学院に進学してく
る学生もいるようです。加えて、もし専修免許も１年で
取れるのであれば、そういったことを目的とした大学院
コースも作れると思います。
　あとは競技ですね。アスリートとしてもっとやってい
きたい、さらに学びも深めたい、という学生に対しても、
１年で終えられるような新しいコースを準備してあげて
もいいと思います。
　一方で逆に長い期間、研究をしてもらう、特に研究者
になりたい、大学の教員になりたい、そういう強い希望
を持っている人は修士、博士の一貫教育で５年制の大学
院をつくると、より研究プランも練りやすくなりますし、
さらに質の高い研究も実施できます。わたくしが思うの
はもしもそういうことができるのであれば、１年間は海
外に行く、それは順天堂大学と協定を結んでいる大学で
もいいですし、あるいは個人的に迎えてくれる大学でも
いいと思いますので、１年間は海外に行って研究をやっ
てもらう。そういう仕組みがあってもいいのではないか
と思います。
　まだ国際化に関することなどいくつかあるんですけれ
ども、内藤先生にバトンタッチします。定員が増えるこ
とは先生方がおっしゃるとおりチャンスなので、様々な
可能性を考えていきたいと思っております。

■ 研究科の振り返りと今後の課題

司会　内藤先生は以前学部長も研究科長もご経験がおあ
りで、特に内藤先生が研究科長時代、後期課程が本格的
になりました。今では後期課程に進むのは大学の教員が
当たり前だという時代になりました。当時の振り返りと
今後のビジョンについてお話しいただけたらと思います。
内藤　大学院に求められるのは時代によって変わってき
ます。昔の学部では卒論書いて猛烈にがんばったという
のが、今は一般的には、卒論は必ずしも必要ではなく、
昔の卒論が今の大学の修士ぐらいのイメージかもしれま
せん。昔は修士に入るのも難しかったし、修士論文とい
うのはとてもハードルが高かった。今は研究者として道
を進むのであれば博士を持っていないと、という時代に

なりました。昔は、体育学の分野では修士を取得すれば、
大学の先生になれたという時代でした。ニーズに合わせ
た大学院とはなんなのか、というところが大きくて、そ
の選択肢に、さっき和氣先生もおっしゃっていましたけ
れど、一般の人のリカレント教育の場としての大学の修
士課程、もっとスポーツのことを学んでみたいという全
然スポーツと関係のない学部を卒業した方、それ以外に
ももっと学びたいという人たちを受け入れられるだけの
キャパシティを作らないとなりません。その面では教員
側がもっともっとがんばらなければいけないのかなと。
ここまで大学院が充実してこられたのも先生方の努力と
向上心のおかげです。今はほとんどの先生が博士の学位
を持っています。若い先生たちにも大学院の担当教員と
して大学院の教育と研究に携わってもらっていますので、
学部と同じ教員メンバーで総力をあげて大学院の充実に
も取り組めると思います。定員を増やす準備はできてい
ますが、ただ内容をどうするかということは時代にあっ
たところをどう捉えるかではないかと思います。
和氣　外国人も積極的に受け入れています。
内藤　そう、外国人も外国に出ていくことも積極的にや
っています。
和氣　そうですね。
司会　あらためて本日、北村先生に起こしいただいてお
ります。生き字引です。学部の改組、大学院も含めて、
北村先生も研究科長・教務委員長を務めておられたこと
もおありになり、カリキュラムや教務事項は、北村先生
のところに行けば分かると記憶しております。あらため
て50周年や70周年を迎え、北村先生が、お感じになっ
たところはいかがでしょうか。
北村　今の内藤先生の話、和氣先生の話とも繋がります
が、たとえば大学院に入りやすくなるというのは悪いこ
とじゃないと思います。（一同頷く）

北村　さっき和氣先生が言われた５年間一貫教育を考え
たことがありました。なかなか具体化できませんでした
がトライしてほしいと思います。もちろん外国の研究機
関との連携というのもこれから必要になってくると思い
ます。私が学部改組をやり、大学院もそれに合わせて名
称を変えてきたというなかで、頭の中にあったけれども
表にあまり出さなかったことが２つあります。
　その１つは学術性というものの問題にも関係してくる
んですけれども、「スポーツ健康科学部」を創ったとき
に、キャッチコピーを作ったんです。それは「スポーツ
と健康を科学する」です。今はあまり違和感なく使われ
ていますが、当時はかなりの違和感がありました。科学
する、科学って「する」ものかという感じでした。ただ
日本語としては存在するわけで、「科学」という名詞を

「する」という動詞をくっつけることによって、複合動
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詞にしたのです。科学に動作性を持たせようと思ったん
ですね。科学すると表現することによって、スポーツ、
健康を“静態的”なイメージからダイナミックな“動態
的”なイメージに変えていきたいなと思ったのです。そ
れがどこに刺さったかというと、実は体育学会の研究者
であったり、あるいは高校の先生であったり、というと
ころに、うまく矢が刺さったように思います。あーっ、
なんだ、ダイナミックな研究、ダイナミックな教育がし
てもらえるんだ、あるいはそれができるんだ、と。それ
が１つ、我々の学部改組でアピールできたことなのだろ
うと。これが１つめです。
　もう１つが、卒業したらスポーツマインドを持って社
会に出ていっていただいて、社会貢献をしてもらいたい、
ということです。スポーツマインドというのを強く打ち
出したんです。これなにかといいますと、私のなかに体
育学部というと、どうしてもスポーツで強い選手や保健
体育の先生を目指す人しか触れられない、そういう場所
であり、存在だと思われている、と私は感じていたので
す。でもスポーツマインドを打ち出した私のベースはな
にかというと、「スポーツが好きな人だったらいいじゃ
ん、できなくたっていいじゃねーか（笑）」スポーツが
好きでスポーツのそばでなにかやってみたい、そういう
仕事をやってみたいという人がいたら、運動能力が低く
てもいいじゃないか、というような。そういう発想が私
のなかにあったんですね。だからスポーツができる人も
もちろん来てもらいたいけれども、スポーツが好きな人
に来てもらいたい。これを潜在的に訴えかけるような表
現をいろいろなところでしていきました。たぶんこれが
受験者、高校生には刺さったんだろうと思っています。
その結果として今まで体育学部の時代にはこれだけの

（両手を合わせて丸く輪にして）人しか対象にならなかった
のが、好きだったらいいじゃん、あ、これオレ好きだか
らやってみたい、勉強してみたい、そういう人が集まっ
てくるようになった。だから「スポーツ好き、集まろ
う！」というキャッチコピーも作りました。とにかく、

「好き、好きを仕事にしようよ」という発想でアプロー
チをしていったのが２本目の矢です。そして体育教材と
してのスポーツというところから広がっていくきっかけ
を作れたのではないかと。それが波及して、今はそれが
当たり前になってきています。その当たり前を作れたと
いうのを順天堂の誇りとしてもいいのではないかと思っ
ています。逆に言うと、これからなにが人々に刺さるの
かと、そこのところを見つけていかなくてはいけないん
だと思うんです。
　１学科制というのは、刺さるものが１つあると思うん
です。なにかというと受験生がこれをやりたいと今すぐ
には決められないけども、なにかスポーツ系の順天堂で

やってみたいという人たちに対して、１学科制はモラト
リアムを与えたんです。まずは１年のモラトリアムを与
え、そして分野を決めたらもう１年、コースのモラトリ
アムをあげる。このモラトリアムというのは、今の高校
生にとってみると、やはり刺さる要素の１つなのではな
いかと思うんですね。そういう意味で１学科制の入って
から決めればいいというシステムというのは、絶対刺さ
ります。だから受験者も増えていくと思います。ただそ
れも当たり前になってくると思いますので、当たり前に
なったときに、順天堂は次のどこのところに矢を放って
いくかという、そこのところを考えていくということを
いつも考えていかなければいけないと思うんですね。

（一同　頷く）

北村　大学院で言いますと、スポーツビジネスに目を向
けたのは順天堂だったんです。ですが後続の早稲田に、
スポーツビジネスについては取られてます。もうスポー
ツビジネス教育研究のメッカは早稲田になってしまいま
した。もうこれは受け入れなければいけない現実です。
そうすると、順天堂は早稲田のスポーツビジネスに匹敵
するような、「これ」というものを打ち出していかなけ
ればいけないんだと思います。１学科制でももちろんい
いのですけれど、早稲田のスポーツビジネスは最初の頃
は実業の世界の人たちを大学院１年コースで集めたので
す。実業家や社長、あるクラブの優秀な人材だとか、場
合によっては元プロ野球選手であったり、大相撲の横綱
であったり、そういういろいろな人を集めた。それをス
ポーツビジネスというところで束ねて、１年制の大学院
を確立して来たわけです。それに匹敵するようなものを
順天堂に作ってもらいたいというのが、私の１つのお願
いということになります。（一同  頷く）

北村　ベースとして学部の教育というのももちろんそう
なんですが、学部のほうの教育のほうがもっと難しいと
思います。というのは、スポーツの概念もどんどんどん
どん変わってきているからです。それこそeスポーツも
スポーツだ、もちろんチェスや将棋はスポーツだ、とな
っていくと、スポーツで身体的な健康を維持していきま
しょうという命題は、むしろ消えていくというか。逆に
eスポーツのプレイヤーは、私も話を伺ったことがあり
ますけれど、彼らはeスポーツをやるために体を鍛えて
るんです。健康でないとeスポーツでスポーツできない
から、健康を一生懸命維持することを考えている。ある
いはお年寄りもスポーツを楽しみたいから健康に気をつ
けている方もたくさんいます。スポーツで健康になりま
しょうというのではなくて健康じゃないとスポーツがで
きないから、健康のほうを私は一生懸命維持するために
がんばっていますよ、そういう人がいるんです。そうい
ったスポーツと健康の位置づけの変化みたいなものも含
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めて考えたときに、順天堂のスポーツ健康科学部では、
「科学する心」をどこに振り向けていくのかということ
をこれから考えてもらう必要があると思っています。
　ちょっと長くなってしまいましたが、そういうところ
まで考えてもらえれば嬉しいなと思ってます。

■ これからのスポーツ健康科学部について

司会　まさに今日これから、ステップアップしていくた
めに今後私たちが考えていくこと、目指している姿、を
ご示唆いただいたと思います。
　印象にあるのは内藤先生と北村先生が大学院のカリキ
ュラムを検討されていた際、シンプルに分かりやすくす
る、そして多様性に応じた内容にすべきだと議論されて
いたことを覚えております。まさにスポーツの多様性と
いうのはこれからスポーツ健康科学部に求められ、この
研究科に求められるところだと実感しました。
　それでは、それぞれの先生方、今後こんなことを目指
していきたい、10年後、20年後、こういう大学であっ
てほしいということを、和氣先生から順にお願いできま
すか。和氣先生、どうぞ。
和氣　10年後ですか。
司会　５年後でもいいです。（一同  笑）

和氣　国際化をさらに推進していく必要があると思って
います。本学には国際教養学部ができていますし、今は
海外に行く学生や研究者、また本学に来る留学生も増え
てきていますので、10年後にはスポーツ系国際大学と
言われるぐらいになりたいと。学部も大学院もですけれ
ど、今後も大きく成長していればいいなと思います。
吉村　私も和氣先生が言われた国際化というのは大変重
要な課題だと思っています。最近さまざまな活動を行う
中で、よく感じることがあります。学部経営とか運営、
さらに大学の発展を考えていくときに、１つの側面で物

事を考えるのではなくて、２つ３つ、もっと多くの側面
を見ながら考えていくことが重要ではないかとよく感じ
ています。和氣先生が言われたように、我々が今から求
めなければならないのは、国際化ももちろんですが、継
続して求め続けなければならない運動部の強化という側
面、さらに施設も充実させていかなくてはいけないとい
う側面、入試のために学生募集もしっかりとやっていか
なくてはいけないという側面、優秀な高校生も獲得しな
ければならないという側面等、さまざまな側面をうまく
組み合わせて物事を考えることのできる先生方や事務職
員、そういう人材を増やしていくというのが、今後の大
きな発展に繋がっていくのではないかと、強く感じてい
ます。
内藤　ここまで学部が70年、大学院が50年、まだまだ
この先続いていくわけですけれど、もう一回くらい名称
を変えるようなときがくるのかなと。北村先生の、スポ
ーツ教養学部とか、それぐらいにまでしてもいいのかな
とも思いますけれど。
　ところで、大学院の主役はやはり学生で、大学院なら
大学院生、学部であれば学部の学生ですが、今の学部生
や大学院生を見ていると１つ思うことがあります。それ
は、昔はもっと身近にモデルがあって、たとえば、学部
の学生からすると大学院生ってこんな感じ、というモデ
ルがあって、型にはまってしまうのはデメリットかもし
れませんが、それらいろいろなモデルに接して将来が描
けた。今は逆にいいモデルが、特に新しい学部がスター
トしたばかりなので、今の学部の学生にとってはいいモ
デルになる先輩とか大学院生とか、若い先生方とかの印
象が薄い。そういう面ではいろいろなモデルになる学生
がいて、その“いろいろな”というところが大切じゃな
いかと思っています。ただ、これまでは型にはまったい
くつかのパターン、たとえばですがトップアスリートを
目指すとプロになるというモデルだけだったのだけれど、
今後はプロを目指しているんだけれども別の分野でもこ
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んなにもがんばるとか、研究者を目指しているんだけれ
ども普段もしっかりアスリートとして頑張っているとか、
もっともっとたくさんいいモデルになる学生が出てくる
学部、いいモデルがたくさんいる大学院、そういう大学
にしていけると、もっともっと、外から見たときも中か
ら見たときも、魅力が増すのではないかと感じています。
廣瀬　先生方のお話を伺い、これからの順天堂の発展、
新しいもの、またその次を見据えて、とのリクエストが
ありましたけれど、私は、これまでの順天堂本来の姿も
忘れないで、ということもすごく感じるんです。体育学
部時代から、スポーツが大好きで、スポーツを実践して、
そして、指導者になっていくという部分はやはりこれか
らもしっかりと核になっていく部分だと思うのです。そ
こをしっかりと実践しながら、新しいものに目を向けて
いくべきだと、と考えています。
司会　まさに変わらない柱と時代のニーズに合った新し
いものですね。
廣瀬　そうです。
司会　新しい改革に向けて変化をしていくという意味で
は、まだまだこの先、変化をしていくんだということは
非常に感じています。
　白熱してしまいお時間超過してしまいました。もう少
しお時間いただききまして、少し肩の力も抜いて進めさ
せていただきます。（一同  笑）

■ 学生生活の近況について

司会　廣瀬学生部長から、近況の学生生活について、忌
憚のないご意見をお願いします。
内藤　とても記録に残るようなことは言えないです。

（一同  笑）

廣瀬　はい。（笑）学生生活においては多岐にわたりす
ぎて、ここで話せないことがたくさんあります。（一同　

言えない、言えない（笑））

廣瀬　順天堂の学生生活は、やはり啓心寮でしょうか。
しかし、女子寮こそできましたが、学部改組や定員増に
よる大学の変革に対し、啓心寮の根幹的なものは何も変
わらないままに継続されてきました。しかし、学生の人
数が増えてきて、女子も増えてきているなかで、やっぱ
り、変化が起こってきています。私見ですが、振り返れ
ば、さきほどのマネジメント学科誕生の頃から少しずつ
変わってきているという印象を受けていました。それが
どのような方向に行くのか、なかなか掴みづらかったん
ですけれども……。今後、どういうふうに大学と啓心寮
がかかわりあっていくのか、とても大きなテーマだと思
っております。

　過去の啓心寮は、医学部で医者になるグループと体育
学部の教師になるグループで異文化が融合し、それは、
自治会寮でもないし、大学では教育寮とは言っています
けれど、ガチガチの教育をやってる寮でもない。逆にそ
れが唯一無二の順天堂の色を出しているような気がして
いたのです。ところが、さきほど内藤先生がお話しして
いましたけれど、いろいろな人が入寮してきて、確かに
色が混ざり合って不思議な色調は出しているのですが、
未だ、特徴的な順天堂の色が出てきていないように感じ
ています。今後、対応していかなくてはいけない部分が
非常に多いと思うんです。自らを、心を啓発していく寮、
まさしく啓心寮ですが、今後、今まで以上に大学の中で
重要なパーツになってくると思います。
司会　コロナでいちばんの対応に悩んだのが啓心寮だと
思います。大学寮であり、医学部とスポーツ健康科学部
が入寮するという特徴ですが、コロナが出たときには対
応に追われ決断もせまられました。大学寮を持っている
がゆえに苦労した点も多くあると思います。その点は、
吉村先生もご苦労されたと思います。率直な今の実感、
今後の寮のあり方はどういう方向に進んでいくのか、正
解はちょっと見えないかとも思いますが、いかがでしょ
うか。
吉村　実はその話、今日の朝のミーティングでも話させ
ていただきました。基本的には今までの寮の形に戻しま
す。このコロナの影響でいろいろありましたけれどもス
ポーツ健康科学部に関しては来年度は正常化ということ
で全員の入寮を許可したい。そのなかで、次は当然万が
一なにか起こったときにどう対応するのか、どれだけ感
染防止の意識を高めて、寮生活をするのかというところ
に注視していくことが肝要だと思っています。そして学
生の協力を仰ぎ、実際の寮生活をどう安全に安心して、
しかも楽しく過ごしてもらうかというところを皆さんで
考えていただきたい。これは来年度の話ですけれども、
そうしていきたいと今は考えております。今まではもし
もクラスターなどが寮内で起こったときは大きな影響が
出てきます。運動部に所属している学生が陽性者になっ
たなら活動が中止になる、公式戦に出られない、という
状況になりますから、とにかく寮内で陽性者を出さない
対応がメインになっていました。ですが来年度からは通
常の寮生活を実施しながら、どうすれば陽性者を出さな
いようにできるか、そのためになにが大事かということ
の教育を徹底していくということ、寮生同士が協力、工
夫をして安全安心の体制をつくることが、重要なのでは
ないかなと今は思います。もちろんどうなるか分かりま
せん。オミクロン株の問題もありますので、また１月に
とんでもない数が出でてきたりする状況があれば、それ
は臨機応変に対応していかなくてはいけないと思います。
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けれども、いまのところではなんとかこのいい順天堂の
大きな特徴である寮生活は、４月から実施したいと考え
ております。
廣瀬　吉村先生と同様、私もコロナ禍で開寮し、学生を
入寮させるととんでもないことが起こる、と覚悟してい
ました。ところが、ひとり一部屋にはしましたけれども、
順天堂の啓心寮に集まってくる学生さんは、考える力と
自制の力を持ってくれていました。若い彼ら彼女らです
から、ときどきは雷を落とすこともありましたけど、先
述の力をもった学生が集ってきてくれている、というこ
とは、これは過去からの高い順天堂の実績と社会的評価
である、と考えています。一人ひとりが考えて行動して、
相手のことも考えて、そんなことが出来る学生さんが集
まっているんだな、と実感しました。
　これは来年度以降の話で、大変に厳しいコロナ状況で
はありますが、順天堂の学生であったら、この２年間よ
りも一歩前に踏み出した形でやらせていただいても、で
きるんじゃないかなと、そんな気持ちになっています。
そして、再来年にはまた医学部の学生にも来ていただい
て、また、一緒にやっていけるような思いはあります。
北村　ちょっといいですか。私は、理事長に、寮をテー
マにして補助金をもらって下さいと言われたことがある
んです。ちょうどいろいろな助成金のなかに、寮をテー
マにできるようなものがあったんです。それに合わせて
資料をつくり提出して、理事長からも「これはいいね」
と言われて、国に出しました。そうしたら、負けちゃっ
たんです。どこに負けたかというと東京理科大です。理
科大は北海道に寮を作っていました。北海道に学生を連
れて行き、そこに一般教育の先生が大勢張り付いて、そ
こで一般教育を教える、そういう形でした。それだけで
あれば別に負ける要素はなかったのですが、なにで負け
たかというと、エビデンスです。北海道に行った学生た
ちが東京の学科に戻ってきて、成績を比較したら北海道

に行った学生たちの伸びが高かった。そういうエビデン
スがあったんです、理科大に。こちらのほうは、「うち
の寮はいいぞ、いいぞ」と言葉で言うだけで数字で証明
できなかった。そこで負けたんですよ。寮は順天堂の売
りになると思うんですが、そのときにエビデンスを蓄積
して、エビデンスでアピールしていくということがかな
り大切だと経験上から思いました。これからの順天堂を
大きくしていく、より優秀な学生を採るための重要な方
策の１つになるのではと今思いました。
廣瀬　貴重なお話、ありがとうございます。
司会　私は同窓会の仕事もしていますが、同窓生から寮
運営がとてもたいへんなことと、学生も努力をしており、
大学側が気合を入れて対応しているのだろうねという話
を耳にします。同窓誌にも「コロナへの取り組み」を特
集として掲載しています。同窓生たちは、今回の入寮、
ひとり一部屋ですけれども、トライしたという点を評価
していると実感しています。内藤先生も寮のことで考え
た部分が多岐にわたってあったと思いますが、今振り返
ってみて、まだ振り返る余裕はないとは思いますけれど
も、ここまででどのような感想をお持ちですか。
内藤　学生だけじゃなく、いろいろなところから、もし
なにかあれば終わりだという雰囲気でしたから頑張れた
のだと思います。学生のなかに寮に入れた学生と入れな
かった学生がいて、そういう面では、かわいそうなんだ
けども、北村先生が言われたようなことで寮の価値を客
観的に評価してエビデンスを手にすることが重要であれ
ば、寮を経験した学生と出来なかった学生の様子を追っ
ていくのも１つのアイデアですね。
吉村　そうですね。
内藤　外に出た学生が不利だとは言いたくないんですが、
寮の良さは維持するように、これからはさらによくして
いくためには、ということでは、いろいろなヒントがあ
るのではと思いますよね。
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司会　寮も女子寮が新しくなりました。女子学生に聞き
ますと、すごく過ごしやすいと言っていました。男子は
私が住んだ頃とまったく変わっていないような状況です
が。（一同　笑）　

■ 学生像の変化

司会　次にさくらのキャンパスに移転してから、現在ま
で学生像の変化についてお聞きします。こういった点が
少し足りないとか、逆にこういったところはすごいなど、
感じたことはありますか。
廣瀬　今の学生に何か足りないとか、そういうことはあ
まり感じていません。過去の啓心寮の学生は元気がよく
て、寮祭などでアピールする部分が多かったのですが、
確かに今の学生はそういう部分に関しては、熱くなる様
子はないのかな、と感じることもあります。ですが、彼
らは彼らなりに非常によく考えていて、言うなれば、肩
の力が抜けたという感じで、割とリラックスしていろい
ろなことにチャレンジしてくれてます。寮関係の先生方
ともコミュニケーションをとりながらやってくれていま
すので、特にそのあたりで心配していません。ただ、ア
スリートたちが、寮から離れたがるきらいはやはりあっ
て、現実問題として、さらなる自分たちの競技力向上を
目指した場合、啓心寮での生活から離れた方が良いとの
考え方があるのかもしれません。どちらが正解かは分か
りませんけれども、ここのところ少しそういう感じは確
かに出てきましたね。寮祭はここ２年は開かれていませ
んが、寮の行事にアスリート学生の参加が少なくなって
きているのは事実です。クラブ関係の教員からそのよう
な指導もあるのかもしれません。
司会　600人ともなると多様な学生層が増えています。
私も今１年生の授業を受け持っていますけれど、入学時
から教員にはならないとか、運動部には入りませんとか。
でもスポーツの仕事に携わりたいという素直にそういう
学生が入っているということがあったりします。あとは
スポーツ系ではないところを志望していても、スポーツ
健康科学部でビジネスのようなものができそうだからと
か、そういう志望者も増えてるなと実感しているところ
です。そういう意味では寮も多様な学生たちが増えてい
ます。順天堂の啓心寮では部屋長という制度がずっと続
いてきたんですが、そこの人選の部分というのは難しく
なると。今も難しい部分がありますと思います。私の頃
は、ちょっと成績悪い子は寮に残って勉強でしたけれど
も。（一同  笑）

司会　医学部だとそのような冗談話もしていました。医
学部は２年間、寮にいられる時代でしたし。スポ健でも

成績悪いからちょっと寮に残って、もう一回１年生の授
業受けたほうがいいという話を学生間でしていた覚えも
あります。特に学則100条〔体育学部時代の学則には2
年次終わりまでに所定の単位を修得しなければ3年次の
学科目を受講することはできない旨の規定が設けられて
いた。〕がありましたから、なんとしてでも２年生で単
位を取らないといけないので、必死になって２年生は勉
強をしていたなというのが印象にあります。廣瀬先生、
いかがでしょうか。
廣瀬　今の啓心寮の上級生たちには、自分たちが楽しか
った、という思いから、１年生にも楽しい思いをさせな
きゃいけない、そんな思いに縛られているようなところ
があるんです。本当はそうでなく、学部長の言葉を借り
れば、自分が成長するために残る、いうことが本来の室
長の在り方だったんですが、「おもてなし」が前面に出
て、振りまわされているところを正しい在り方に戻さな
くてはいけないと考えています。学生自身も過去とは違
った思考をする人も出てきているような感じですので、
室長が自分で自分を追い込んでしまって、メンタル的に
不安定になったり、問題を抱え込んでしまったり。ぜひ
寮監の先生方や校医の先生方とも相談しながら、進めて
いきたいと考えております。

■ 学部・研究科のさらなる発展に向けて

司会　今回のテーマは「学部・研究科のさらなる発展に
向けて」ということで、70周年、50周年を振り返り、
これからの順天堂の姿もこの座談会のなかから活かせる
お話もあったと思います。最後に一言ずつ感想も含めて
お願いしたいと思います。
和氣　大学院とは関係ないのですが、私自身寮の思い出
は強く残っていて、今はコロナの影響で入寮できない学
生もいますので、なんとかしてあげたいという気持ちが
あります。600人に増えたことによる不安はありますが。
体育学部だけではなく医学部の学生とも一緒に過ごした
かけがえのない思い出がたくさんありますし、今でも親
しくしている同級生がたくさんいます。それは寮生活が
あってこそだと思います。コロナの影響で裸まつりも開
催できなくなっていますよね。来年もおそらくできない
でしょうから、３年間ないということになります。その
次もなければ、裸まつりの文化を受け継ぐ機会が失われ
てしまいます。裸まつりを教えることができる学年がい
なくなるわけですから。そうなると、我々 OBが率先し
て教えないといけないかもしれまいですね。やはり良き
伝統は残さなきゃいけないなと。廣瀬先生のおっしゃる
ようによいところは変えていく必要はないと思います。
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司会　北村先生、今日を振り返ってお願いします。裸ま
つりの件じゃなくていいです。どうぞよろしくお願いい
たします。（一堂  笑）

北村　スポーツの根っこはなにかといったら、やはり楽
しむことだと思うんです。寮も「楽しむ寮」。楽しませ
るんじゃなくて。新庄剛志さん〔2022年シーズンから
プロ野球球団の北海道日本ハムファイターズ監督を務め
る〕が言っていたよね、「お客さんを楽しませるんじゃ
なくて、自分が楽しめば、お客さんも楽しんでもらえ
る」と。あるいはスポーツの競技でもレベルや性質が違
うかもしれないけれど、そこでも楽しむということが非
常に重要です。学問でもやはりそこに入り込んでもらう。
学問にのめり込めばのめり込んだほど楽しさが返ってく
る、そういうようなところにいってもらいたい。人間関
係の楽しさだとか、スポーツや研究というものをとおし
て得られるさまざまな楽しみを提供できる、大学、大学
院であってほしいなと思います。以上です。
吉村　私は学生に対して、伸び伸びと、イキイキと学生
生活を送ってほしいと願っています。大学生活っていう
のはほんとうに自分の可能性をもっとも伸ばせる４年間、
６年間だと思ってます。表現がよくないかもしれません
が、親の脛をかじってですね、肩身の狭い思いをして、
自分の意見も堂々と表現しないというのではなくて、失
敗しても、叱られてもいいじゃないですか、もっと伸び
伸びと、イキイキと活動しながら自分の可能性を伸ばし
ていける、そういう啓心寮であってほしいし、順天堂で
の学生生活であってほしいと思っています。そしてそれ
を我々教員がいかにサポートできるかを考えるかが重要
ではないかと思っています。この70年、50年という節
目を機にあらためて先生方にも考えていただきたいし、
私自身もそういう学生が増えるように、ひとりでも増え
るように、最善を尽くしていきたいと思っております。
内藤　大学は学生がいて、教員がいて、もちろんそれに
関わるたくさんの人たちがいて、そこで学生が生き生き
する。学部も学科も大学院生も。そのためには、学生に
教員の背中を見て育てとは言いませんが（笑）、ショボ
い教員の背中見ててもしょうがないですから。あの先生、
すごい研究に打ち込んでるとか、あの先生、すごい熱血
だとか、すごくおもしろい授業をしてくれるとか、大学、
大学院が伸びていくためのキーは、やはり教員の責任は
とても大きいと思います。そういう意味で、まずはキャ
ンパスに働いている教職員すべてがすごい生き生きした
姿を見せていける、そういうなんというか、キャンパス、
学部、大学院、になるように我々もがんばらないといけ
ないと、とあらためて思いました。
廣瀬　他の先生方のような、素晴らしい将来展望なんか
は正直、持ち合わせてはいないのですが……、長くこち

らの大学に勤めさせていただきまして、実は長いこと勤
めさせていただいていると役得もあって、過去の教え子
たちの次の世代、つまり彼らの息子たち、娘たちが入学
してきて、私の授業を受け、クラブで指導を受けてくれ
ています。言うなれば、世代的には「孫世代」になって
いるのですけれど、まあ、孫ですからやはり可愛いので
すよ。ただし、可愛いからこそ、厳しいこともはっきり
と言う、私自身は、ちょっと小言の言える教員であり続
けて、次の順天堂をみていたい、そんな風に感じており
ます。
司会　私自身はさくらキャンパスの一期生です。入試が
習志野で今でも覚えていますが大学には見えない校舎で
入試の面接の際ドアを倒してしまいまして。（一同  笑）

司会　入学時には新しいキャンパスでした。さくらキャ
ンパス一期生という立場でも今日のような座談会に参加
させていただいたということをほんとうに光栄に思って
おります。こういった機会を与えていただき感謝を申し
上げたいと思います。
　実は本日、雨が降っていまして、座談会中に晴れまし
た。実は北村先生がお話されたときに、虹が出ていたん
ですよ。（一同  虹が出たほうを見る）

司会　今日は雨でデッキで撮影できませんねと話してた
んです。ところが、学部発展の話をしている時に、晴れ
間が出てきて、虹が出ました。このキャンパスはなにか
パワーをもっているのかもしれません。小川理事長が初
めてこのキャンパスに来られたときも、大雨だったのに、
理事長が来たら急に晴になって、この３号館っていうの
は、なにか“もってる”場所なのかなと思いました。も
しかしたらここにいらっしゃる先生方が“もってる”の
かもしれません。今回の対談中に虹が出てたというのは、
未来に向けていい座談会ができたのではないかなと、個
人的に思っております。特に北村先生、わざわざお越し
いただきまして、ありがとうございます。（北村先生に一

同礼）

　我々が分からなかった部分、これまでの先生方の取り
組み、改組も含めて我々勉強させていただき、あらため
て我々の目指すべき指針というのをご示唆いただいたと
思っております。またぜひお話を聞かせて下さい。今度
は、カフェテリアで学部長がご馳走していただけるそう
です。
吉村　定食をごちそうします。アルコールなしで。（一

同  笑）

司会　それでは長時間にわたる対談を終えたいと思いま
す。先生方、ありがとうございました。



46 ………… 第1章 習志野からさくらへ 習志野キャンパス

体育学専攻/健康教育学専攻1期生（12名）入学　1952（昭和27）年体育学部初代学部長　東俊郎先生

当時の習志野キャンパス校舎全景 １号館校舎

習志野キャンパス 1951（昭和26）年〜1988（昭和63）年

第1章 習志野からさくらへ

　1947（昭和22）年千葉県習志野市の元騎歩兵学校跡地に学生寮「啓心寮」が開設され、習志野キャンパスは
1951（昭和26）年順天堂大学への改組/体育学部（Ⅰ類・Ⅱ類）の開設（スポーツ健康科学部創設の年）によっ
て始まる。医学知識の豊富な保健体育教諭・体育指導者を養成と心身ともに強靱な人格育成を目的として健康総
合大学として黎明を告げる。1988（昭和63）年「習志野キャンパス」から「さくらキャンパス」に移転となり、
新たな歴史を刻み始める。
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習志野キャンパス正門付近

１号館校舎付近

入学試験風景

啓心寮入寮風景 啓心寮5寮竣工　1974（昭和49）年

本部事務室

入学試験風景
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答辞を読む女子第一期生　1995（平成7）年3月

さくらキャンパス 1988（昭和63）年〜

　順天堂創立150周年記念事業の一環として、1988（昭和63）年に体育学部と医学進学課程を千葉県印旛郡印旛
村（現千葉県印西市）へ移転。1991（平成３）年には、体育学部に初の女子学生（体育学科36名、健康学科20名）
が入学した。

1988（昭和63）年2月に撮影されたさくらキ
ャンパスと平賀学園台。平賀学園台地区は、順
天堂大学さくらキャンパスとのセット開発事業
として整備された。

さくらキャンパスへの移転前から新学部の構想が練られた（左写真）。1993（平成5）年4月に体育学部（体育学部、健康学科）を改組
してスポーツ健康科学部（スポーツ科学科、スポーツマネジメント学科、健康学科）を設置（中央写真）。1997（平成9）年には、スポ
ーツ健康科学部第一期生の卒業に合わせて、大学院体育学研究科をスポーツ健康科学研究科に改称し、2000（平成12）年に博士後期
課程を開設した（右写真）。

中央が日本初となる博士（スポーツ健康科学）の学位を取得した
高橋淳一郎氏　2003（平成15）年
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スポーツ健康科学部の入学定員については、設置当初の280名から、2005年には330名、2017年には
410名、1学科制へと改組した現在では600名まで増加している。教育施設の充実と定員増への対応のため、
2021年には3号館（写真中央）が竣工した。

新講義棟などの
紹介動画

体育学部・スポーツ健康科学部の主な改編

1993年4月 体育学部をスポーツ健康科学部に改組
スポーツ科学科、スポーツマネジメント学科、健康学科を設置

2001年4月

入学定員変更（スポーツ健康科学部定員280人）
スポーツ科学科　120人から140人
スポーツマネジメント学科　80人から70人
健康学科　80人から70人

2005年4月 入学定員変更（スポーツ健康科学部定員330人）
スポーツ科学科　140名から190名

2017年4月

入学定員変更（スポーツ健康科学部定員410人）
スポーツ科学科　190名から250名
スポーツマネジメント学科　70名から80名
健康学科　70名から80名

2021年4月
スポーツ健康科学部を改組、入学定員変更（スポーツ健康科学部定員600人）
スポーツ科学科、スポーツマネジメント学科、健康学科の3学科を廃止し、新たにスポーツ健康
科学科を設置して１学科とする

大学院体育学研究科・スポーツ健康科学研究科の主な改編

1997年4月 体育学研究科をスポーツ健康科学研究科に改称
保健体育学専攻を廃止し、スポーツ健康科学専攻を設置

2000年4月
スポーツ健康科学研究科にスポーツ健康科学専攻博士後期課程（入学定員４人）を設置
スポーツ健康科学専攻の小区分をスポーツ科学、スポーツ社会学（翌2001年にスポーツ社会科学
へ変更）、健康科学の３領域に整理

2010年4月 博士後期課程入学定員を４人から10人へ増員
2016年4月 博士前期課程入学定員を21人から61人へ増員
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スポーツ健康科学部の教育課程

　1991（平成３）年の大学設置基準の大綱化によって高等教育機関の個性化と多様化が求められる中、1993（平
成５）年に設置された本学スポーツ健康科学部では、学習機会の多様化に応えるために編転入学［1997（平成９）
年］や科目等履修生［2001（平成13）年］の制度を設け、また、自己点検・評価による教育課程の不断の見直
しを進めてきた。特に2002（平成14）年と2019（平成31）年に大幅な改正を行い、2021（令和３）年に3学科制
から1学科制へと改組した。2021年に設置したスポーツ健康科学科では、これまでの3学科の教育内容を3分野6
コースに再編成した。学生は初年次にスポーツ健康科学の様々な科目を網羅的に学び、興味関心や進路に合わせ
て2年次に分野を、3年次にコースを選択して学びを深めていく。

第2章 教育課程

スポーツ健康科学科� 授業科目名[単位数]

一
般
教
養
科
目

外
国
語
科
目

必修 Basic English Ⅰ[2]

専
門
科
目

専
門
共
通
科
目

必修 ゼミナール[4]
Basic English Ⅱ[2] 卒業研究[4]

選択必修

Basic English Ⅲ[2]
選択必修

インターンシップ[2]
TOEFL・IELTS [2] グローバルコミュニケーション[2]
フランス語[2] 国際スポーツインターンシップ[2]
中国語[2] 競

技
ス
ポ
ー
ツ 

コ
ー
ス
科
目

コース必修 スポーツコーチング演習[4]

選択 English Presentation[2] スポーツリーダーシップ論[2]
English Reading[2] コース選択必修 セルフコーチング演習[2]*

人
文
・ 

社
会
科
学
科
目

必修 日本国憲法[2] 他コース選択必修科目（*の科目）
文章表現法[2]

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
科
学 

コ
ー
ス
科
目

コース必修 スポーツコーチング演習[4]

選択必修

新しい世界を拓いた人々 [2] スポーツコーチング論Ⅱ[2]
心理学[2]

コース選択必修
スポーツコーチング総合実習[2]*

経済学[2] スポーツ外傷・障害の評価と救急処置実習[2]*
文学[2] 他コース選択必修科目（*の科目）
人間の生き方[2]

選択

スポーツ栄養学演習[2]
自
然
科
学
科
目

必修 情報処理演習[2] スポーツコンディショニング実習[2]

選択必修
データサイエンスのための数学[2] アスレティックトレーニング実習[2]
細胞の生物学[2] アスレティックトレーナー総論[2]
一般化学[2] アスレティックリハビリテーション実習[2]

2021（令和３）年

分野・コース選択のしくみ

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

一般教養科目群・専門基礎科目群を履修

スポーツ科学分野 スポーツ健康・教育分野 マネジメント科学分野

競
技
ス
ポ

ツ
コ

ス

ス
ポ

ツ
コ

チ
ン
グ
科
学
コ

ス

ス
ポ

ツ
医
科
学
コ

ス

ス
ポ

ツ
教
育
コ

ス

健
康
科
学
コ

ス

ス
ポ

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ス

2年次の所属希望分野を選択

3年次以降の所属希望コースを選択
※所属分野に関わらず全てのコースが選択可能

分野・コース選択のしくみ

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

一般教養科目群・専門基礎科目群を履修

スポーツ科学分野 スポーツ健康・教育分野 マネジメント科学分野

競
技
ス
ポ

ツ
コ

ス

ス
ポ

ツ
コ

チ
ン
グ
科
学
コ

ス

ス
ポ

ツ
医
科
学
コ

ス

ス
ポ

ツ
教
育
コ

ス

健
康
科
学
コ

ス

ス
ポ

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ

ス

2年次の所属希望分野を選択

3年次以降の所属希望コースを選択
※所属分野に関わらず全てのコースが選択可能
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基礎の物理[2]
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学 

コ
ー
ス
科
目

コース必修
スポーツの生理学・生化学[2]

統計学[2] スポーツ医科学総合実験実習[2]

専
門
基
礎
科
目

運
動
実
技
科
目

必修 体つくり運動[1] スポーツ医科学基礎演習[2]

選択必修

陸上運動[1]

コース選択必修

スポーツ医科学研究法Ⅰ[2]*
水泳[1] 身体機能学演習[2]*
器械運動[1] 他コース選択必修科目（*の科目）
球技（ゴール型）[1] スポーツ医科学研究法Ⅱ[2]
球技（ネット型）[1]

ス
ポ
ー
ツ
教
育 

コ
ー
ス
科
目

コース必修
スポーツ教育学演習[2]

球技（ベースボール型）[1] 保健体育科教育法Ⅳ[2]
ダンス[1] 教職実践演習（中・高）[2]
武道[1]

コース選択必修
教材開発論演習[2]*

選択 アウトドアスポーツA[1] 学校体育経営管理学[2]*
アウトドアスポーツB[1] 教育課程及び教育方法の理論と実践[2]*

専
門
導
入
科
目

必修

スポーツ健康科学総論[4] 選択 生徒・進路指導論[2]
体育原理[2] 知的障害者指導法[2]
生理学[2] 健

康
科
学
コ
ー
ス
科
目

コース必修
スポーツによる健康サポートの科学[2]

機能解剖学[2] 健康運動指導論[2]
スポーツ指導者に必要な医学的知識[2] 健康運動指導実習[2]
スポーツと栄養[2]

コース選択必修

健康教育学[2]*
スポーツマネジメント総論[2] 健康学実習[2]*
スポーツ社会学[2] 環境衛生学[2]*
特別支援教育論[2] 環境衛生学実習[2]*

専
門
展
開
科
目

専
門
展
開 

共
通
科
目

必修
キャリアデザイン[2] 運動処方演習[2]*
スポーツ心理学[2] 教育相談[2]*
運動生理学[2] 精神保健学[2]*

選択必修
スポーツコーチング論Ⅰ[2] 労働基準法[2]*
衛生・公衆衛生学総論[2]

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

コ
ー
ス
科
目

コース必修
スポーツマネジメントⅠ[2]

生涯スポーツ論[2] スポーツマネジメント演習[2]
ス
ポ
ー
ツ
科
学
分
野
科
目

分野必修

体力トレーニング論[2] スポーツマネジメントⅡ[2]
スポーツ医学総論[2]

コース選択必修

スポーツ文化論[2]*
スポーツの測定評価学[2] スポーツメディア論[2]*
スポーツ外傷・障害学[2] スポーツファイナンス[2]*

選択

発育発達と加齢の科学[2] スポーツ組織マネジメント[2]*
スポーツバイオメカニクス[2]

選択
スポーツボランティア[2]

保健体育科教育法Ⅰ[2] スポーツ施設マネジメント[2]
保健体育科教育法Ⅱ[2] スポーツイベントマネジメント[2]
保健体育科教育法Ⅲ[2]

教
職
関
連
科
目

保
健
体
育
科 

関
連
科
目

教育原理[2]
スポーツ情報科学[2] 教職概論[2]

ス
ポ
ー
ツ
健
康
・ 

教
育
分
野
科
目

分野必修

学校保健学[2] 教育心理学[2]
知的障害者の心理[2] 特別活動の指導法[2]
知的障害者教育課程論[2] 総合的な学習の時間の内容と教育課程の編成[2]
健康学概論[2] 学校経営論[2]

選択

障害者教育総論[2] 道徳の理論及び指導法[2]
リハビリテーション概論[2] 教育実習[自4]
医学概論[2] 事前事後指導[自1]
精神医学[2]

特
別
支
援
学
校
教
諭

関
連
科
目

肢体不自由者の心理・病理・生理[2]

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
学 

分
野
科
目

分野必修

情報社会論[2] 病弱者の心理・生理・病理[2]
経営組織論[2] 障害者の病理と生理[2]
組織開発論[2] 肢体不自由者指導法[2]
スポーツビジネス演習[2] 病弱者指導法[2]

選択
イベント概論[2] 視覚障害者の教育[2]
社会科学の調査研究演習[2] 聴覚障害者の教育[2]
スポーツマーケティング[2] 発達障害と重度・重複障害者の教育[2]

特別支援教育実習（事前事後指導を含む）[自3]
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スポーツ健康科学研究科の教育課程

　1971（昭和46）年に設置した体育学研究科修士課程は、日本の私立大学で初めての体育学の大学院として21
名の入学定員でスタートした。本修士課程の保健・体育学専攻には、体育学、体力学、コーチ学、スポーツ医学、
健康管理学、学校保健学および環境衛生学という７つの学科目が置かれ、学生は専攻する学科目を主科目として、
主科目担当教授の指導の下、主科目から10単位以上、ほかの学科目から20単位以上を修得することが求められた。
　1997（平成９）年には、スポーツ健康科学部の１期生の卒業に合わせて体育学研究科をスポーツ健康科学研究
科に、保健・体育学専攻をスポーツ健康科学専攻に名称変更した。このとき、学科目という呼称を領域に変更し、
スポーツ医科学（スポーツ医学と体力学を統合）、コーチング科学（コーチ学から名称変更）、体育・スポーツ社
会学（体育学から名称変更）、健康科学（健康管理学と環境衛生学を統合）および健康教育学（学校保健学から
名称変更）の５領域に再編した。
　1999（平成11）年、領域の中に分野を設けて、それまでの５領域を６分野に整理するとともに、スポーツ科学
領域（スポーツ医科学分野、コーチング科学分野）、スポーツ社会科学領域（スポーツ社会学分野、スポーツマ
ネジメント学分野）、健康科学領域（健康学分野、健康教育学分野）の３領域のそれぞれに各分野を配置した。
翌2000（平成12）年には、修士課程を博士前期課程に変更して博士後期課程（入学定員４名）を新たに設置。こ
の後期課程では、スポーツ科学、スポーツ社会科学および健康科学の３領域のいずれかを主たる研究領域としな
がらも、他の領域の方法論等を取り込んだスポーツ健康科学研究の深化と総合を企図した教育課程が構想された。
　2003（平成15）年には前期課程の６分野を廃止して３領域のみを残し、2012（平成24）年に領域の呼称を系
に変更（後期課程では３領域の区分を廃止）したが、翌2013（平成25）年のカリキュラムの大幅な見直しに合
わせて前期課程の系の区分についても廃止して現在に至っている。

博士後期課程� 授業科目名[単位数]

2000（平成12）年 2012（平成24）年～現在
領域 授業科目 授業科目

スポーツ健康科学特別講義[2] 特別研究[6]

スポーツ科学

スポーツ科学特別演習[2] スポーツ健康科学特別講義[2]
スポーツ医学特論[2] スポーツ科学特別演習[2]
スポーツ栄養・生化学特論[2] スポーツ医学特論[2]
コーチング科学特論[2] スポーツ栄養・生化学特論[2]
スポーツバイオメカニクス特論[2] コーチング科学特論[2]

スポーツ社会科学

スポーツ社会科学特別演習[2] スポーツバイオメカニクス特論[2]
スポーツ社会学特論[2] スポーツ社会科学特別演習[2]
生涯スポーツマネジメント特論[2] スポーツ社会学特論[2]
スポーツメディア特論[2] 生涯スポーツマネジメント特論[2]

健康科学

健康科学特別演習[2] スポーツメディア特論[2]
環境健康科学特論[2] 健康科学特別演習[2]
精神保健学特論[2] 環境健康科学特論[2]
健康政策特論[2] 精神保健学特論[2]

健康政策特論[2]

第2章 教育課程 スポーツ健康科学研究科の教育課程 …………  53

修士課程・博士前期課程� 授業科目名[単位数]
1997（平成9）年 1999（平成11）年 2013（平成25）年～現在

領域 授業科目 領域 分野 授業科目 科目区分 授業科目

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

スポーツ医学特講[2]

ス
ポ
ー
ツ
科
学

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

スポーツ医学特講[2] 基
礎
科
目

研究論文作成の基礎と展開[2]
スポーツ医学特演[2] スポーツ医学特演[2] スポートロジー序論[2]
スポーツ障害特講（内科）[2] スポーツ生理学特講[2] コーチングとスポーツ組織[2]
スポーツ障害特講（外科）[2] スポーツ生理学特演[2]

ス
ポ
ー
ト
ロ
ジ
ー
科
目 

（
専
門
基
礎
科
目
）

スポーツ医学[2]
体力学特講[2] 生体機能調節論特講[2] スポーツ生理学[2]
体力学特演[2] 運動生化学特講[2] スポーツバイオメカニクス[2]
スポーツ生理学特講[2] スポーツ身体組成学特講[2] スポーツ栄養学[2]
スポーツ生理学特演[2] スポーツ医科学研究法実習[2] アスレチックトレーニング論[2]
生体機能調節論特講[2]

コ
ー
チ
ン
グ
科
学

コーチング科学特講[2] スポーツ統計学[2]
栄養・生化学特講[2] コーチング科学特演[2] スポーツ心理学[2]
スポーツ医科学研究法実習[2] スポーツ心理学特講[2] スポーツ社会学[2]
スポーツ医科学特別研究[4] スポーツ心理学特演[2] スポーツ国際文化論[2]

コ
ー
チ
ン
グ
科
学

コーチング科学特講[2] 体力トレーニング論特講[2] メンタルヘルス[2]
コーチング科学特演Ⅰ[2] スポーツバイオメカニクス特講[2] 環境健康科学[2]
コーチング科学特演Ⅱ[2] コーチング科学研究法実習[2] ヘルスプロモーション論[2]
コーチング科学特演Ⅲ[2] スポーツ科学研究指導[4]

専
門
応
用
科
目

Ａ

測定系スポーツの指導理論と方法[2]
トレーニング方法特講[2]

ス
ポ
ー
ツ
社
会
科
学

ス
ポ
ー
ツ
社
会
学

スポーツ組織開発論特講[2] 表現系スポーツの指導理論と方法[2]
スポーツバイオメカニクス特講[2] スポーツ社会学特演[2] 球技スポーツの指導理論と方法[2]
コーチング科学研究法実習[2] 社会意識論特演[2] 武道スポーツの指導理論と方法[2]
コーチング科学特別研究[4] 生涯スポーツ特演[2] スポーツ運動学[2]

体
育
・ 

ス
ポ
ー
ツ
社
会
学

体育・スポーツ社会学特講[2] スポーツ社会学研究法実習[2] 競技団体プラクティカム[2]
体育・スポーツ社会学特演[2] ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学

スポーツマネジメント論特講[2] コーチングプラクティカム[2]
体育・スポーツ経営学特講[2] スポーツメディア論特講[2] 体育施設プラクティカム[2]
体育・スポーツ経営学特演[2] スポーツイベント論特演[2]

Ｂ

スポーツ組織開発論[2]
体育・スポーツ心理学特講[2] スポーツマネジメント学研究法実習 生涯スポーツ国際比較論[2]
体育・スポーツ心理学特講[2] スポーツ社会科学研究指導[4] スポーツマネジメント論[2]
体育・スポーツ社会学研究法実習[2]

健
康
科
学

健
康
学

生涯健康論特講[2] スポーツ国際イベント論[2]
体育・スポーツ社会学特別研究[4] 生涯健康論特演[2] スポーツ行政プラクティカム[2]

健
康
科
学

生涯健康論特講[2] 精神保健学特演[2] スポーツ産業プラクティカム[2]
精神保健学特演[2] 環境保健学特演[2] 余暇産業プラクティカム[2]
環境保健学特講[2] 健康社会学特講[2]

Ｃ

障害者と特別支援教育[2]
環境保健学特演[2] 健康学研究法実習[2] アダプテッド・スポーツ論[2]
健康社会学特講[2] 健

康
教
育
学

健康教育学特講[2] 健康運動指導論[2]
健康科学研究法実習[2] 心身障害教育論特講[2] 臨床心理学[2]
健康科学特別研究[4] 健康運動指導論特演[2] 保健福祉行政プラクティカム[2]

健
康
教
育
学

学校保健学特講[2] 健康教育学研究法実習[2] 健康産業プラクティカム[2]
学校保健学特演[2] 健康科学研究指導[4] 健康教育プラクティカム[2]
心身障害教育論特講[2] 共通選択科目 スポーツ健康科学総論[2] 保

健
体
育
科 

教
職
科
目

保健体育科授業論[2]
健康教育学特講[2] 情報処理概論[2] 健康教育学[2]
健康運動指導論特演[2] スポーツ教育学[2]
健康教育学研究法実習[2] 学校経営論[2]
健康教育学特別研究[4] 教育技法・教材開発プラクティカム[2]

共通選択科目 情報処理概論[2]

共
通
科
目

スポーツ健康科学英語特別講義[2]
スポートロジー実践英語[2]
スポーツと健康のための疫学[2]
スポートロジーレクチャーシリーズ[2]
スポーツ健康科学プラクティカム[2]
国際交流プラクティカム[2]

専門科目 スポーツ健康科学研究方法論[4]
スポーツ健康科学研究法実習[2]



54 ………… 第3章 研究活動 スポーツ健康医科学研究所

骨密度測定と脊椎骨折分析を組み合わせるこ
とで、より正確な骨折リスクを診断できるX
線骨密度測定装置

筋肉量の定量評価などが可能なMRイメー
ジング装置

スポーツ健康医科学研究所　2006（平成
18）年竣工

学術講演会、所内セミナー、所外(特別招待)セミナー、海外研究者
特別セミナー、国際シンポジウムおよび交流会、スポトロジーセン
ター・スポーツ健康医科学研究所合同研究成果報告会などを定期的
に開催している。

日常生活動作中のエネルギー代謝量を測定することができるヒュー
マンカロリーメーター

様々な温度・湿度環境での運動を再現することができるトレッド
ミル室

スポーツ健康医科学研究所長
2005（平成17）～2021（令和3）年度現在

スポーツ健康医科学研究所

　2005（平成17）年度に「運動に対する心と体の適応：オーダーメイド型運動プログラム作成のための客観マ
ーカー開発（2005（平成17）〜2009（平成21）年度）」をテーマとして文部科学省のハイテク・リサーチ・セン
ター整備事業の対象研究組織に選定され、小川秀興（学校法人順天堂現理事長）を初代所長として設置された。
これまでに、文部科学省の戦略的研究基盤形成支援事業「子どもの健康づくりのためのスポーツ医科学拠点の形
成（2011（平成23）〜2015（平成27）年度）」や私立大学研究ブランディング事業「脳の機能と構造を視る：多
次元イメージングセンター（2016（平成28）年度）」、「スポーツ科学による“Health Creation”：代謝科学研究を基
軸に世界展開するブランディング事業（2017（平成29）年度）」に選定されている。

所長
　小川秀興　2005 ～ 2008
　木南英紀　2009 ～ 2017
　内藤久士　2018 ～
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研究成果報告会

スポーツ健康科学部の科研費採択数　

体育学部紀要 順天堂スポーツ健康科学研究

ワークショップ

研究活動、科学研究費、研究紀要

研究活動
　さくらキャンパスにおける研究の情報交換と人的交流を目的に、ワークショップ（年8回）や学術研究講演会（セ
ミナー）を定期的に開催している。スポーツ健康科学部共同研究は、研究の一層の活性化に資することを目的に
研究助成を行っている。研究成果公表の場として、研究成果報告会を毎年開催している。大学院博士後期課程に
在籍し、スポーツ健康医科学研究所に関係する研究を行っている学生を、教員の指示のもとに研究を補助するリ
サーチ・アシスタント（RA）として積極的に受け入れている。 

科学研究費
　科学研究費（科研費）の採択件数は、2017（平成29）
年度以降増加傾向にある。2021（令和３）年3月文部科
学省発表の中区分別採択件数は、スポーツ科学、体育、
健康科学およびその関連分野において順天堂大学が全
国第2位となった。学部独自で科研費取得のための勉強
会を年2回開催している。大学全体で開催される講習会
とは異なり、スポーツ・健康領域における近年の採択状
況や採択者・審査員経験者からの採択のポイントなどの
情報提供をJURA（順天堂大学リサーチ・アドミニスト
レーション）と協働して組織的に行っている。

研究紀要　
　1958（昭和33）年に「体育学部紀要」を創刊。以降、「順
天堂大学体育学部紀要」、「順天堂大学保健体育紀要」、「順
天堂大学スポーツ健康科学研究」と変遷し現在の「順天堂
スポーツ健康科学研究」に至る。「順天堂大学スポーツ健
康科学研究」第1号から最新号を学術メディアセンター HP
にて公開している。2020（令和２）年から冊子体発行に先
行し、採択論文のWeb早期公開を行っている。 
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「順天堂大学体育学部紀要」に報告された累加測定計画

体格体力運動能力累加測定

　体育学部紀要が創刊された1958（昭和33）年から1961（昭和36）年までの4年間に、初代体育学部長の東俊郎
教授を中心に体育学部生を対象とした身体計測、身体機能、運動能力など68項目におよぶデータを収集し、その
集計結果が1961（昭和36）年に順天堂大学体育学部紀要に報告された。　
　1968（昭和43）年に「順天堂大学体育学部学生の体格体力運動能力累加測定計画（順天堂大学保健体育紀要）」
が発表され、当時の東俊郎学部長を委員長とし、体育学部専任教員によって組織される特別委員会が発足した。
1968（昭和43）年にパイロット・スタディが行われ、1969（昭和44）年に本計画がスタートした。

記録の累加　そしてさくらキャンパスへ
　1969（昭和44）年以降学年暦に組み込まれて累加
測定が毎年実施され、測定結果が組織的に記録保存
されていたが、1980（昭和55）年からはその集計結
果が順天堂大学保健体育紀要に毎年報告されるよう
になった。さくらキャンパスへの移転を控えた1987

（昭和62）年には累加測定集計システムを開発し、
マークシートによるデータ入力が採用され、1987（昭
和62）年以前のデータはこのときに電磁的に記録さ
れ、現在も保管されている。1993（平成５）年に体
育学部を改組し、スポーツ健康科学部が完成を迎え
る1996（平成８）年には、教授会において新累加測
定計画が承認され、測定項目や測定時期の変更が行
われた。
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令和の累加測定
　昭和、平成、令和と三つの元号をまたぎ、途絶えることなく続く累加測定は、2019（令和元）年に50周年を迎
え、学部案内2020でもその歴史を取りあげた。2017（平成29）年と2021（令和３）年の入学定員増を見据え、
累加測定の大幅な見直しを議論している最中、2020年の新型コロナウィルス感染拡大となった。2020（令和２）
年と2021（令和３）年は感染対策を施したうえで、対象学年と測定項目を限定した実施となった。そして、教育
的意義を強調するため、必修科目のスポーツ健康科学総論や担任会と関連付けて累加測定を実施したり、累加測
定を学ぶオンデマンド動画を作成したのもこの時期である。

累加測定の発展とJ-Fit+ Study
　2016（平成28）年からは携帯端末によるデータ入力を採用し、体格・体力の測定に加えて運動・生活習慣等
調査も実施している。2000年代に入り、学生時代の累加測定結果を活用した同窓生研究がいくつか実施された。
2016（平成28）年からはスポーツ健康医科学研究所の研究プロジェクト（Juntendo Fitness Plus Study: J-Fit+ 
Study）として位置づけられたことで研究が加速した。
　2017（平成29）年には過去に実施した同窓生研究の
参加者を対象とした追跡研究が行われ、翌2018（平成
30）年には啓友会に入会している同窓生約1万人を対
象とした調査が行われた。2020（令和２）年にJ-Fit+ 
Studyを題目にした論文が初めて公表され、それ以降
多くの論文が国際誌に発表されている。
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学外実習

スキー実習
　習志野キャンパスの時代より続いている山形蔵王温泉での「スキー実習」。ウィンタースポーツの代表である
スキーを通して、自然の中で運動する醍醐味を味わうとともに安全に配慮する学習（２月中旬４泊５日）を行う。
宿泊は、ゲレンデの中にあるホテル「樹氷の家」であったが、2015（平成27）年火山活動活発化による影響で廃
業となった。

海浜実習
　海洋での水難救助技術、安全管理を学習する実技実習。スポーツ健康科学部の集中実技科目の中では歴史が古
く、伝統の定番科目の一つである。実習の主要プログラムは遠泳で、当日の天候や潮流のコンディション等によ
って実施時間は前後するが、約2時間の遠泳を実施し、リスクを最小限にするシステムや困難を克服する術を学ぶ。
近年は千葉県館山市北条海岸で7月下旬に実施している。

スキー実習中の様子

遠泳の様子

「樹氷の家」で寛ぐ故笠原嘉介先生（左）と中村充先生（右）

遠泳後の集合写真
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語学教育

　1990年代の英語教育は、伝統的な「訳読」式であったが、2002（平成14）年度より会話やスピーチなど実践的
な英語教育へとシフトした。またTOEIC学内受験、海外研修コロラドプログラムも開始された。2013（平成
25）年度にはグローバル人材の育成のさらなる促進を目指し、グローバルに使われているTOEFL（英語圏大学
留学希望者用英語試験）が導入され、1年次に2回の受験で入学以降取り組んだ学修の成果を測っている。1年間
で取得したスコアの上位5名に TOEFL High Score賞、1回目から2回目の試験でスコアの伸びが顕著な学生上位
5名には TOEFL Highly Developed賞が授与され、TOEFL成績優秀者表彰式が行われる。

　スポーツ健康科学部では英語以外に、フランス語、
ドイツ語、中国語も開講され、2021（令和３）年度は
約450人が受講した。左の写真は印西市で開催された
フランス発祥の球技ペタンクの大会で学生達が楽しん
でいる様子。フランス語担当の竹内京子先生と希望す
る学生が毎年参加している。受講生はペタンクを通し
て、フランス語学習にさらに興味を持つことも多い。
素晴らしい投球にはフランス語で「ビヤン！」の掛け
声が飛ぶ。

海外英語研修プログラムが行われたアメリカコロラド大学ボルダー
校の写真。学生は1ヶ月ホームステイをしながら、英語授業やアク
ティビティに参加し、英語力の向上と異文化理解を深めている。

成績優秀者へは賞状と副賞として図書カードが授与される。

2021（令和３）年度入学生から、1年生全員が年２回の受験が必
須となった。2022（令和４）年1月に実施されたTOEFL団体試験
を受験する学生の様子。

小川秀興理事長をお迎えして〔2020（令和２）年度TOEFL成績
優秀者〕
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卒業記念パーティー　2008（平成20）年3月19日

ユニバーシアード競技大会報告会　2019（令和1）年7月25日 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会出場選手への
寄せ書き　2021（令和3）年6月

卒業記念パーティー　2016（平成28）年3月18日

学生部・自治会・順風祭

自治会活動
　自治会の主な活動内容は、自治会総会、順風祭（学園祭）、卒業記念パーティーの開催、運動部・同好会への
助成である。その他にもユニバーシアード競技大会やオリンピック・パラリンピック競技大会の壮行会や報告会
を開催している。

　学生部の組織活動は学生部委員会からなり、交通安全小委員会、食堂運営小委員会、学生生活実態調査小委員
会、定員増対策小委員会に分かれ活動を行なっている。また、安全衛生管理室、学生相談室、啓心寮、スポーツ
推進支援センター運営委員会などの機関や委員会と連携し、情報共有しながら学生生活全般における相談・支援
サポート体制を整えている。

　自治会主催の卒業記念パーティーは4年生の自治会役員が司会となり、ベストチューター賞、TOEFL　High 
Score賞、スポーツ賞副賞の授与、定年退職教員への花束贈呈などを行う。特別企画として、4年生の自治会役員
が制作した4年間の思い出の詰まった動画を鑑賞し、最後に校歌を全員で合唱して閉会となる。
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順風祭ゼミナールポスター発表　2003（平成15）年11月1日

SASUKE　2013（平成25）年11月2日

スラックライン　2017（平成29）年11月3日

順風祭ダンス部公演　2013（平成25）年11月3日

フレンドパーク　2016（平成28）年10月29日

ボルダリング　2015（平成27）年11月1日

順風祭
　順風祭（学園祭）の中では、ゼミナール活動で学んだことを口頭とポスターで発表をしている。また、何カ月
も前から準備し、質の高いダンスパフォーマンスを繰り広げるダンス部の公演は圧巻で、毎年楽しみにしている
方々が大勢いる。オープンキャンパスと同時開催になった時は、多くの高校生がゼミナール発表会、ダンス部公
演を参観している。

　順風祭（学園祭）では、「泰然の庭」を会場にし、様々なイベントを実施した。フリーマーケット、
SASUKE、スラックラインスペース、パラスポーツ体験会、フレンドパーク、ボルダリング、迷路など、地域住
民も参加して行なわれた。その他にも武井 壮氏講演会、ソフトボール大会なども実施された。
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学生寮

「啓心寮」（さくらキャンパス）「啓心寮」（習志野キャンパス）

新女子寮（9階建て）
奥：西寮A棟　2017（平成29）年竣工
手前：西寮B棟　2021（令和3）年竣工

西寮A棟居室（二人部屋）

啓心寮50周年植樹　石井昌三理事長（左）　1997（平
成9）年6月7日

　本学、建学の趣旨には「寮生活は自治的生活を体得する好機であります。最高の社会人たらんには、社会に出
る前に、自由に振る舞ってしかも他人に迷惑を及ぼさぬ社会的訓練を先ず充分に受けねばなりません。」（順天堂
史下巻」平成５年より抜粋）とある。この精神は時代を越えて、啓心寮の精神的支柱として伝統をつむぎ、多く
の卒業生の心に息づいている。

　1991（平成３）年度体育学部の共学化にともない、体育学部・
医学部の女子寮の整備が行われた。1997（平成９）年度には
啓心寮開寮50周年式典が挙行され、記念植樹が石井昌三氏（当
時理事長）によって行われた。2017（平成29）年度に1学年
410名の定員増にともない新女子寮（西寮A棟竣工）、2021（令
和３）年度には1学年600名の定員増にともない新女子寮（西
寮B棟竣工）の整備が行われた。
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啓心寮（建設中）　1987（昭和62）年

看護学生と合同ハイキング　1989（平成元）年

寮祭「御神輿」　1994（平成6）年

寮務室当番　1988（昭和63）年

寮祭の笑運動会　1993（平成5）年

大坪寮母と女子学生　1995（平成7）年
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寮祭「裸祭り」　1998（平成10）年

ゴミゼロ運動　2004（平成16）年

入寮式　2014（平成26）年

「オリロー」を使用した避難訓練　2000（平成12）年

寮祭「部屋ダンス」　2007（平成19）年

退寮式　2016（平成28）年
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運動部指導者会

　運動部指導者総会は年２回開催され、運動部助成金、最優秀スポーツ賞、体育施設管理者などを決定している。
2月には運動部指導者会慰労懇親会が開催され、１年間の運動部の結果を報告し、指導者の労をねぎらい、定年
退職者の送別を行ってきた。
　また、運動部運営委員会が毎月開催され、助成金配分、入試関連、施設管理、広報戦略、学修支援、入学前教
育プログラム、リーダーシップ研修会などを検討してきた。そして、物心両面で運動部を支えてきた。その甲斐
あって、陸上競技部、体操競技部、蹴球部、バレーボール部、スカッシュ部、フットサル部など、多くのクラブ
が全国大会等で優勝を果たした。
　2018（平成30）年度には、スポーツ支援センターを開設、2019（平成31）年3月にUNIVAS（大学スポーツ協会）
に加入、2021（令和３）年度よりスポーツ推進支援センターが本格稼働を開始した。

運動部指導者会慰労懇親会　2015（平成27）年 第46回世界体操競技選手権大会団体優勝&第69回全日本学生体操
競技選手権大会団体優勝を祝う会　2016（平成28）年1月30日

運動部指導者会慰労懇親会　2010（平成22）年1969（昭和44）年全日本インカレ＆関東インカレ「初優勝」を
皮切りに多くの祝賀会が開催された陸上競技部
関東・日本インカレ総合優勝祝賀会　2006（平成18）年2月3日
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生涯学習事業では生涯学習公開講座（酒々井町・印西市教育委員
会）、なわとび教室（浦安市総合体育館）、介護・寝たきりを予防
するための運動と栄養（白井市）を実施している。

地域貢献の取組は連携自治体に限らない。写真は、足立区の小学
生を対象にしたスポーツ科学体験会　2019（令和元）年

社会連携
　さくらキャンパスでは、印旛村（現印西市）および酒々井町と連携して、親子を対象に「スポーツへのいざな
い」をテーマとした「順天堂大学生涯学習公開講座」を2006（平成18）年から開始した（2020（令和２）年のみ
中止）。2013（平成25）年に社会連携推進室と各キャンパスの分室が設置されてからは、全学的な取り組みの中
で連携自治体が増加。さくらキャンパス分室では、スポーツと健康に関する研究成果を地域住民に提供する公開
講座やスポーツ科学体験会のほか、教員と学生ボランティアによるスポーツ教室を開催するなど、地域のスポー
ツ振興と健康増進に向けた取組を推進している。
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2021（令和３）年度時点の組織体制の図
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張世響先生を団長とする大学院生13名が本学で短期研修を行った。　2017（平
成29）年

さくらキャンパスでは、日本や近隣諸国で行われる国際大会前などに、各国の代表選手にスポーツ施設を提供している。海外
選手との交流や競技会のイベントは、学生教育の場にもなっている。2015（平成27）年に開催した陸上競技会「Juntendo 
International 2015」は、スポーツ健康科学部と国際教養学部の学生が中心となって運営された。

スポーツ健康科学部は中国北京体育大学と国際交
流協定を締結した。澤木啓祐学部長（左）と池建
北京体育大学副学長（右）　2008（平成20）年

2016（平成28）年、東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会に向けた日本のスポーツ国際貢献事業「SPORT 
FOR TOMORROW」のコンソーシアムに加入。海外選手の受
け入れなどを行った。ニュージーランドのTomas Walsh選手

（左写真、後列右から3番目）、香港理工大学スカッシュチーム
との交流（上）。　2017（平成29）年

国際交流

　さくらキャンパスでは、2004（平成16）年から国際的なシンポジウムや研究交流会が組織的に行われるように
なった。また、北京体育大学（中国）との交流協定の締結以来、諸外国の連携機関を増加させ、国際的な教員の
交流、学生の研修・実習の受入などの学術交流を推進してきた。
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就職支援

就職支援の状況
　女子学生初年度の1991（平成３）年には3年生、4年生併せて年6回であった就職支援講座・説明会は、定員が
330人となった2005（平成17）年には37講座延べ75日、コロナ禍直前の2019（令和元）年には58講座のべ120日
超にまで拡大。
　企業との交流を活性化させるべく、1997（平成９）年より東京プリンスホテルにて企業との就職懇談会（2004

（平成16）年まで続く）を開始。続いて2000年からは学内の体育館を開催場所とする学内業界セミナーの開催も
スタートさせた。就職環境の変化から2010（平成22）年からは個社別の学内企業説明会に形を変え、更に2020（令
和２）年度からは、コロナ禍を考慮し、その他の就職支援講座も含め一斉にリモートによるオンライン講座にシ
フトさせながら質の高い情報提供を続けている。

希望進路の変遷
　キャンパス移転時の1988（昭和63）年度卒業生145名の進路は42%が教員で、企業の43.4％と同等の割合であ
ったが、マネジメント学科の第1期生卒業時の1996（平成８）年度には企業の比率が48.6%に高まり教員は14.3％
まで低下。AO入試他入試制度の多様化に伴い幅広い人材が集まるようになり、2006年度以降教員希望者が再び
増加に転じて2012（平成24）年度には33.8％と3分の1を占めるまでになった。しかしながら少子高齢化の進展に
伴う教員採用試験の難度の高まり、堅調な企業の大卒求人倍率推移から2013（平成25）年度以降は企業就職志望
者の増加傾向が顕著。2020（令和２）年度の進路の内訳は教員が20.3%に対し、企業は55.7％となった。

〈希望進路内訳の変遷〉

就職懇談会（懇親会）　2000（平成12）年11月 就職懇談会（記念講演）　2000（平成12）年11月
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　企業就職志望者の内定獲得率は、2008年度以降文部科学省発表の全国平均を上回り、2015年度より5年の間100
％を維持。内定企業先の業種についても、従来多く見られたサービス業やミズノ、デサント等のスポーツ関連企
業に加え、いまでは電通（広告）、三井住友銀行（金融）、グラクソ・スミスクライン（外資系・製薬）など、業
界を代表する企業にコンスタントに卒業生を輩出しており、幅広い職業分野で大勢の卒業生が活躍している。

学内業界研究セミナー　2002（平成14）年1月

2021（令和3）年3月竣工の3号館就職課・進路相談室

企業就職内定者率の推移

前期特別合同ゼミナール　2011（平成23）年5月

コロナ禍での就職相談風景
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教職支援

「教職の順天堂」・・・・進路相談室でのグループ学習
　学校現場で活躍できる人材として学習指導や生徒指導の基本的な指導力を身に付け、心豊かで自ら主体的に判
断し、行動できる児童・生徒の育成に関わっていける教員養成を目的に、2014（平成26）年度よりJKB48（順天
堂大学・教員採用試験・勉強会）を立ち上げ、学生が主体的に学習会に臨めるようにした結果、現役合格者の増
加へとつながった。
　しかし、2020（令和２）年度、2021（令和３）年度はコロナ禍により、グループ学習の取り組みを継続できな
い事態となり、急遽、リモート学習に切り替え対応した。

グループ学習会（1号館1階相談室）

令和元年度 二次対策研修会（啓友会館2階） 令和3年度 二次対策研修会（3号館6階）

コロナ禍によるリモート学習会

「教員採用試験への対策」・・教員採用二次対策研修会（５日間）
　本学では校種別のグループ学習会、進路相談室主催の教員採用試験対策講座、OB、OGを招いての二次対策研
修会、教員志望学生を対象に１年時からの、フォローアップ（インセンティブプログラム）を継続するとともに、
現役教員（卒業生）からの学校現場での仕事ぶりや教職の魅力について講演会などを実施し、さらなる教職への
意識向上と魅力の発信に努めている。
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進路相談室

　教員志望者を支援する組織として2004（平成16）年9月より就職課内に進路相談室を新たに設置。最初は1名か
らスタートしたが、2015（平成27）年4月より定員を3名に拡大し、中学・高校保健体育および養護教諭、特別支
援学校、小学校それぞれ校種別に志望者を指導する体制を整えた。

　進路相談室では、教員志望者に向けた各種の採用試験対策講座・セミナーの計画、立案から運営までを年間を
通して休みなく行うと共に、個々の学生に対する進路相談、試験対策の個別指導まで、学生に寄り添った就職支
援を、時間を惜しんで実施している。

2010（平成22）年にスタートした8月の教採2次試験対
策集中講座（令和3年はコロナ禍で中止）は、現役教
員であるたくさんのOB、OGにもお手伝いいただいて
いる他大学では見られない試みであり、学生たちの大
きな自信に繋がり、参加者の中から毎年延べ40～50名
の大勢の合格者を輩出している。

教員採用試験合格者推移　2008（平成20）～2021（令和３）年度

教員採用二次試験対策集中講座を終えて、いざ出陣
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学生募集

学部入試制度の変遷
　さくらキャンパス移転時の入学試験は、スポーツ推薦、一般推薦および一般入試のシンプルな枠組みであった。
この枠組みは2005（平成17）年度入試まで続いたが、2005（平成17）年度に学部定員を280名から330名に増員
して以降、より多彩な人材を求めて様々な入試制度が導入された。

学生募集活動
　入試制度の改革と並行して、より多くの学生に順天堂大学を知ってもらうために、高等学校での模擬授業や学
校説明会、様々な会場での進学相談会の他、学部案内の充実、オープンキャンパスの拡大、ホームページ・SNS
等のデジタル媒体の活性化など様々な学生募集活動に取り組んだ。

学部案内（パンフレット）
　学部案内（パンフレット）は、さくらキャンパスへ移転した1988（昭和63）年以降も暫くは大学共通の学部案
内を使用しており、スポーツ健康科学部単体の学部案内が本格的にスタートしたのは2004（平成16）年版からで
あった。しかしながら、その間にも1990年には翌年4月からの女子学生の入学に先立ち女子学生募集チラシを、
1993（平成５）年4月の学部名変更（体育学部からスポーツ健康科学部へ）に際しては12ページのリーフレット
を用意するなどの工夫がなされている。なお、女子学生募集チラシは、学部内に女子学生がいないことから、さ
くらキャンパスで寮生活をしていた医学部の女子学生の協力を得て作成されたものである。

〈総受験者数推移（単位／年度、名）〉

入試年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

学部定員 280 330 330 330 330 330 330 330 330 330 330 330 330 410 410 410 410 600

総受験者数 3,274 3,225 2,885 2,855 2,448 2,142 2,147 3,058 3,242 4,226 3,553 3,594 3,936 4,148 4,851 4,623 4,077 3,410

1988（昭和63）年度版　 1991（平成3）年度女子学生募集チラシ
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　2004（平成16）年に作成された初めての学部単体の学部案内は、学部・学科紹介やキャンパス・部活紹介など
が掲載された44ページの冊子であったが、2016年にはスポーツ健康科学部を象徴する特設ページや活躍する
OB、OG、寮生活の魅力等が盛り込まれた計68ページの冊子となった。
　時代の変化とともに、デジタル化が進み、学部案内（パンフレット）は、学部のことを良く知ってもらうため
に欠かせぬ紙媒体であり、現在はホームページの充実と一体で運用している。

時代とともに変化するパンフレット表紙

オープンキャンパス
　進学相談会等の会場での「オープンキャンパスはやっていないんですか？」の多くの声をきっかけに学内での
検討が始まり、1998（平成10）年9月26日に初の学内オープンキャンパスが開催された。プログラムは大学の概要、
学部・学科紹介、入試説明、個別相談および施設見学とほぼ現在と変わらぬ内容でスタートした。初回の参加者
は生徒数148人および保護者約50人であった。翌1999（平成11）年には6月と9月の年２回となり、以降は概ね年
2回の頻度で継続して開催した。センター試験利用方式の導入と足並みを揃え、2011（平成23）年度よりオープ
ンキャンパスを質、量とも充実させ、以降、大手予備校との共同開催や新潟や名古屋で開催の学外のスポーツイ
ベント、保護者懇談会とのタイアップ、本学卒業生の先生方の協力を得て開催した宮城県でのスポーツクリニッ
クなど趣向を凝らしたイベントを各地で開催した。ピーク時には、1回の開催で1,000人以上、年10回の開催で
6,000人を超えるの高校生や保護者の方々、関係者の方々に順天堂大学をより深く知ってもらうことができ、出
願者数の増加に繋がっている。

2005（平成17）年版

2014（平成26）年度版

2007（平成19）年度版

2017（平成27）年度版

2010（平成22）年度版

2020（令和2）年度版

2013（平成25）年度版

2022（令和4）年度版
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広報活動のデジタル化（ホームページ、SNS、Zoomの活用）
　1999（平成11）年4月に、主に学生募集目的で学部ホームページを開設。その後、IT技術の進化とともにリニ
ューアルとバージョンアップを重ねてきた。SNSの普及に伴い、さらにFaceBook、LINE、Twitter、Instagramと
も連携を図りつつ、紙媒体をデジタル媒体と融合させながら幅広い世代に情報が届くよう常に新たな広報手段を
取り入れてきた。
　2020（令和２）年度に入ってからは、コロナ禍の影響で、対面でのオープンキャンパスの自粛を余儀なくされ
たが、代わってホームページを通じての動画配信や、WEB上での新たなコミュニケーション手段であるZoomを
活用したオンラインオープンキャンパスを素早く展開した。遠隔地からの参加が容易になったことに加え、新た
に登用した多くの学生広報サポーターを通じ大学の雰囲気が良く知れたと参加者の好評を得ている。

オープンキャンパスの様子　2008（平成20）年

キャンパスツアー　2015（平成27）年

学部・学科紹介／第2体育館　2008（平成20）年

個別相談会　2015（平成27）年
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2021年5月に初めてオンラインオープ
ンキャンパスを開催

学生サポーターの皆さん　2021（令和3）年6月

学部入試制度の導入経過
2006（平成18）年度
・AO入試（定員15名）を新規導入。
2009（平成21）年度
・AO入試（アスリート選抜）（定員10名）および推薦入試（特定校群）（定員10名）新規導入。
2011（平成23）年度
・�センター試験（現在の大学共通テスト）の結果を利用するセンター利用方式（定員20名）を新規導入。それ

まで減少傾向にあった受験者数が以降3,000人の大台で推移。
2017（平成29）年度
・一般入試（英語外部試験利用方式）（定員5名）を新規導入。
・学部定員を410名に増員。受験者総数は4,148人となり初めて4,000人の大台に。
2018（平成30）年度
・一般入試（高得点2科目方式）（定員30名）およびセンター利用方式（後期）（定員5名）を新規導入。
・受験者総数4,851人は過去最高。
2020（令和２）年度
・一般入試（競技型1科目方式）（定員5名）新規導入。
2021（令和３）年度
・�AO入試が総合型選抜入試へ、推薦入試が学校推薦型選抜入試へ、一般入試が一般選抜入試へと刷新なり、

新たに学校推薦型（SSH（スーパーサイエンスハイスクール）特別推薦方式）(定員5名)を導入。
・コロナ禍での受験のため、PCを利用したWEB面接を初めて実施。
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スポーツ健康医科学推進機構

スポーツ健康医科学推進機構
機構長・副機構長

2021（令和3）年6月に行われた設立記者発表（左から北出真
理副機構長、新井一学長・機構アドバイザー、鈴木大地機構長、
和氣秀文副機構長）。

スポーツ健康科学部では、千葉ロッテマリーンズの選手に対して体力測定などのサポートを行ってきた（上左右写真、2020（令和2）
年1月）。JASMSが取り組む様々なプロジェクトの一つであるプロスポーツ支援プロジェクトでは、スポーツ健康科学部をはじめ学内組
織のネットワークを活用・強化し、プロスポーツ選手のトレーニングとコンディショニングのサポートを行っているが、千葉ロッテマリ
ーンズとのプロジェクトにおいても現在、JASMSがチームとの渉外を主導している。

2021（令和3）年12月には株式会社読売巨人軍と選手のコンデ
ィショニングに関する学術指導契約を締結した（左から小林弘幸
教授、鈴木大地機構長、読売巨人軍の会田有志トレーニング統括、
大竹寛トレーニング統括補佐）。

5つのミッション「研究」「診療・予防医学」「教育・支援」「スポーツ振興」「産学連携」

機構長
　鈴木大地　2021 ～ 
副機構長
　北出真理　2021 ～ 
　和氣秀文　2021 ～

第9章 附属施設・機関・組織

　初代スポーツ庁長官を務めた鈴木大地を機構長として、2021（令和３）年4月にスポーツ健康医科学推進機構
（JASMS:Juntendo Administration for Sports, Health and Medical Sciences）が発足した。Health Promotion、Next 
Generation、Community およびHigh Performanceという4つのテーマを掲げ、スポーツと医学の研究成果を社会課
題の解決に結びつける組織として、産学連携や社会連携による取組を推進している。
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女性スポーツ研究センター

女性スポーツ研究センターの設立を発表する小笠原悦子センター長（右）、鯉川なつえ
副センター長（中央）、北出真理副センター長（左）　2014（平成26）年9月1日

2015（平成27）年からは、女性コーチアカデミー（2018（平成30）
年から女性リーダー・コーチアカデミーに改称）を開催し、スポーツ分
野でのトップコーチやリーダーを目指す女性のために、女性スポーツ研
究センターの研究成果に基づいた研修を行っている。これまでに7期、
約210人の修了生を輩出した。写真は2015（平成27）年の修了生。

2012（平成24）年からコンディショニングや健康管理のツールとして「女性アスリートダイア
リー」を発行、10年目となる2021（令和3）年版からは、大修館書店より一般発売が開始された。
また、2021（令和3）年4月から中学校、2022年4月から高等学校保健体育のデジタル教科書と
して採用されている学習サポートツール「女性アスリートのためのe-learning（2016（平成
28）年制作、2021（令和3）年改訂）」のほか、「PPE for female athletes; 女性アスリートの
運動参加前健康評価」（2021（令和3）年）」などを開発し、多くの女性に活用されるよう研究成
果の発信に取組んでいる。

センターのロゴマーク。中央を走る曲線は
基礎体温から着想を得たもの。アスリート
として高みを目指す女性の顔、また、ベス
トパフォーマンス後の女性アスリートの歓
喜の瞬間を表している。

「チーム『ニッポン』マルチサポート事業（女性アスリート
戦略的強化支援方策）の成果をまとめた「女性アスリート
戦略的強化支援方策レポート」では、エビデンスを示し、「身
体・生理的」、「心理・社会的」、「組織・環境的」な課題を
解決しながら、包括的な女性アスリートへの支援体制を確
立していくことが重要だと提言した。�2013（平成25）年

女性スポーツ研究センター
センター長・副センター長

センター長
　小笠原悦子　2014～

副センター長
　鯉川なつえ　2014～
　北出　真理　2014～
　平澤　恵理　2018～

　2011（平成23）年に文部科学省委託事業「チーム『ニッポン』マルチサポート事業」の女性アスリート戦略的
強化支援方策の調査研究を受託（代表：小笠原悦子）し、女性スポーツの研究が加速した。2014（平成26）年に
は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の採択を受けて女性スポーツ研究センター（Japanese 
Center for Research on Women in Sport）が設立され、女性アスリートの支援方策など女性スポーツに関わる社会
的課題の解決に向けた研究体制を整えた。
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学術メディアセンター

　2016（平成28）年に「図書館分館」から「さくらキャンパス学術メディアセンター」に改称した。
　独立した3階建ての建物で、2階の入り口は1号館・2号館と渡り廊下でつながっている。体育・スポーツ・健康
分野を中心に、教育学や医学一般など様々な分野の資料を所蔵している。

　2014（平成26）年に2階・3階の一部を改装した。2階は書架をすべて変更し、小説などの読み物や雑誌・新聞
を配架。ラーニング・コモンズスペースを新たに設け、中央には円形の書架とベンチを設置した。

改装後の2階

学術メディアセンター外観

1階…書庫・グループルーム 2階…カウンター・閲覧席・検索コーナー 3階…閲覧席

2階カウンター

改装前の2階

グループルーム

書　庫
事務室

検索コーナー

新着雑誌

カウンター
♂ WC

新着雑誌
新聞

出 

入 

口

（
自
動
扉
）

開架書架

開架書架

個人ブース

♀ WC
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所蔵資料について　
　習志野キャンパスからさくらキャンパスへ移転した当初の蔵書数は約8万冊、2020（令和２）年現在は約11万
冊である。所蔵する資料の電子化が進み、紙媒体の雑誌の年間受入数は、2002（平成14）年に1017タイトル（洋
雑誌229を含む）であったが、2020（令和２）年には565タイトル（洋雑誌31を含む）と半減した。電子ジャー
ナルは2000年頃から購読を始めた。タイトル別に購読契約する以外に専門分野のパッケージでの購読契約をして
おり、2020（令和２）年現在は約4万タイトルを利用することができる。殆どの電子資料や文献検索のデータベ
ースは、来館しなくとも自宅等から閲覧・利用することが可能である。

野口記念文庫
　1967（昭和42）年４月に、野口源三郎教授の所蔵資料をご遺族からご寄贈いただき、野口記念文庫として受
入登録した。教育学・スポーツ・体育学・体育理論などを中心とした貴重な資料である。

野口源三郎（1888-1967）
　東京高等師範学校（東京教育大学の前身・現筑波大学）卒業。日本
体育界の有数の指導者。東京教育大学教授・体育学部長、埼玉大学教
育学部長を歴任。体育学部開設に際し、有山登学長の相談相手となり、
学部設立に尽力した。体育学部開設時は埼玉大学との兼任教授であり、
1957年（昭和32）から専任教授となった。
　・�1920年（大正9）第7回国際オリンピック大会（アントワープ）に 

十種競技選手及び主将として参加。 
　・�1924年（大正13）第8回国際オリンピック大会（パリ）に日本代表

選手団監督として参加。
　・1960年（昭和35）「紫綬褒章」を受章
　・1964年（昭和39）「勲三等瑞宝章」を受章
　・1967年（昭和42）「従三位」に叙される

検索コーナー。文献検索のデータベースや電子資料を利用
することができる。

書蔵資料

ラーニング・コモンズスペース。可動式の机や椅子、ホワイトボードがあ
り自由に組み合わせて、個人学習や少人数でのディスカッションができる。



80 ………… 第9章 附属施設・機関・組織 さくらキャンパス安全衛生管理室

さくらキャンパス安全衛生管理室

　1988（昭和63）年に体育学部が習志野キャンパスからさくらキャンパスに移転し、健康管理室は1号館1階（1102
室）、休養室（1103室）に設置された。2017（平成29）年5月1日「学校法人順天堂安全衛生管理規程」制定に伴
い「学校法人順天堂健康管理規程」は廃止され、安全衛生管理センター及び各地区安全衛生管理室が発足、さく
らキャンパス健康管理室は「さくらキャンパス安全衛生管理室」と名称が変更された。

　安全衛生管理室には看護師が常駐し、内科、精神科、整形外科の校医がさくらキャンパス学生教職員の健康管
理を担当している。安全衛生管理室の利用者数は年間3,000件～4,000件である。
　主に健康診断、病気や怪我の応急処置、心身の健康相談、ワクチン接種、感染症対策、安全衛生管理、学外実
習や各種行事における救護活動など様々な業務を担っている。

　定期健康診断（春・秋）は第1・2号館の教室を利用し健康学科の実習を兼ねて実施していたが、2015（平成
27）年より会場を第１体育館に移し年1回春のみ実施となった。2015（平成27）年以降の受検率はほぼ100％で
ある。2020（令和２）年法人統一の健診システム（HM-neo）導入に伴い、データ管理の一元化、WEB問診、
UPI調査、ストレスチェック、健診結果の閲覧が可能になった。

安全衛生管理室入口 安全衛生管理室内 2018（平成30）年スポーツクリニック開設

春季健康診断　（第2コスモホール）風景 健康診断受付の様子（第1体育館入口）
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　2018（平成30）年10月 順天堂醫院との連携が強化され、受診･精査･術前術後相談など安全衛生管理室で専門
医のクリニック（医事相談）を受けることができるようになった。スポーツクリニックでは校医および附属病
院の専門医がスポーツ外傷後の診療を一貫して実施・管理することが可能となり、2019（平成31）年4月に運用
を開始したAthletic Training Room（通称：ATR）と連携し、診断後または術後リハビリテーションなど早期の競
技復帰に向けたサポートを行っている。

UNIVAS AWRDS2019-20
安全確保に関する優秀取組賞

「優秀賞」受賞

心臓超音波検査（循環器校医）　
　学部1年生の心電図検査を実施し、有所見者に対して心臓超音波
検査やHolter心電図など継続したフォローアップを行っている。

メンタルヘルス相談（精神科校医）
　UPI調査、精神保健調査、ストレスチェックを実施し、メンタル
ヘルス不調者に対して精神科校医によるサポートを行っている。

AED講習会　2020（令和2）年2月
　2005年AEDをキャンパス内8か所に配置、2022（令和4）年
には16台まで増設。AED講習会を開催している。

スポーツクリニック（整形外科校医）
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アスレティックトレーニングルーム

アスレティックトレーナーの教育の場としての実習スペース（左写真）や温冷交代浴が可能な渦流浴室（右写真）を備えている。

アスレティックトレーニングルーム外観

アスレティックトレーニングルームで
の学生アスリートに対する支援の取組
は、2020（令和2）年度の一般社団
法人大学スポーツ協会「安全確保に関
する優秀取組賞」を受賞した。

学生アスリートのサポートに取り組む宮森隆行講師（理学療法士、日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、左写真）と門屋悠
香助教（日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー、右写真）。

　アスレティックトレーニングルームは、2017（平成29）年に竣工したOGAWA GYMNASTICS ARENA内に開
室された。アスレティックトレーナー、医師、理学療法士が連携して学生のリハビリテーションとコンディショ
ニングを支援している。
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啓友会

　1995（平成７）年、体育学部同窓会は「体育学部同窓会・スポーツ健康科学部同窓会」と呼称していたが「啓
友会」へ改称した。このころの会員数は4,600名ほどであった。2021年3月現在の同窓会員数は13,457名となり、
内さくらキャンパスの卒業生は9,918名となっている。

　2013（平成25年）年8月に念願だった啓友会館（写真左）が建設された。２階（79.17㎡）はコモンスペース、
資料室があり、各種会議、ゼミ発表、クラブのミーティング等々に幅広く活用されている。１階（194.07㎡）は
同窓会事務室、売店、ホール、倉庫となっており、売店では啓友会が作成した順天堂大学オリジナル商品が販売
され、人気商品となっている。啓友会館は卒業生、学生、教職員等が気軽に立ち寄れ交流を深めることができる
拠点となっている。

　啓友会主催の「卒後研修会」は、1968年大学主催により体育学部卒業生研修会として始まった。そして毎年体
育教師に向けての研修会として全国各地で開催してきた。2010（平成22）年、誰でも参加できる研修会として、
第33回卒後研修会が高知県支部で開催され、以降隔年で行うことになった。第37回山形大会からは、懇親会を順
天堂大学同窓会懇親会として、3学部同窓会の会員が参加して開催された。

啓友会館　

第33回卒後研修会（高知大会）　2010（平成22）年

旧啓友会館売店（学生会館2階）

第37回卒後研修会（山形大会）　2018（平成30）年

第10章 同窓会
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さくら会・桜順会

　保護者会は1978（昭和53）年に発足し、現在「さくら会」という名称で活動している。主な活動は、入学式後
の総会・新入生保護者歓迎会、大学と共催の保護者懇談会、部活動に関する助成、朝食摂取の推進、会報の発行、
修学援助制度の運営、オープンキャンパス等での説明などである。各学年5名の役員を選出し、20名での活動と
なっている。役員会は総会や保護者懇談会を含めると年6回集合し、会の運営に当たっている。

　卒業生の保護者の会、いわゆる後援会は1998（平成10）年に発足し、現在「桜順会」という名称で活動してい
る。主な活動は総会の開催、スポーツ健康科学部の教員による特別講演の開催、会員に順大スポーツ新聞の発送、
学生の活動助成としてベストサポート賞・ボランティア賞の表彰、ゴルフコンペなどの会員相互の親睦活動など
である。有志からなる6名程度の役員で、年に数回集合し、会の運営に当たっている。

さくら会と大学共催の保護者懇談会　2013（平成25）年9月8日

桜順会総会　2016（平成28）年7月4日

オープンキャンパスで説明するさくら会役員　2017（平成29）年
8月14日

桜順会賞の表彰　2019（平成31）年3月7日

第11章 保護者会・後援会
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スポーツ健康科学部の教育課程の変遷

1993（平成5）年 2002（平成14）年 2019（平成31）年
総合講座[4] 総合講座[4]※1 スポーツ健康科学総論[4]
生きる意志の倫理学[2] 生命の倫理学[2]※2 キャリアデザイン[2]
国語表現法[2] 国語表現法[2] 文章表現法[2]※3

ゼミナール（含卒業論文）

外
国
語
科
目

必
修

英語Ⅰ[2]※4

外
国
語
科
目

必
修

Oral EnglishⅠ[2]

外
国
語
科
目

必
修

Oral EnglishⅠ[2]
英語Ⅱ[2]※4 Oral EnglishⅡ[2] Oral EnglishⅡ[2]

選
択
必
修

英語Ⅲ[2]※4

選
択
必
修

English Reading[1]※5

選
択
必
修

TOEFL・IELTS Ⅰ[1]※7
英語Ⅳ[2]※4 English Writing[1]※5 TOEFL・IELTS Ⅱ[1]※7

TOEIC Reading[1]※6 Introduction to TOEFL Ⅰ[1]
TOEIC Listening[1]※6 Introduction to TOEFL Ⅱ[1]

初級英会話[2] Basic English Conversation[1]※8 Basic English ConversationⅠ[1]
Basic English ConversationⅡ[1]

中級英会話[2] Advanced Oral English[2]※9
Advanced English for Global Oral 
Communication[2]
Advanced English for Global 
Written Communication[2]

ドイツ語入門[2] ドイツ語入門[2]※10 ドイツ語Ⅰ[1]
ドイツ語Ⅱ[1]

初級フランス語会話[2] 初級フランス語会話[2]※10 フランス語Ⅰ[1]
フランス語Ⅱ[1]

一
般
教
育
科
目

（
選
択
必
修
）

A
グ
ル
ー
プ

基礎の数学[2]

一
般
教
育
科
目

選
択
必
修

基礎の数学[2]

一
般
教
育
科
目

選
択
必
修

基礎の数学[2]
力学の基礎[2] 力学の基礎[2] 力学の基礎[2]
一般化学[2] 一般化学[2] 一般化学[2]
細胞の生物学[2] 細胞の生物学[2] 細胞の生物学[2]

統計学[2]※11 統計学[2]
（
選
択
必
修
）

B
グ
ル
ー
プ

心とからだの哲学[2] 心とからだの哲学[2] 心とからだの哲学[2]
社会学[2] 社会学[2] 社会学[2]
心理学[2] 心理学[2] 心理学[2]
経済学[2] 経済学[2] 経済学[2]
法学[2] 法学[2] 日本国憲法[2]※11

（
選
択
）

C
グ
ル
ー
プ

選
択

選
択

4学部共通講座： 
新しい世界を拓いた人々 [2]※12

初級ドイツ語会話[2] 初級ドイツ語会話[2] 初級ドイツ語会話[2]
上級英語[2]※13 Advanced English Reading[2] Advanced English Reading[2]
有機化学と生命[2] 有機化学と生命[2] 有機化学と生命[2]
生命現象の科学[2] 生命現象の科学[2] 生命現象の科学[2]
現代物理学[2] 現代物理学[2] 現代物理学[2]
統計学[2]
解析学[2]※13 総合数学[2] 総合数学[2]
歴史学[2] 歴史学[2] 歴史学[2]
文学[2]※13 日本文学[2] 日本文学[2]
国際関係論[2] 国際関係論[2] 国際関係論[2]
日本国憲法[2] 日本国憲法[2] 法学[2]※11
音楽[2] 音楽[2] 音楽[2]
美術[2] 美術[2] 美術[2]
以下、2000－01年入学者まで開講 
実践の医学[2]　TOEFL[1]

スポーツ健康科学部の開設時は、必修科目と外国語科目区分以外の科目について、一般教育科目をAグループ（自然科学系）、Bグループ（人
文・社会科学系）およびCグループ（自由選択）に、運動実技理論・実習科目をA群（個人種目の基礎）、B群（球技の基礎）、C群（動き
づくりと軽スポーツ等）およびD群（専門種目）に、各学科の科目をDグループ（学科の必修科目に準ずるもの）、Eグループ（専門性の
理解を強化するもの）、Fグループ（他学科開講科目を含み、学部としての専門性を高めるもの）およびGグループ（教職科目のうち教科
に関する一部の科目）に区分した。
※�1　「総合講座」は、2006年から「総合講座（前期）」と「総合講座（後期）」の各2単位科目に分割、2015年から総合講座Ⅰと総合講
座Ⅱに名称変更し、2018年入学者までで閉講

学部共通開講科目（一般教育科目・外国語科目）� 授業科目名［単位数］
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※�2　2000年に「生きる意志の倫理学」を「生命の倫理学」に名称変更し、2018年入学者までで閉講
※�3　2019年から「国語表現法」を「文章表現法」に名称変更
※�4　1997年に「英語Ⅰ」を「総合英語Ⅰ」に、「英語Ⅱ」を「総合英語Ⅱ」に、「英語Ⅲ」を「English Reading」に、「英語Ⅳ」を「English 
Writing」に名称変更
※�5　「English Reading」と「English Writing」は、2002年から1単位科目に、2003年から(X・Y)を付記した名称に変更、2015年から
はそれぞれⅠとⅡの1単位科目に分割するとともに選択科目へ変更、2018年入学者までで閉講

※�6　2002年から「TOEIC Reading」と「TOEIC Listening」を開講、2003年から（L・H）を付記した名称に変更、2014年入学者まで
で閉講
※�7　2015年から「TOEFL・IELTSⅠ」と「TOEFL・IELTSⅡ」を開講
※�8　2000年に「初級英会話」から名称変更した「Basic English Conversation」は、2002年にⅠ単位科目に変更、2003年から（X・Y）
を付記した名称に変更、2015年からⅠとⅡの各1単位科目に分割
※�9　「中級英会話」は、2000年に「Advanced Oral English」に変更、2018年入学者までで閉講
※�10　2019年から、「ドイツ語入門」を「ドイツ語Ⅰ」と「ドイツ語Ⅱ」に、「初級フランス語会話」を「フランス語Ⅰ」と「フランス
語Ⅱ」に分割
※�11　2002年から「統計学」を選択必修科目に、2019年から「日本国憲法」を選択必修科目に「法学」を選択科目に変更
※�12　2010年から「4学部共通講座：新しい世界を拓いた人々」を開講
※�13　1997年から「上級英語」を「Advanced English Reading」に、2000年から「解析学」を「総合数学」に「文学」を「日本文学」
に名称変更

1993（平成5）年 2002（平成14）年 2019（平成31）年

運
動
実
技
理
論
・
実
習
科
目

A
群

陸上運動[2]

運
動
実
技
実
習
科
目

選
択
必
修
科
目

陸上運動[2]

運
動
実
技
実
習
科
目
※
2

陸上運動[1]
水泳[1] 水泳[2] 水泳[1]
器械運動[2] 器械運動[2] 器械運動[1]

柔道Ⅰ・剣道Ⅰ[1]
柔道[2] 柔道[2] 柔道Ⅱ[1]
剣道[2] 剣道[2] 剣道Ⅱ[1]
ダンス[2] 
　⇒2002年から科目区分変更
体操[1] 
　⇒体つくり運動[1]・2000年～ 
　⇒2002年から科目区分変更

B
群

サッカー [2] サッカー [2] サッカー [1]
バスケットボール[2] バスケットボール[2] バスケットボール[1]

ハンドボール[2] ハンドボール[2] 
　⇒2009－10年入学者は閉講 ハンドボール[1]

バレーボール[2] バレーボール[2] バレーボール[1]
テニス[2] テニス[2] テニス[1]

ラグビー [2] ラグビー [2] 
　⇒2009－10年入学者は閉講 ソフトボール[1]

C
群

体つくり運動[1] 体つくり運動[1]

ギムナスティク[1] ギムナスティク[1] 
　⇒2009年入学者までで閉講
ダンス[2] ダンス[1]

創作ダンス[2] 創作ダンス[1] 
　⇒2018年入学者までで閉講

エアロビックエクササイズ[1] エアロビックエクササイズ[1] エアロビックエクササイズ[1]

フォークダンス[1] フォークダンス[1] 
　⇒2018年入学者までで閉講

レクリエーションスポーツ[1] レクリエーションスポーツ[1] レクリエーションスポーツ[1]

ゴルフ[1] ゴルフ[1] 
　⇒2018年入学者までで閉講

キャンプ[1] キャンプ[1] キャンプ[1]
スキー [1] スキー [1] スキー [1]

海浜実習[1] 海浜実習[1]

D
群
※
1

上級陸上競技Ⅰ[1] 
　⇒上級陸上運動[1]・1997年～
上級陸上競技Ⅱ[1] 
　⇒陸上競技[1]・1997年～
上級体操競技Ⅰ[1] 
　⇒上級器械運動[1]・1997年～

学部共通開講科目（運動実技実習科目）� 授業科目名[単位数]
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上級体操競技Ⅱ[1] 
　⇒体操競技[1]・1997年～
上級水泳Ⅰ[1]
上級水泳Ⅱ[1]
上級柔道Ⅰ[1]
上級柔道Ⅱ[1]
上級剣道Ⅰ[1]
上級剣道Ⅱ[1]
上級バレーボールⅠ[1]
上級バレーボールⅡ[1]
上級バスケットボールⅠ[1]
上級バスケットボールⅡ[1]
上級サッカーⅠ[1]
上級サッカーⅡ[1]
上級テニスⅠ[1]
上級テニスⅡ[1]
上級ラグビーⅠ[1]
上級ラグビーⅡ[1]
上級ハンドボールⅠ[1]
上級ハンドボールⅡ[1]

※1　2002年から上級の運動実技を廃止、スポーツ科学科の開講科目に、各種目のコーチング論と専門運動実技実習を開講
※2　スポーツ科学科と健康学科では、2019年から学科開講科目一覧に運動実技実習科目を配置

1993（平成5）年 2002（平成14）年 2019（平成31）年

必
修

スポーツ医学Ⅰ[2]

必
修

機能解剖学[2] 運動生理学Ⅰ[2]

必
修

機能解剖学[2] 運動生理学Ⅰ[2]
スポーツ医学Ⅱ[2] 運動生理学Ⅱ[2] スポーツ心理学[2] 運動生理学Ⅱ[2] スポーツ心理学[2]
運動生理学[4] スポーツトレーニング総論[2] 体力の測定と評価[2] スポーツトレーニング総論[2] 体力の測定と評価[2]

スポーツ心理学[2] スポーツ外傷・障害学[2] スポーツ傷害の予防とリ
ハビリテーション実習[2] スポーツ外傷・障害学[2] スポーツ傷害の予防とリハビリテ

ーション実習[2]バイオメカニクス[2] 体力トレーニング論（含実習）[3] ゼミナール（含卒業論文）[8] 体力トレーニング論（含実習）[3]
体力の測定と評価（含実習）[3] 選

択
必
修

スポーツ社会学[2] 生涯スポーツ論[2] 陸上運動[1] 水泳[1]
解剖学（含実習）[3] マネジメント総論[2] 器械運動[1] ダンス[1]
生理学[2] 健康科学概論[2] 医学概論Ⅰ[2]

選
択
必
修

柔道Ⅰ・剣道Ⅰ[1] 柔道Ⅱ[1]
スポーツ外傷の予防と救急法[2] リハビリテーション概論[2] 剣道Ⅱ[1]
体力トレーニング論（含実習）[3]

選
択

体育科教育法[2] 道徳教育の研究[2] サッカー [1] バスケットボール[1]
ゼミナール[8] 特別活動[2] 総合演習[2] ハンドボール[1] バレーボール[1]

D
グ
ル
ー
プ

発育発達と老化[4] 体育原理[2] 学校体育経営管理学[2] テニス[1] ソフトボール[1]
バイオメカニクス実習[2] コンピュータ実習[2] 体つくり運動[1] エアロビックエクササイズ[1]
運動生理学実習[2] レクリエーションスポーツ[1] キャンプ[1]
生理学実習[2]

コ
ー
チ
ン
グ
科
学
コ
ー
ス

コ
ー
ス
必
修

スポーツコーチング総論[2]

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
コ
ー
ス

コ
ー
ス
必
修

生理学[2] スキー [1] 海浜実習[1]
運動生化学[2] スポーツ運動学[2] 運動生化学[2]

選
択

保健体育科教育法Ⅰ[2] 保健体育科教育法Ⅱ[2]
栄養・生化学（含実習）[3] スポーツ競技の生理学[2] スポーツバイオメカニクス[2] 保健体育科教育法Ⅲ[2] 保健体育科教育法Ⅳ[2]
運動処方（含実習）[3] スポーツ心理学実験実習[2] スポーツ医学（内科系）[2] 道徳の理論及び指導法[2] 特別活動の指導法[2]
コーチ学Ⅰ[2] トレーニング科学総合実習[2] スポーツ医学（整形外科）[2] 体育原理[2] 学校体育経営管理学[2]

コーチ学Ⅱ[2] テーピングおよびマッサージ
実習[2] 運動生理学実験実習[2] 学校保健学[2] 特別支援教育論[2]

スポーツトレーニング論[2] コ
ー
ス
選
択
必
修

陸上競技「トラック」
のコーチング論[2]

コ
ー
ス
選
択
必
修

スポーツと栄養[2] コンピュータ実習[2] スポーツ指導者に必要
な医学的知識[2]

スポーツ生理学[2] 陸上競技「フィールド」
のコーチング論[2] 発育発達[2] アスレティックトレー

ナー一般論[2]
コンディショニング概
論[2]

スポーツと栄養[2] 水泳競技のコーチ
ング論[2] 老化と運動[2] アスレティックリハビ

リテーション[2]
アスレティックトレーナーに
必要な検査・測定、評価[2]

スポーツ傷害の予防とリハビ
リテーション（含実習）[3]

体操競技のコーチ
ング論[2] 運動と環境[2] スポーツ社会学[2] 生涯スポーツ論[2]

スポーツ選手のメンタ
ルトレーニング[2]

バレーボールのコ
ーチング論[2] 運動処方演習[2] 衛生・公衆衛生学総論[2] 障害者教育総論[2]

スポーツ科学総合実習[2] バスケットボール
のコーチング論[2] 動作分析法演習[2]

近代スポーツ史[2] サッカーのコーチング論[2] コ
ー
ス
必
修

スポーツコーチング総論[2] コ
ー
ス
必
修

生理学[2]
E
グ
ル
ー
プ

情報科学論・コンピューター実習[2] ラグビーのコーチング論[2] スポーツ運動学[2] 運動生化学[2]

スポーツ社会学[2] ハンドボールのコ
ーチング論[2] スポーツ競技の生理学[2] スポーツバイオメカニクス[2]

スポーツの事故と判例[2] 柔道のコーチング論[2] スポーツ心理学実験実習[2] スポーツ医学（内科系）[2]

スポーツ科学科開講科目� 授業科目名[単位数]
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スポーツ施設・用具論[2]
剣道のコーチング論[2]

コ
ー
チ
ン
グ
科
学
コ
ー
ス

トレーニング科学総合実習[2]

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
コ
ー
ス

スポーツ医学（整形外科）[2]
専門運動実技実習

（陸上競技）[2] 生理学実験実習[2] テーピング及びマッサージ実習[2] 運動生理学実験実習[2]

スポーツ指導論[2] 専門運動実技実習
（水泳競技）[2] 栄養・生化学実験実習[2]

コ
ー
ス
選
択
必
修

陸上競技「トラック」
のコーチング論[2]

コ
ー
ス
選
択
必
修

スポーツと栄養[2]

運動教材演習[2] 専門運動実技実習
（体操競技）[2]

スポーツバイオメカ
ニクス実験実習[2]

陸上競技「フィールド」
のコーチング論[2] 発育発達[2]

F
グ
ル
ー
プ

医学概論[2] 専門運動実技実習（柔道）[2] 測定と評価実習[2] 水泳競技のコーチング論[2] 老化と運動[2]
リハビリテーション概論[2] 専門運動実技実習（剣道）[2] 機能解剖学実習[2] 体操競技のコーチング論[2] 運動処方演習[2]

レクリエーション概論[2] 専門運動実技実習
（サッカー）[2] バレーボールのコーチング論[2] 生理学実験実習[2]

スポーツカウンセリング[2] 専門運動実技実習
（バレーボール）[2]

バスケットボールのコ
ーチング論[2] 栄養・生化学実験実習[2]

スポーツ運動学[2]
専門運動実技実習

（バスケットボー
ル）[2]

サッカーのコーチング
論[2]

スポーツバイオメカニ
クス実験実習[2]

スポーツ動作分析論[2] 専門運動実技実習
（ラグビー）[2]

ラグビーのコーチング
論[2] 測定と評価実習[2]

G
体育原理[2] 専門運動実技実習

（ハンドボール）[2]
ハンドボールのコーチ
ング論[2] 機能解剖学実習[2]

体育史[2] コーチングインタ
ーンシップ[2] 柔道のコーチング論[2] 救急法実習[2]

ダンス系の指導論[2] 剣道のコーチング論[2] スポーツコーチング総論[2]
野外教育論[2] 専門運動実技実習（陸上競技）[2] スポーツ運動学[2]
スポーツ情報分析論[2] 専門運動実技実習（水泳競技）[2] スポーツ競技の生理学[2]
現代スポーツ史[2] 専門運動実技実習（体操競技）[2]
スポーツ医学（内科系）[2] スポーツコーチング総論[2] 専門運動実技実習（柔道）[2]
スポーツ医学（整形外科）[2] スポーツ運動学[2] 専門運動実技実習（剣道）[2]
発育発達[2] スポーツ競技の生理学[2] 専門運動実技実習（サッカー）[2]

老化と運動[2] 専門運動実技実習（バ
レーボール）[2]
専門運動実技実習（バ
スケットボール）[2]
専門運動実技実習（ラグビー）[2]
専門運動実技実習（ハ
ンドボール）[2]
コーチングインターンシップ[2]
ダンス指導論[2]
野外教育論[2]
スポーツ情報分析論[2]
現代スポーツ史[2]
スポーツ医学（内科系）[2]
スポーツ医学（整形外科）[2]
発育発達[2]
生理学[2]

スポーツ科学科では、2002年に「コーチング科学コース」と「スポーツ医科学コース」を設け、学生は2年次からコース選択を行うこと
となった。また、法改正による教職課程の再課程認定に合わせて、2019年からは運動実技科目などの教職関連科目の大幅な見直しを行
った。
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1993（平成5）年 2002（平成14）年 2019（平成31）年

必
修

体育・スポーツ経営学[4]

必
修

マネジメント総論[2]

必
修

マネジメント総論[2]
コミュニケーション論Ⅰ[2] スポーツマネジメント論[2] スポーツマネジメント論[2]
コミュニケーション論Ⅱ[2] スポーツマーケティングの基礎[2] マーケティングの基礎[2]
スポーツマーケティング[4] スポーツマーケティング論[2] スポーツマーケティング論[2]
スポーツチームのグループダイナ
ミクス[2]

経営組織論[2] 経営組織論[2]
社会心理学[2] 社会心理学[2]

余暇社会論[2] メディア概論[2] メディア概論[2]
社会心理学[2] スポーツ社会学[2] スポーツ社会学[2]
体育・スポーツの調査研究[2] 生涯スポーツ論[2] 生涯スポーツ論[2]
レクリエーション概論[2] 卒業研究[8]
情報科学論・コンピューター実習
[2]

選
択
必
修

スポーツマネジメント特別講義[2]

選
択
必
修

スポーツマネジメント特別講義[2]
経営学[2] 経営学[2]

卒業研究[8] 組織開発論[2] 組織開発論[2]

D
グ
ル
ー
プ

スポーツマーケティング実習[2] スポーツビジネス論[2] スポーツビジネス論[2]
マスコミュニケーション論[2] イベント概論[2] イベント概論[2]
メディア論[2] スポーツビジネスコントラクト[2] スポーツビジネスコントラクト[2]
スポーツジャーナリズム論[2] スポーツ用品論[2]
スポーツ社会学[2] 財務管理論[2] 財務管理論[2]
スポーツチームのグループダイナ
ミクス実習[1]

スポーツイベントの企画運営[2] スポーツイベントの企画運営[2]
メディアコミュニケーション論[2]

体育・スポーツ政策論[2] メディア経営論[2] メディア経営論[2]
体育・スポーツ行財政論[2] マスコミュニケーション論[2] マスコミュニケーション論[2]
スポーツの事故と判例[2] 広告論[2] 広告論[2]

スポーツ施設・用具論[2] 情報ネットワーク社会論[2] 情報ネットワーク社会論[2]
スポーツジャーナリズム論[2] スポーツジャーナリズム論[2]

スポーツ心理学[2] スポーツコンテンツ制作演習[2] スポーツコンテンツ制作演習[2]

E
グ
ル
ー
プ

スポーツイベントの企画運営（含
実習）[3] 余暇社会論[2] 余暇社会論[2]

財務管理演習[2] スポーツ施設マネジメント[2] スポーツ施設マネジメント[2]
簿記・会計演習[2] スポーツ行財政論[2] スポーツ行財政論[2]
スポーツ放送論[2] スポーツ政策論[2] スポーツ政策論[2]
スポーツビジネス論[2] スポーツと法[2] スポーツと法[2]
地域メディア論[2] スポーツボランティア[2]
視聴覚教育[2] コンピュータ実習[2] コンピュータ実習[2]

F
グ
ル
ー
プ

近代スポーツ史[2] スポーツマーケティング実習[2] スポーツマーケティング実習[2]

コーチ学Ⅰ[2] スポーツイベントの企画運営実習
[1]

スポーツイベントの企画運営実習
[1]

スポーツ運動学[2] スポーツマネジメント・インター
ンシップ[2]

スポーツマネジメント・インター
ンシップ[2]

スポーツトレーニング論[2] 組織開発実習[2] 組織開発実習[2]
スポーツ医学Ⅰ[2] スポーツの調査研究演習[2] スポーツの調査研究演習[2]
発育発達と老化[4] スポーツ外傷・障害学[2]
運動処方（含実習）[3] スポーツと栄養[2]
解剖学（含実習）[3] スポーツトレーニング総論[2]
生理学[2] 健康科学概論[2]

医学概論Ⅰ[2]
リハビリテーション概論[2]

選
択

スポーツ心理学[2]

選
択

スポーツ心理学[2]
スポーツ運動学[2] スポーツ運動学[2]
生理学[2] 生理学[2]
衛生・公衆衛生学総論[2] 衛生・公衆衛生学総論[2]

運動生理学Ⅰ[2]
学校体育経営管理学[2]

スポーツマネジメント学科では、2002年に開講科目と履修区分の大幅な見直しを行った。同学科は教職課程ではないため、2019年のカ
リキュラムの変更は開講科目の精選に止まっている。

スポーツマネジメント学科開講科目� 授業科目名[単位数]
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1993（平成5）年 2002（平成14）年 2019（平成31）年

必
修

衛生・公衆衛生学[4]

必
修

衛生・公衆衛生学総論[2]

必
修

衛生・公衆衛生学総論[2]
生涯健康論[2] 医学概論Ⅰ[2] 医学概論[2]
精神保健論[2] 健康科学概論[2] 健康学概論[2]
健康社会学[2] 社会福祉原論Ⅰ[2] 社会福祉原論Ⅰ[2]
人間生態学[2] 精神保健学Ⅰ[2] 精神保健学Ⅰ[2]
環境保健学[2] 人間生態学[2] 障害者教育総論[2]
健康教育学[2] 健康社会学[2] 健康教育学[2]
心身障害者教育[2] 心身障害者教育[2] 健康運動指導論[2]
健康運動指導法・実習[2] 環境保健学[2] 臨床心理学[2]
保健科学総合実習[5] 健康教育学[2] 陸上運動[1] 水泳[1]
情報科学論・コンピューター実習[2] ゼミナール（含卒業論文）[8] 器械運動[1] ダンス[1]
ゼミナール[8]

選
択
必
修

衛生・公衆衛生学各論[2] 地域保健学[2]

選
択
必
修

柔道Ⅰ・剣道Ⅰ[1] 柔道Ⅱ[1]

D
グ
ル
ー
プ

心身障害の医学[2] 健康統計学[2] 地域福祉論[2] 剣道Ⅱ[1]
心身障害者心理[2] 免疫学概論[2] 健康運動指導法[2] サッカー [1] バスケットボール[1]
リハビリテーション概論[2] 医学概論Ⅱ[2] 社会福祉原論Ⅱ[2] ハンドボール[1] バレーボール[1]
カウンセリング[2] 精神医学[4] 学校保健学[2] テニス[1] ソフトボール[1]
健康管理学[2] 精神保健学Ⅱ[2] 産業保健学[2] 体つくり運動[1] エアロビックエクササイズ[1]
老年学[2] 精神保健福祉論[6] 労働基準法[2] レクリエーションスポーツ[1] キャンプ[1]
心身障害者指導法[4] 精神保健福祉援助技術総論[4] 国際保健[2] スキー [1] 海浜実習[1]
保健行政[2] 精神保健福祉援助技術各論[4] 生理学[2] 健康統計学[2] 看護学概説[2]
免疫学概論[2] 精神保健福祉援助演習[4] 運動生理学Ⅰ[2] 免疫学概論[2] 看護学基礎演習[2]
医学概論[2] 精神科リハビリテーション学[4] 機能解剖学[2] 精神医学Ⅰ[2] 健康栄養論[2]
機器分析[2] リハビリテーション概論[2] 発育発達[2] 精神保健学Ⅱ[2] 地域福祉論Ⅰ[2]
心身障害教育実習[3] 臨床心理学[2] スポーツ医学（内科系）[2] 精神保健福祉論[6] 地域福祉論Ⅱ[2]

E
グ
ル
ー
プ

地域保健学（含実習）[3] カウンセリング[2] スポーツ医学（整形外科）[2] 精神保健福祉制度論[4] 社会保障論Ⅰ[2]
労働衛生学（含実習）[3] 心身障害者の医学[2] 学校保健学実習[2] 精神保健福祉援助技術総論[4] 社会保障論Ⅱ[2]
学校保健学（含実習）[3] 心身障害者の心理[2] 地域保健学実習[2] ソーシャルワーク論[2] 公的扶助論[2]

F
グ
ル
ー
プ

生理学[2] 心身障害者指導法[4] 産業保健学実習[2] 精神保健福祉援助技術各論[4] 保健医療サービス[2]
解剖学（含実習）[3] 老年学[2] 環境保健学実習[2] 精神保健福祉援助演習[4] 権利擁護と成年後見制度[2]

運動生理学[4] 生涯健康論[2] 健康教育学実習[2] ソーシャルワーク演習[1] 福祉行財政と福祉計画[2]
健康管理学[2] 心身障害者教育実習[3] 精神科リハビリテーション学[4] 社会福祉原論Ⅱ[2]

運動生理学実習[2] 健康栄養論[2] 精神保健福祉援助実習[6] リハビリテーション概論[2] 学校保健学[2]
運動生化学[2] 保健行政[2] 健康運動指導法実習[2] 知的障害者の心理[2] 労働基準法[2]
スポーツ医学Ⅰ[2] スポーツ外傷・障害学[2] スポーツと栄養[2] 肢体不自由者の心理[2] 生理学[2]
発育発達と老化[4] スポーツトレーニング総論[2] 病弱者の看護[2] 運動生理学Ⅰ[2]
コミュニケーション論Ⅰ[2] スポーツ社会学[2] 生涯スポーツ論[2] 障害者の病理と整理[2] 機能解剖学[2]

マネジメント総論[2] 障害者の進路支援[2] 発育発達[2]
体育科教育法[2] 体育原理[2] 知的障害者指導法[2] スポーツ医学（内科系）[2]
道徳教育の研究[2] 学校体育経営管理学[2] 肢体不自由者指導法[2] スポーツ医学（整形外科）[2]
特別活動[2] コンピュータ実習[2] 病弱者指導法[2] 精神保健福祉援助実習[6]
総合演習[2] 視覚障害者の教育[2] 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ[1]

聴覚障害者の教育[2] 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ[1]
発達障害と重度・重複
障害者の教育[2]

精神保健福祉援助実習
指導Ⅲ[1]

養護概説[2] 健康運動指導法実習[2]
看護の基礎[2] 看護学実習[2]

選
択

スポーツ外傷・障害学[2] 保健体育科教育法Ⅲ[2]
スポーツ社会学[2] 保健体育科教育法Ⅳ[2]
体育原理[2] 特別支援教育論[2]
学校体育経営管理学[2] 健康相談[2]
コンピュータ実習[2] 道徳の理論及び指導法[2]
保健体育科教育法Ⅰ[2] 特別活動の指導法[2]
保健体育科教育法Ⅱ[2]

健康学科では、2002年に開講科目と履修区分の大幅な見直しを行って以降、2004年には精神保健福祉士（受験資格）、2008年には養護
教諭の課程認定を受けるなど様々な科目を開設してきた。また、2007年（養護学校から特別支援学校への変更）と2019年（教職課程の
再課程認定）には、教職課程に関する法改正に伴ってカリキュラムの変更が行われた。

健康学科開講科目� 授業科目名[単位数]
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在籍者数　　　　　　　　本資料は学生名簿に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63

年
度

平
成
元

年
度

平
成
2

年
度

平
成
3

年
度

平
成
4

年
度

平
成
5

年
度

平
成
6

年
度

平
成
7

年
度

平
成
8

年
度

平
成
9

年
度

平
成
10

年
度

平
成
11

年
度

平
成
12

年
度

平
成
13

年
度

平
成
14

年
度

平
成
15

年
度

平
成
16

年
度

平
成
17

年
度

平
成
18

年
度

平
成
19

年
度

平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元

年
度

令
和
2

年
度

令
和
3

年
度

1988

内
女
子

1989

内
女
子

1990

内
女
子

1991

内
女
子

1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017
内
女
子

2018

内
女
子

2019

内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

5.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 6.1現在 6.1現在 6.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在

体
育
学
部

1
年
生

体育学科 149 200 200 200 36 206 39
健康学科 59 80 80 80 20 84 21
計 208 280 280 280 56 290 60

2
年
生

体育学科 120 150 199 200 202 36 207 18 1 0
健康学科 47 61 83 82 82 20 84 21 2 0
計 167 211 282 282 284 56 291 39 3 0

3
年
生

体育学科 108 112 146 199 198 195 35 206 38 0 0
健康学科 42 47 56 79 76 79 20 79 21 2 0
計 150 159 202 278 274 274 55 285 59 2 0

4
年
生

体育学科 109 110 112 150 206 207 199 34 211 38
健康学科 40 43 49 57 79 80 84 20 85 21
計 149 153 161 207 285 287 283 54 296 59

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

1
年
生

スポーツ科学科 138 25 142 27 139 26 140 23 136 25 171 25 175 33 167 32 180 36 180 29 148 24 170 34 190 55 191 58 192 58 192 55 191 56 195 55 190 56 191 52 190 55 190 53 190 52 190 54 250 100 250 91 250 85 255 83
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 80 19 82 17 80 15 77 18 80 34 79 38 82 38 75 40 70 35 74 31 75 32 71 30 70 27 70 27 69 27 70 27 70 27 70 25 70 27 70 26 70 26 70 25 70 24 80 30 80 30 80 28 82 30
健康学科 80 20 84 19 81 18 82 21 90 19 80 34 77 38 82 39 75 39 70 39 74 33 75 34 71 32 70 28 71 28 73 28 70 28 70 28 70 26 70 26 70 26 70 26 70 25 69 26 80 30 80 39 80 41 82 53
スポーツ健
康科学科 608 197
計 298 63 306 65 302 61 302 59 303 62 331 93 331 109 331 109 330 115 320 103 296 88 320 100 332 117 331 113 333 113 334 110 331 111 335 110 330 107 331 105 330 107 330 105 330 102 329 104 410 160 410 160 410 154 419 166 608 197

2
年
生

スポーツ科学科 137 25 142 27 135 25 140 23 136 26 171 25 175 35 170 33 179 37 179 29 146 24 165 33 187 56 190 57 188 55 192 55 190 55 193 54 190 56 190 52 191 55 189 53 190 52 187 54 250 100 245 90 250 85 255 83
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 79 19 80 17 81 15 78 17 81 34 78 39 79 35 75 40 67 33 74 30 75 31 72 30 68 26 69 27 69 27 69 26 68 25 71 25 69 27 70 26 69 26 69 25 69 24 79 30 80 30 80 28 81 30
健康学科 80 20 84 19 81 18 82 21 87 19 80 34 77 37 85 42 76 40 73 41 75 34 76 34 73 33 72 29 73 30 73 28 71 29 71 29 70 26 69 26 70 26 70 26 71 25 69 26 79 30 80 39 80 41 82 53
計 297 63 305 65 296 60 303 59 301 62 332 93 330 111 334 110 330 117 319 103 295 88 316 98 332 119 330 112 330 112 334 110 330 110 332 108 331 107 328 105 331 107 328 105 330 102 325 104 408 160 405 159 410 154 418 166

3
年
生

スポーツ科学科 135 24 141 26 138 28 143 25 136 27 169 24 176 35 168 33 178 37 178 29 144 24 163 33 186 55 189 56 186 55 193 55 188 55 191 54 188 55 189 52 190 55 187 52 190 52 187 54 250 98 243 89 247 85
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 80 20 80 17 82 17 82 20 81 34 77 39 78 35 75 40 67 33 74 30 75 31 73 31 68 26 70 28 69 27 68 26 66 25 69 25 69 27 71 27 68 25 69 25 68 24 79 30 79 30 79 27
健康学科 80 20 84 19 80 17 86 23 87 21 80 34 79 39 85 42 76 41 74 42 77 35 76 34 73 34 74 31 73 30 74 29 71 29 71 29 70 26 68 26 70 26 70 26 71 25 68 25 78 30 79 39 79 41

計 295 62 305 65 298 62 311 65 305 68 330 92 332 113 331 110 329 118 319 104 295 89 314 98 332 120 331 113 329 113 336 111 327 110 328 108 327 106 326 105 331 108 325 103 330 102 323 103 407 158 401 158 405 153

4
年
生

スポーツ科学科 139 24 146 26 139 27 150 25 133 27 173 25 178 36 168 32 180 36 183 29 146 24 163 33 184 55 191 55 188 55 194 54 193 55 194 55 187 54 190 52 190 55 186 52 190 52 185 54 248 98 243 89
スポーツマネ
ジメント学科 79 18 83 20 81 16 85 17 83 20 86 35 80 38 77 34 77 41 68 34 75 31 73 30 75 34 70 26 70 28 71 27 69 26 67 25 71 25 69 27 72 27 68 25 70 26 68 24 79 30 79 30
健康学科 83 20 86 19 84 18 88 23 88 21 81 34 80 39 88 43 78 41 73 41 78 35 77 34 72 33 73 31 73 30 78 30 73 28 71 29 71 26 69 26 70 26 70 26 71 25 68 25 78 30 79 39

計 301 62 315 65 304 61 323 65 304 68 340 94 338 113 333 109 335 118 324 104 299 90 313 97 331 122 334 112 331 113 343 111 335 109 332 109 329 105 328 105 332 108 324 103 331 103 321 103 405 158 401 158

学
部
合
計

体
育

学
部

体育学科 486 572 657 749 36 812 75 609 53 406 72 211 38
健康学科 188 231 268 298 20 321 41 243 41 165 41 87 21

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部

スポーツ科学科 138 25 279 52 416 77 555 98 560 102 589 103 632 110 644 118 699 129 705 135 673 122 674 123 682 141 687 171 731 203 753 221 760 221 766 220 765 219 765 217 762 217 757 214 759 212 757 213 813 258 877 297 930 327 996 355 745 257
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 160 37 241 54 319 70 321 70 321 84 327 109 324 131 317 149 303 148 293 138 293 136 288 125 292 119 284 114 281 114 279 108 278 108 277 103 276 103 275 103 280 104 279 105 279 101 286 104 297 110 307 112 320 118 239 87
健康学科 80 20 164 39 245 57 330 78 338 76 337 94 332 116 327 131 320 154 311 160 311 158 302 151 297 142 297 130 293 125 292 122 289 117 288 116 290 114 284 109 280 107 279 104 279 103 280 103 290 107 298 119 306 135 319 163 240 133
スポーツ健
康科学科 608 197

総計 674 803 925 1047 56 1133 116 1150 157 1174 241 1200 247 1204 246 1219 248 1247 281 1291 335 1295 380 1336 432 1319 443 1277 418 1269 410 1267 408 1276 420 1308 442 1326 457 1328 446 1332 444 1332 436 1325 429 1317 427 1316 422 1317 420 1316 417 1389 469 1472 526 1543 574 1635 636 1832 674
※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）
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在籍者数・志願者数・入学者数・卒業（修了）者数

体育学部・スポーツ健康科学部		
在籍者数　　　　　　　　本資料は学生名簿に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63

年
度

平
成
元

年
度

平
成
2

年
度

平
成
3

年
度

平
成
4

年
度

平
成
5

年
度

平
成
6

年
度

平
成
7

年
度

平
成
8

年
度

平
成
9

年
度

平
成
10

年
度

平
成
11

年
度

平
成
12

年
度

平
成
13

年
度

平
成
14

年
度

平
成
15

年
度

平
成
16

年
度

平
成
17

年
度

平
成
18

年
度

平
成
19

年
度

平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元

年
度

令
和
2

年
度

令
和
3

年
度

1988

内
女
子

1989

内
女
子

1990

内
女
子

1991

内
女
子

1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017
内
女
子

2018

内
女
子

2019

内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

5.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 6.1現在 6.1現在 6.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在

体
育
学
部

1
年
生

体育学科 149 200 200 200 36 206 39
健康学科 59 80 80 80 20 84 21
計 208 280 280 280 56 290 60

2
年
生

体育学科 120 150 199 200 202 36 207 18 1 0
健康学科 47 61 83 82 82 20 84 21 2 0
計 167 211 282 282 284 56 291 39 3 0

3
年
生

体育学科 108 112 146 199 198 195 35 206 38 0 0
健康学科 42 47 56 79 76 79 20 79 21 2 0
計 150 159 202 278 274 274 55 285 59 2 0

4
年
生

体育学科 109 110 112 150 206 207 199 34 211 38
健康学科 40 43 49 57 79 80 84 20 85 21
計 149 153 161 207 285 287 283 54 296 59

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

1
年
生

スポーツ科学科 138 25 142 27 139 26 140 23 136 25 171 25 175 33 167 32 180 36 180 29 148 24 170 34 190 55 191 58 192 58 192 55 191 56 195 55 190 56 191 52 190 55 190 53 190 52 190 54 250 100 250 91 250 85 255 83
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 80 19 82 17 80 15 77 18 80 34 79 38 82 38 75 40 70 35 74 31 75 32 71 30 70 27 70 27 69 27 70 27 70 27 70 25 70 27 70 26 70 26 70 25 70 24 80 30 80 30 80 28 82 30
健康学科 80 20 84 19 81 18 82 21 90 19 80 34 77 38 82 39 75 39 70 39 74 33 75 34 71 32 70 28 71 28 73 28 70 28 70 28 70 26 70 26 70 26 70 26 70 25 69 26 80 30 80 39 80 41 82 53
スポーツ健
康科学科 608 197
計 298 63 306 65 302 61 302 59 303 62 331 93 331 109 331 109 330 115 320 103 296 88 320 100 332 117 331 113 333 113 334 110 331 111 335 110 330 107 331 105 330 107 330 105 330 102 329 104 410 160 410 160 410 154 419 166 608 197

2
年
生

スポーツ科学科 137 25 142 27 135 25 140 23 136 26 171 25 175 35 170 33 179 37 179 29 146 24 165 33 187 56 190 57 188 55 192 55 190 55 193 54 190 56 190 52 191 55 189 53 190 52 187 54 250 100 245 90 250 85 255 83
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 79 19 80 17 81 15 78 17 81 34 78 39 79 35 75 40 67 33 74 30 75 31 72 30 68 26 69 27 69 27 69 26 68 25 71 25 69 27 70 26 69 26 69 25 69 24 79 30 80 30 80 28 81 30
健康学科 80 20 84 19 81 18 82 21 87 19 80 34 77 37 85 42 76 40 73 41 75 34 76 34 73 33 72 29 73 30 73 28 71 29 71 29 70 26 69 26 70 26 70 26 71 25 69 26 79 30 80 39 80 41 82 53
計 297 63 305 65 296 60 303 59 301 62 332 93 330 111 334 110 330 117 319 103 295 88 316 98 332 119 330 112 330 112 334 110 330 110 332 108 331 107 328 105 331 107 328 105 330 102 325 104 408 160 405 159 410 154 418 166

3
年
生

スポーツ科学科 135 24 141 26 138 28 143 25 136 27 169 24 176 35 168 33 178 37 178 29 144 24 163 33 186 55 189 56 186 55 193 55 188 55 191 54 188 55 189 52 190 55 187 52 190 52 187 54 250 98 243 89 247 85
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 80 20 80 17 82 17 82 20 81 34 77 39 78 35 75 40 67 33 74 30 75 31 73 31 68 26 70 28 69 27 68 26 66 25 69 25 69 27 71 27 68 25 69 25 68 24 79 30 79 30 79 27
健康学科 80 20 84 19 80 17 86 23 87 21 80 34 79 39 85 42 76 41 74 42 77 35 76 34 73 34 74 31 73 30 74 29 71 29 71 29 70 26 68 26 70 26 70 26 71 25 68 25 78 30 79 39 79 41

計 295 62 305 65 298 62 311 65 305 68 330 92 332 113 331 110 329 118 319 104 295 89 314 98 332 120 331 113 329 113 336 111 327 110 328 108 327 106 326 105 331 108 325 103 330 102 323 103 407 158 401 158 405 153

4
年
生

スポーツ科学科 139 24 146 26 139 27 150 25 133 27 173 25 178 36 168 32 180 36 183 29 146 24 163 33 184 55 191 55 188 55 194 54 193 55 194 55 187 54 190 52 190 55 186 52 190 52 185 54 248 98 243 89
スポーツマネ
ジメント学科 79 18 83 20 81 16 85 17 83 20 86 35 80 38 77 34 77 41 68 34 75 31 73 30 75 34 70 26 70 28 71 27 69 26 67 25 71 25 69 27 72 27 68 25 70 26 68 24 79 30 79 30
健康学科 83 20 86 19 84 18 88 23 88 21 81 34 80 39 88 43 78 41 73 41 78 35 77 34 72 33 73 31 73 30 78 30 73 28 71 29 71 26 69 26 70 26 70 26 71 25 68 25 78 30 79 39

計 301 62 315 65 304 61 323 65 304 68 340 94 338 113 333 109 335 118 324 104 299 90 313 97 331 122 334 112 331 113 343 111 335 109 332 109 329 105 328 105 332 108 324 103 331 103 321 103 405 158 401 158

学
部
合
計

体
育

学
部

体育学科 486 572 657 749 36 812 75 609 53 406 72 211 38
健康学科 188 231 268 298 20 321 41 243 41 165 41 87 21

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科

学
部

スポーツ科学科 138 25 279 52 416 77 555 98 560 102 589 103 632 110 644 118 699 129 705 135 673 122 674 123 682 141 687 171 731 203 753 221 760 221 766 220 765 219 765 217 762 217 757 214 759 212 757 213 813 258 877 297 930 327 996 355 745 257
スポーツマネ
ジメント学科 80 18 160 37 241 54 319 70 321 70 321 84 327 109 324 131 317 149 303 148 293 138 293 136 288 125 292 119 284 114 281 114 279 108 278 108 277 103 276 103 275 103 280 104 279 105 279 101 286 104 297 110 307 112 320 118 239 87
健康学科 80 20 164 39 245 57 330 78 338 76 337 94 332 116 327 131 320 154 311 160 311 158 302 151 297 142 297 130 293 125 292 122 289 117 288 116 290 114 284 109 280 107 279 104 279 103 280 103 290 107 298 119 306 135 319 163 240 133
スポーツ健
康科学科 608 197

総計 674 803 925 1047 56 1133 116 1150 157 1174 241 1200 247 1204 246 1219 248 1247 281 1291 335 1295 380 1336 432 1319 443 1277 418 1269 410 1267 408 1276 420 1308 442 1326 457 1328 446 1332 444 1332 436 1325 429 1317 427 1316 422 1317 420 1316 417 1389 469 1472 526 1543 574 1635 636 1832 674
※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）



94 ………… 資料編 在籍者数・志願者数・入学者数・卒業（修了）者数

体育学研究科・スポーツ健康科学研究科		
在籍者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63

年
度

平
成
元

年
度

平
成
2

年
度

平
成
3

年
度

平
成
4

年
度

平
成
5

年
度

平
成
6

年
度

平
成
7

年
度

平
成
8

年
度

平
成
9

年
度

平
成
10

年
度

平
成
11

年
度

平
成
12

年
度

平
成
13

年
度

平
成
14

年
度

平
成
15

年
度

平
成
16

年
度

平
成
17

年
度

平
成
18

年
度

平
成
19

年
度

平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元

年
度

令
和
2

年
度

令
和
3

年
度

1988

内
女
子

1989

内
女
子

1990

内
女
子

1991

内
女
子

1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017

内
女
子

2018

内
女
子

2019
内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

5.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 6.1現在 6.1現在 6.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在

大
学
院

体育学研究
科（修士課程）

1年生 17 0 7 1 13 1 12 1 16 1 11 2 17 3 25 6 18 4
2年生 12 3 19 1 11 1 15 1 16 2 14 2 14 2 20 3 28 7

計 29 3 26 2 24 2 27 2 32 3 25 4 31 5 45 9 46 11
スポーツ健
康科学研究
科（博士前
期課程）

1年生 20 5 17 0 20 4 18 5 26 5 24 5 29 8 16 7 19 5 64 17 57 15 59 12 63 22 66 19 57 17 53 8 48 12 51 12 60 17 56 15 67 18 61 15 56 17 62 18 63 19

2年生 21 5 23 5 21 0 20 4 20 4 31 6 27 6 33 9 20 7 19 5 64 16 63 15 61 12 75 26 75 24 61 21 54 8 52 12 53 12 59 16 56 16 68 19 59 14 55 17 62 19

計 41 10 40 5 41 4 38 9 46 9 55 11 56 14 49 16 39 12 83 22 121 31 122 27 124 34 141 45 132 41 114 29 102 20 103 24 113 29 115 31 123 34 129 34 115 31 117 35 125 38
スポーツ健
康科学研究
科（博士後
期課程）

1年生 4 0 4 0 5 1 5 1 4 1 6 2 7 3 3 0 7 0 6 2 10 3 7 3 9 3 8 1 13 5 12 5 16 9 10 2 11 4 21 6 18 7 14 4

2年生 5 3 4 1 4 2 5 1 4 1 6 2 7 3 3 0 7 0 6 2 9 3 7 3 10 4 8 1 13 5 12 5 16 9 9 2 10 4 19 6 18 7

3年生 4 0 4 2 6 1 6 1 5 1 7 2 7 3 3 0 7 0 7 2 10 4 6 2 11 5 9 2 13 5 15 6 20 9 9 2 15 4 24 8
計 4 0 9 3 13 2 13 5 15 3 16 4 18 6 17 5 17 3 16 2 23 5 23 8 26 10 24 7 32 11 34 12 41 19 41 17 40 15 40 12 52 17 56 19

※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名
※平成12年度から博士前期課程、平成11年度以前は修士課程
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体育学研究科・スポーツ健康科学研究科		
在籍者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63

年
度

平
成
元

年
度

平
成
2

年
度

平
成
3

年
度

平
成
4

年
度

平
成
5

年
度

平
成
6

年
度

平
成
7

年
度

平
成
8

年
度

平
成
9

年
度

平
成
10

年
度

平
成
11

年
度

平
成
12

年
度

平
成
13

年
度

平
成
14

年
度

平
成
15

年
度

平
成
16

年
度

平
成
17

年
度

平
成
18

年
度

平
成
19

年
度

平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

平
成
29

年
度

平
成
30

年
度

令
和
元

年
度

令
和
2

年
度

令
和
3

年
度

1988

内
女
子

1989

内
女
子

1990

内
女
子

1991

内
女
子

1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017

内
女
子

2018

内
女
子

2019
内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

5.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 4.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.30現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 6.1現在 6.1現在 6.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在 5.1現在

大
学
院

体育学研究
科（修士課程）

1年生 17 0 7 1 13 1 12 1 16 1 11 2 17 3 25 6 18 4
2年生 12 3 19 1 11 1 15 1 16 2 14 2 14 2 20 3 28 7

計 29 3 26 2 24 2 27 2 32 3 25 4 31 5 45 9 46 11
スポーツ健
康科学研究
科（博士前
期課程）

1年生 20 5 17 0 20 4 18 5 26 5 24 5 29 8 16 7 19 5 64 17 57 15 59 12 63 22 66 19 57 17 53 8 48 12 51 12 60 17 56 15 67 18 61 15 56 17 62 18 63 19

2年生 21 5 23 5 21 0 20 4 20 4 31 6 27 6 33 9 20 7 19 5 64 16 63 15 61 12 75 26 75 24 61 21 54 8 52 12 53 12 59 16 56 16 68 19 59 14 55 17 62 19

計 41 10 40 5 41 4 38 9 46 9 55 11 56 14 49 16 39 12 83 22 121 31 122 27 124 34 141 45 132 41 114 29 102 20 103 24 113 29 115 31 123 34 129 34 115 31 117 35 125 38
スポーツ健
康科学研究
科（博士後
期課程）

1年生 4 0 4 0 5 1 5 1 4 1 6 2 7 3 3 0 7 0 6 2 10 3 7 3 9 3 8 1 13 5 12 5 16 9 10 2 11 4 21 6 18 7 14 4

2年生 5 3 4 1 4 2 5 1 4 1 6 2 7 3 3 0 7 0 6 2 9 3 7 3 10 4 8 1 13 5 12 5 16 9 9 2 10 4 19 6 18 7

3年生 4 0 4 2 6 1 6 1 5 1 7 2 7 3 3 0 7 0 7 2 10 4 6 2 11 5 9 2 13 5 15 6 20 9 9 2 15 4 24 8
計 4 0 9 3 13 2 13 5 15 3 16 4 18 6 17 5 17 3 16 2 23 5 23 8 26 10 24 7 32 11 34 12 41 19 41 17 40 15 40 12 52 17 56 19

※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名
※平成12年度から博士前期課程、平成11年度以前は修士課程
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体育学部・スポーツ健康科学部
体育学研究科・スポーツ健康科学研究科
志願者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63
年
度

平
成
元
年
度

平
成
2
年
度

平
成
3
年
度

平
成
4
年
度

平
成
5
年
度

平
成
6
年
度

平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度1988

1989
1990
1991
1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017

内
女
子

2018

内
女
子

2019
内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

学
部

体
育
学
部

体育学科 795 715 776 1045 1002 153

健康学科 237 260 284 453 320 108

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

スポーツ
科学科 1307 281 1439 396 1353 334 1499 390 1304 349 1620 430 1419 343 1385 351 1684 428 1683 416 1748 430 1764 385 1766 385 1720 423 1127 287 1425 363 1316 347 1258 314 1788 510 1866 521 2443 704 1971 544 2130 617 2178 660 2569 706 3046 875 2694 732 2542 721

スポーツ
マネジメ
ント学科

411 75 327 108 494 165 375 97 683 220 466 159 358 127 389 135 519 215 561 199 556 212 536 152 532 163 466 157 375 118 336 93 297 90 294 96 639 195 671 213 962 278 792 210 810 247 929 298 804 256 1008 317 1051 276 850 250

健康学科 453 165 633 200 716 237 621 187 454 162 991 330 796 242 724 219 947 290 880 282 1021 339 1002 268 946 257 736 248 610 185 702 238 546 167 618 231 645 256 722 302 838 321 803 293 689 249 857 335 801 320 836 346 912 372 685 317
スポーツ健
康科学科 3490 964

計 1032 975 1060 1498 1322 261 2171 521 2399 704 2563 736 2495 674 2441 731 3077 919 2573 712 2498 705 3150 933 3124 897 3325 981 3302 805 3244 805 2922 828 2112 590 2463 694 2159 604 2170 641 3072 961 3259 1036 4243 1303 3566 1047 3629 1113 3964 1293 4174 1282 4890 1538 4657 1380 4077 1288 3490 964

大
学
院

体育学研究科
（修士課程） 29 33 26 24 28 27 35 42 39

スポーツ健
康科学研究
科（博士前
期課程）

33 25 25 38 39 33 43 27 32 75 64 66 70 71 71 60 60 61 62 58 73 64 61 65 74

スポーツ健
康科学研究
科（博士後
期課程）

10 9 6 6 4 6 7 6 9 8 11 7 10 10 15 13 13 14 11 22 24 17

計 29 23 26 24 28 27 35 42 39 33 25 25 48 48 39 49 31 38 82 70 75 78 82 78 70 70 76 75 71 87 75 83 89 91
※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）
※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名
※平成12年度から博士前期課程、平成11年度以前は修士課程
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体育学部・スポーツ健康科学部
体育学研究科・スポーツ健康科学研究科
志願者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63
年
度

平
成
元
年
度

平
成
2
年
度

平
成
3
年
度

平
成
4
年
度

平
成
5
年
度

平
成
6
年
度

平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度1988

1989
1990
1991
1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017

内
女
子

2018

内
女
子

2019
内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

学
部

体
育
学
部

体育学科 795 715 776 1045 1002 153

健康学科 237 260 284 453 320 108

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

スポーツ
科学科 1307 281 1439 396 1353 334 1499 390 1304 349 1620 430 1419 343 1385 351 1684 428 1683 416 1748 430 1764 385 1766 385 1720 423 1127 287 1425 363 1316 347 1258 314 1788 510 1866 521 2443 704 1971 544 2130 617 2178 660 2569 706 3046 875 2694 732 2542 721

スポーツ
マネジメ
ント学科

411 75 327 108 494 165 375 97 683 220 466 159 358 127 389 135 519 215 561 199 556 212 536 152 532 163 466 157 375 118 336 93 297 90 294 96 639 195 671 213 962 278 792 210 810 247 929 298 804 256 1008 317 1051 276 850 250

健康学科 453 165 633 200 716 237 621 187 454 162 991 330 796 242 724 219 947 290 880 282 1021 339 1002 268 946 257 736 248 610 185 702 238 546 167 618 231 645 256 722 302 838 321 803 293 689 249 857 335 801 320 836 346 912 372 685 317
スポーツ健
康科学科 3490 964

計 1032 975 1060 1498 1322 261 2171 521 2399 704 2563 736 2495 674 2441 731 3077 919 2573 712 2498 705 3150 933 3124 897 3325 981 3302 805 3244 805 2922 828 2112 590 2463 694 2159 604 2170 641 3072 961 3259 1036 4243 1303 3566 1047 3629 1113 3964 1293 4174 1282 4890 1538 4657 1380 4077 1288 3490 964

大
学
院

体育学研究科
（修士課程） 29 33 26 24 28 27 35 42 39

スポーツ健
康科学研究
科（博士前
期課程）

33 25 25 38 39 33 43 27 32 75 64 66 70 71 71 60 60 61 62 58 73 64 61 65 74

スポーツ健
康科学研究
科（博士後
期課程）

10 9 6 6 4 6 7 6 9 8 11 7 10 10 15 13 13 14 11 22 24 17

計 29 23 26 24 28 27 35 42 39 33 25 25 48 48 39 49 31 38 82 70 75 78 82 78 70 70 76 75 71 87 75 83 89 91
※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）
※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名
※平成12年度から博士前期課程、平成11年度以前は修士課程
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体育学部・スポーツ健康科学部
体育学研究科・スポーツ健康科学研究科
入学者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63
年
度

平
成
元
年
度

平
成
2
年
度

平
成
3
年
度

平
成
4
年
度

平
成
5
年
度

平
成
6
年
度

平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度1988

1989
1990
1991

内
女
子

1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017

内
女
子

2018

内
女
子

2019
内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

学
部

体
育
学
部

体育学科 149 200 200 200 36 206 39

健康学科 59 80 80 80 20 84 21
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

スポーツ
科学科 138 25 142 27 139 26 140 23 136 25 171 25 175 33 167 32 180 36 180 29 148 24 170 34 190 55 191 58 192 58 192 55 191 56 195 55 190 56 191 52 190 53 190 53 190 52 190 54 250 100 250 91 250 85 255 83

スポーツマネ
ジメント学科 80 18 80 19 82 17 80 15 77 18 80 34 79 38 82 38 75 40 70 35 74 31 75 32 71 30 70 27 70 27 69 27 70 27 70 27 70 25 70 27 70 26 70 26 70 25 70 24 80 30 80 30 80 28 82 30

健康学科 80 20 84 19 81 18 82 21 90 19 80 34 77 38 82 39 76 39 70 39 74 33 75 34 71 32 70 28 71 28 73 28 70 28 70 28 70 26 70 26 70 26 70 26 71 25 70 26 80 30 80 39 80 41 82 53
スポーツ健
康科学科 608 197

計 208 280 280 280 56 290 60 298 63 306 65 302 61 302 59 303 62 331 93 331 109 331 109 331 115 320 103 296 88 320 100 332 117 331 113 333 113 334 110 331 111 335 110 330 107 331 105 330 105 330 105 331 102 330 104 410 160 410 160 410 154 419 166 608 197

大
学
院

体育学研究科
（修士課程） 17 7 13 12 14 11 17 25 18

スポーツ健康科学研
究科（博士前期課程） 20 17 20 18 26 24 29 16 18 64 58 59 63 66 57 53 48 51 60 56 67 61 56 62 62

スポーツ健康科学研
究科（博士後期課程） 4 5 5 5 4 6 7 3 7 6 10 7 9 8 13 12 16 10 11 21 18 14

計 17 7 13 12 14 11 17 25 18 20 17 20 22 31 29 34 20 24 71 61 66 69 76 64 62 56 64 72 74 77 72 77 80 77
※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）
※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名

【再掲】体育学部
以下は「順天堂大学体育学部三十年のあゆみ」に掲載されている資料（昭和26年度から昭和56年度）に
さくらキャンパス移転（昭和63年度）以前のデータを学生名簿及び事業報告書から追記したのもである。
志願・入学者数の推移� （単位：人）

昭
和
27
年
度

昭
和
28
年
度

昭
和
29
年
度

昭
和
30
年
度

昭
和
31
年
度

昭
和
32
年
度

昭
和
33
年
度

昭
和
34
年
度

昭
和
35
年
度

昭
和
36
年
度

昭
和
37
年
度

昭
和
38
年
度

昭
和
39
年
度

昭
和
40
年
度

昭
和
41
年
度

昭
和
42
年
度

昭
和
43
年
度

昭
和
44
年
度

昭
和
45
年
度

昭
和
46
年
度

昭
和
47
年
度

昭
和
48
年
度

昭
和
49
年
度

昭
和
50
年
度

昭
和
51
年
度

昭
和
52
年
度

昭
和
53
年
度

昭
和
54
年
度

昭
和
55
年
度

昭
和
56
年
度

昭
和
57
年
度

昭
和
58
年
度

昭
和
59
年
度

昭
和
60
年
度

昭
和
61
年
度

昭
和
62
年
度

志願
体育学科 202 159 235 400 409 398 412 326 363 379 472 437 408 672 972 832 927 738 877 851 795 720 567 746 702
健康学科 18 17 20 49 59 64 60 67 56 65 74 78 73 126 192 223 227 208 253 253 244 208 184 208 221

計 15 24 33 63 155 98 115 94 104 111 198 220 176 255 449 467 465 472 390 419 444 546 515 481 798 1164 1055 1154 946 1130 1104 1039 928 751 954 923

入学
体育学科 112 105 112 129 118 116 116 113 107 109 111 113 111 107 109 112 109 109 109 109 111 111 111 112 119
健康学科 14 14 19 20 28 23 25 23 29 30 29 27 35 35 35 37 40 40 40 40 40 41 40 42 47

計 12 17 21(1)*(10)** 52(6)* 80(5)* 70 74 59 67(1)* 80(2)* 88 126 119 131 149 146 139 141 136 136 139 140 140 146 142 144 149 149 149 149 149 151 152 151 154 166
備考 *2年編入 

**3年編入 *3年編入 *3年編入 *2年編入 *2年編入

学生数の推移
昭
和
26
年
度

昭
和
27
年
度

昭
和
28
年
度

昭
和
29
年
度

昭
和
30
年
度

昭
和
31
年
度

昭
和
32
年
度

昭
和
33
年
度

昭
和
34
年
度

昭
和
35
年
度

昭
和
36
年
度

昭
和
37
年
度

昭
和
38
年
度

昭
和
39
年
度

昭
和
40
年
度

昭
和
41
年
度

昭
和
42
年
度

昭
和
43
年
度

昭
和
44
年
度

昭
和
45
年
度

昭
和
46
年
度

昭
和
47
年
度

昭
和
48
年
度

昭
和
49
年
度

昭
和
50
年
度

昭
和
51
年
度

昭
和
52
年
度

昭
和
53
年
度

昭
和
54
年
度

昭
和
55
年
度

昭
和
56
年
度

昭
和
57
年
度

昭
和
58
年
度

昭
和
59
年
度

昭
和
60
年
度

昭
和
61
年
度

昭
和
62
年
度

体育

1 12 18 21 54 82 70 69 59 67 80 87 124 122 127 148 146 140 140 137 137 141 144 141 147 144 147 149 149 150 149 149 152 152 151 154 167
2 12 18 20 48 78 70 67 58 66 71 86 115 120 125 146 146 135 137 139 134 142 147 147 149 142 146 151 146 154 150 147 154 151 153 155
3 22 22 22 46 74 69 64 57 66 70 87 113 117 123 153 146 139 127 129 126 134 138 136 145 135 141 149 143 150 149 143 151 144 144
4 19 20 31 47 73 74 70 61 63 66 86 111 115 122 147 138 134 127 135 130 139 143 139 146 139 145 152 149 153 147 142 154 151

小計 12 30 61 115 172 225 260 268 263 273 285 343 390 446 501 530 561 568 551 537 531 547 552 571 572 573 576 580 590 598 598 601 596 595 605 617

医進
1 56 85 82 80 34 43 44 43 43 48 47 49 59 63 72 84 70 81 86 95 89 93 94 97 100 97 98 100 99 102 100 100 97 102 95 97 94
2 52 79 79 79 35 42 43 42 41 47 47 49 54 61 61 78 68 77 74 89 87 82 91 94 105 96 100 97 92 100 98 99 92 100 95 94

小計 56 137 161 159 113 78 86 86 85 89 94 96 108 117 133 145 148 149 163 169 178 180 176 188 194 202 194 200 196 194 200 198 196 194 195 192 188
合計 56 149 191 220 228 250 311 346 353 352 367 381 451 507 579 646 678 710 732 720 715 711 723 740 765 774 767 776 776 784 798 796 797 790 790 797 805
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体育学部・スポーツ健康科学部
体育学研究科・スポーツ健康科学研究科
入学者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63
年
度

平
成
元
年
度

平
成
2
年
度

平
成
3
年
度

平
成
4
年
度

平
成
5
年
度

平
成
6
年
度

平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

令
和
3
年
度1988

1989
1990
1991

内
女
子

1992

内
女
子

1993

内
女
子

1994

内
女
子

1995

内
女
子

1996

内
女
子

1997

内
女
子

1998

内
女
子

1999

内
女
子

2000

内
女
子

2001

内
女
子

2002

内
女
子

2003

内
女
子

2004

内
女
子

2005

内
女
子

2006

内
女
子

2007

内
女
子

2008

内
女
子

2009

内
女
子

2010

内
女
子

2011

内
女
子

2012

内
女
子

2013

内
女
子

2014

内
女
子

2015

内
女
子

2016

内
女
子

2017

内
女
子

2018

内
女
子

2019
内
女
子

2020

内
女
子

2021

内
女
子

学
部

体
育
学
部

体育学科 149 200 200 200 36 206 39

健康学科 59 80 80 80 20 84 21
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

スポーツ
科学科 138 25 142 27 139 26 140 23 136 25 171 25 175 33 167 32 180 36 180 29 148 24 170 34 190 55 191 58 192 58 192 55 191 56 195 55 190 56 191 52 190 53 190 53 190 52 190 54 250 100 250 91 250 85 255 83

スポーツマネ
ジメント学科 80 18 80 19 82 17 80 15 77 18 80 34 79 38 82 38 75 40 70 35 74 31 75 32 71 30 70 27 70 27 69 27 70 27 70 27 70 25 70 27 70 26 70 26 70 25 70 24 80 30 80 30 80 28 82 30

健康学科 80 20 84 19 81 18 82 21 90 19 80 34 77 38 82 39 76 39 70 39 74 33 75 34 71 32 70 28 71 28 73 28 70 28 70 28 70 26 70 26 70 26 70 26 71 25 70 26 80 30 80 39 80 41 82 53
スポーツ健
康科学科 608 197

計 208 280 280 280 56 290 60 298 63 306 65 302 61 302 59 303 62 331 93 331 109 331 109 331 115 320 103 296 88 320 100 332 117 331 113 333 113 334 110 331 111 335 110 330 107 331 105 330 105 330 105 331 102 330 104 410 160 410 160 410 154 419 166 608 197

大
学
院

体育学研究科
（修士課程） 17 7 13 12 14 11 17 25 18

スポーツ健康科学研
究科（博士前期課程） 20 17 20 18 26 24 29 16 18 64 58 59 63 66 57 53 48 51 60 56 67 61 56 62 62

スポーツ健康科学研
究科（博士後期課程） 4 5 5 5 4 6 7 3 7 6 10 7 9 8 13 12 16 10 11 21 18 14

計 17 7 13 12 14 11 17 25 18 20 17 20 22 31 29 34 20 24 71 61 66 69 76 64 62 56 64 72 74 77 72 77 80 77
※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）
※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名

【再掲】体育学部
以下は「順天堂大学体育学部三十年のあゆみ」に掲載されている資料（昭和26年度から昭和56年度）に
さくらキャンパス移転（昭和63年度）以前のデータを学生名簿及び事業報告書から追記したのもである。
志願・入学者数の推移� （単位：人）

昭
和
27
年
度

昭
和
28
年
度

昭
和
29
年
度

昭
和
30
年
度

昭
和
31
年
度

昭
和
32
年
度

昭
和
33
年
度

昭
和
34
年
度

昭
和
35
年
度

昭
和
36
年
度

昭
和
37
年
度

昭
和
38
年
度

昭
和
39
年
度

昭
和
40
年
度

昭
和
41
年
度

昭
和
42
年
度

昭
和
43
年
度

昭
和
44
年
度

昭
和
45
年
度

昭
和
46
年
度

昭
和
47
年
度

昭
和
48
年
度

昭
和
49
年
度

昭
和
50
年
度

昭
和
51
年
度

昭
和
52
年
度

昭
和
53
年
度

昭
和
54
年
度

昭
和
55
年
度

昭
和
56
年
度

昭
和
57
年
度

昭
和
58
年
度

昭
和
59
年
度

昭
和
60
年
度

昭
和
61
年
度

昭
和
62
年
度

志願
体育学科 202 159 235 400 409 398 412 326 363 379 472 437 408 672 972 832 927 738 877 851 795 720 567 746 702
健康学科 18 17 20 49 59 64 60 67 56 65 74 78 73 126 192 223 227 208 253 253 244 208 184 208 221

計 15 24 33 63 155 98 115 94 104 111 198 220 176 255 449 467 465 472 390 419 444 546 515 481 798 1164 1055 1154 946 1130 1104 1039 928 751 954 923

入学
体育学科 112 105 112 129 118 116 116 113 107 109 111 113 111 107 109 112 109 109 109 109 111 111 111 112 119
健康学科 14 14 19 20 28 23 25 23 29 30 29 27 35 35 35 37 40 40 40 40 40 41 40 42 47

計 12 17 21(1)*(10)** 52(6)* 80(5)* 70 74 59 67(1)* 80(2)* 88 126 119 131 149 146 139 141 136 136 139 140 140 146 142 144 149 149 149 149 149 151 152 151 154 166
備考 *2年編入 

**3年編入 *3年編入 *3年編入 *2年編入 *2年編入

学生数の推移
昭
和
26
年
度

昭
和
27
年
度

昭
和
28
年
度

昭
和
29
年
度

昭
和
30
年
度

昭
和
31
年
度

昭
和
32
年
度

昭
和
33
年
度

昭
和
34
年
度

昭
和
35
年
度

昭
和
36
年
度

昭
和
37
年
度

昭
和
38
年
度

昭
和
39
年
度

昭
和
40
年
度

昭
和
41
年
度

昭
和
42
年
度

昭
和
43
年
度

昭
和
44
年
度

昭
和
45
年
度

昭
和
46
年
度

昭
和
47
年
度

昭
和
48
年
度

昭
和
49
年
度

昭
和
50
年
度

昭
和
51
年
度

昭
和
52
年
度

昭
和
53
年
度

昭
和
54
年
度

昭
和
55
年
度

昭
和
56
年
度

昭
和
57
年
度

昭
和
58
年
度

昭
和
59
年
度

昭
和
60
年
度

昭
和
61
年
度

昭
和
62
年
度

体育

1 12 18 21 54 82 70 69 59 67 80 87 124 122 127 148 146 140 140 137 137 141 144 141 147 144 147 149 149 150 149 149 152 152 151 154 167
2 12 18 20 48 78 70 67 58 66 71 86 115 120 125 146 146 135 137 139 134 142 147 147 149 142 146 151 146 154 150 147 154 151 153 155
3 22 22 22 46 74 69 64 57 66 70 87 113 117 123 153 146 139 127 129 126 134 138 136 145 135 141 149 143 150 149 143 151 144 144
4 19 20 31 47 73 74 70 61 63 66 86 111 115 122 147 138 134 127 135 130 139 143 139 146 139 145 152 149 153 147 142 154 151

小計 12 30 61 115 172 225 260 268 263 273 285 343 390 446 501 530 561 568 551 537 531 547 552 571 572 573 576 580 590 598 598 601 596 595 605 617

医進
1 56 85 82 80 34 43 44 43 43 48 47 49 59 63 72 84 70 81 86 95 89 93 94 97 100 97 98 100 99 102 100 100 97 102 95 97 94
2 52 79 79 79 35 42 43 42 41 47 47 49 54 61 61 78 68 77 74 89 87 82 91 94 105 96 100 97 92 100 98 99 92 100 95 94

小計 56 137 161 159 113 78 86 86 85 89 94 96 108 117 133 145 148 149 163 169 178 180 176 188 194 202 194 200 196 194 200 198 196 194 195 192 188
合計 56 149 191 220 228 250 311 346 353 352 367 381 451 507 579 646 678 710 732 720 715 711 723 740 765 774 767 776 776 784 798 796 797 790 790 797 805
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体育学部・スポーツ健康科学部
体育学研究科・スポーツ健康科学研究科
卒業者数・修了者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63
年
度

平
成
元
年
度

平
成
2
年
度

平
成
3
年
度

平
成
4
年
度

平
成
5
年
度

平
成
6
年
度

平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 女性 2012 女性 2013 女性 2014 女性 2015 女性 2016 女性 2017 女性 2018 女性 2019 女性 2020 女性

学
部

体
育

学
部

体育学科 106 104 103 140 193 198 189 205
健康学科 39 41 47 55 75 74 76 80

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

スポーツ
科学科 132 138 129 146 129 169 174 161 172 176 143 162 179 187 184 187 54 188 53 188 53 185 54 186 52 190 55 184 52 188 52 183 54 247 98

スポーツ
マネジメ
ント学科

73 80 75 81 76 81 79 74 75 65 75 69 72 69 68 69 27 68 26 64 25 70 25 68 27 72 27 66 24 69 26 68 24 79 30

健康学科 81 82 80 86 86 79 76 86 76 72 76 77 72 71 69 74 30 72 28 70 29 68 26 69 26 70 26 70 26 71 25 68 25 78 30
スポーツ健
康科学科

計 145 145 150 195 268 272 265 285 286 300 284 313 291 329 329 321 323 313 294 308 323 327 321 330 111 328 107 322 107 323 105 323 105 332 108 320 102 328 103 319 103 404 158
累計 
昭和31.3.9～ 3629 3774 3924 4119 4387 4659 4924 5209 5495 5795 6079 6392 6683 7012 7341 7662 7985 8298 8592 8900 9223 9550 9871 10201 10529 10851 11174 11497 11829 12149 12477 12796 13200

卒業年月日

平成元
.3.20

平成
2.3.20

平成
3.3.20

平成
4.3.19

平成
5.3.19

平成
6.3.19

平成
7.3.20

平成
8.3.19

平成
9.3.19

平成
10.3.20

平成
11.3.19

平成
12.3.21

平成
13.3.19

平成
14.3.20

平成
15.3.20

平成
16.3.19

平成
17.3.19

平成
18.3.20

平成
19.3.20

平成
20.3.19

平成
21.3.19

平成
22.3.19

平成
23.3.19

平成
24.3.16

平成
25.3.19

平成
26.3.20

平成
27.3.20

平成
28.3.18

平成
29.3.17

平成
30.3.16

平成
31.3.14

令和
2.3.14

令和
3.3.11

平成元
.3.29体
育学科
卒業1
名含

平成
3.3.31
体育学
科卒業
3名含

平成
5.3.30
健康学
科卒業
1名含

平成
6.3.31
体育学
科卒業
1名含

平成
10.3.31
スポー
ツ科学
科卒業
1名含

平成
11.3.30
スポー
ツ科学
科卒業
5名、
スポー
ツマネ
ジメン
ト学科
卒業1
名含

平成20
年9月
スポー
ツマネ
ジメン
ト学科
卒業2
名含

平成
22.9.30
スポー
ツ科学
科卒業
1名、
平成
23.3.31
スポー
ツ科学
科卒業
1名含

 

平成
24.9.30
スポー
ツ科学
科卒業
1名含

大
学
院

体育学研究科
（修士課程） 10 15 9 11 13 11 8 17 22

スポーツ健康科学
研究科（博士前期
課程）

17 18 18 16 15 24 20 27 16 15 57 50 43 61 53 55 48 49 51 57 51 64 59 51

スポーツ健康科学
研究科（博士後期
課程）

1 1 1 3 2 1 3 3 2 1 2 3 8 9 8 8 19 3 8

計 10 15 9 11 13 11 8 17 22 17 18 18 16 15 25 21 28 19 17 58 53 46 63 54 57 51 57 60 65 59 83 62 59
累計 
昭和48.3.19～ 159 174 183 194 207 218 226 243 265 282 300 318 334 349 374 395 423 442 459 517 570 616 679 733 790 841 898 958 1023 1082 1165 1227 1286

修了年月日 平成元
.3.20

平成
2.3.20

平成
3.3.20

平成
4.3.19

平成
5.3.19

平成
6.3.19

平成
7.3.20

平成
8.3.19

平成
9.3.19

平成
10.3.20

平成
11.3.19

平成
12.3.21

平成
13.3.19

平成
14.3.20

平成
15.3.20

（前期） 
平成
15.3.27

（後期）

平成
16.3.19

（前期） 
平成
16.3.29

（後期）

平成
17.3.19

（前期） 
平成
17.3.29

（後期）

平成
18.3.20

（前期） 
平成
18.3.31

（後期）

平成
19.3.20

（前期） 
平成
19.3.31

（後期）

平成
20.3.19

（前期） 
平成
20.3.25

（後期）

平成
21.3.28

平成
22.3.27

平成
23.3.26

平成
24.3.24

平成
25.3.21

平成
26.3.15

平成
27.3.18

平成
28.3.16

平成
29.3.15

平成
30.3.15

平成
31.3.13

令和
2.3.12

令和
3.3.10

※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）
※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名
※平成12年度から博士前期課程、平成11年度以前は修士課程
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体育学部・スポーツ健康科学部
体育学研究科・スポーツ健康科学研究科
卒業者数・修了者数　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。� （単位：人）

区分

昭
和
63
年
度

平
成
元
年
度

平
成
2
年
度

平
成
3
年
度

平
成
4
年
度

平
成
5
年
度

平
成
6
年
度

平
成
7
年
度

平
成
8
年
度

平
成
9
年
度

平
成
10
年
度

平
成
11
年
度

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 女性 2012 女性 2013 女性 2014 女性 2015 女性 2016 女性 2017 女性 2018 女性 2019 女性 2020 女性

学
部

体
育

学
部

体育学科 106 104 103 140 193 198 189 205
健康学科 39 41 47 55 75 74 76 80

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部

スポーツ
科学科 132 138 129 146 129 169 174 161 172 176 143 162 179 187 184 187 54 188 53 188 53 185 54 186 52 190 55 184 52 188 52 183 54 247 98

スポーツ
マネジメ
ント学科

73 80 75 81 76 81 79 74 75 65 75 69 72 69 68 69 27 68 26 64 25 70 25 68 27 72 27 66 24 69 26 68 24 79 30

健康学科 81 82 80 86 86 79 76 86 76 72 76 77 72 71 69 74 30 72 28 70 29 68 26 69 26 70 26 70 26 71 25 68 25 78 30
スポーツ健
康科学科

計 145 145 150 195 268 272 265 285 286 300 284 313 291 329 329 321 323 313 294 308 323 327 321 330 111 328 107 322 107 323 105 323 105 332 108 320 102 328 103 319 103 404 158
累計 
昭和31.3.9～ 3629 3774 3924 4119 4387 4659 4924 5209 5495 5795 6079 6392 6683 7012 7341 7662 7985 8298 8592 8900 9223 9550 9871 10201 10529 10851 11174 11497 11829 12149 12477 12796 13200

卒業年月日

平成元
.3.20

平成
2.3.20

平成
3.3.20

平成
4.3.19

平成
5.3.19

平成
6.3.19

平成
7.3.20

平成
8.3.19

平成
9.3.19

平成
10.3.20

平成
11.3.19

平成
12.3.21

平成
13.3.19

平成
14.3.20

平成
15.3.20

平成
16.3.19

平成
17.3.19

平成
18.3.20

平成
19.3.20

平成
20.3.19

平成
21.3.19

平成
22.3.19

平成
23.3.19

平成
24.3.16

平成
25.3.19

平成
26.3.20

平成
27.3.20

平成
28.3.18

平成
29.3.17

平成
30.3.16

平成
31.3.14

令和
2.3.14

令和
3.3.11

平成元
.3.29体
育学科
卒業1
名含

平成
3.3.31
体育学
科卒業
3名含

平成
5.3.30
健康学
科卒業
1名含

平成
6.3.31
体育学
科卒業
1名含

平成
10.3.31
スポー
ツ科学
科卒業
1名含

平成
11.3.30
スポー
ツ科学
科卒業
5名、
スポー
ツマネ
ジメン
ト学科
卒業1
名含

平成20
年9月
スポー
ツマネ
ジメン
ト学科
卒業2
名含

平成
22.9.30
スポー
ツ科学
科卒業
1名、
平成
23.3.31
スポー
ツ科学
科卒業
1名含

 

平成
24.9.30
スポー
ツ科学
科卒業
1名含

大
学
院

体育学研究科
（修士課程） 10 15 9 11 13 11 8 17 22

スポーツ健康科学
研究科（博士前期
課程）

17 18 18 16 15 24 20 27 16 15 57 50 43 61 53 55 48 49 51 57 51 64 59 51

スポーツ健康科学
研究科（博士後期
課程）

1 1 1 3 2 1 3 3 2 1 2 3 8 9 8 8 19 3 8

計 10 15 9 11 13 11 8 17 22 17 18 18 16 15 25 21 28 19 17 58 53 46 63 54 57 51 57 60 65 59 83 62 59
累計 
昭和48.3.19～ 159 174 183 194 207 218 226 243 265 282 300 318 334 349 374 395 423 442 459 517 570 616 679 733 790 841 898 958 1023 1082 1165 1227 1286

修了年月日 平成元
.3.20

平成
2.3.20

平成
3.3.20

平成
4.3.19

平成
5.3.19

平成
6.3.19

平成
7.3.20

平成
8.3.19

平成
9.3.19

平成
10.3.20

平成
11.3.19

平成
12.3.21

平成
13.3.19

平成
14.3.20

平成
15.3.20

（前期） 
平成
15.3.27

（後期）

平成
16.3.19

（前期） 
平成
16.3.29

（後期）

平成
17.3.19

（前期） 
平成
17.3.29

（後期）

平成
18.3.20

（前期） 
平成
18.3.31

（後期）

平成
19.3.20

（前期） 
平成
19.3.31

（後期）

平成
20.3.19

（前期） 
平成
20.3.25

（後期）

平成
21.3.28

平成
22.3.27

平成
23.3.26

平成
24.3.24

平成
25.3.21

平成
26.3.15

平成
27.3.18

平成
28.3.16

平成
29.3.15

平成
30.3.15

平成
31.3.13

令和
2.3.12

令和
3.3.10

※学部定員増　平成元年度　体育学部140名（体育学科100名・健康学科40名）→体育学部280名（体育学科200名・健康学科80名）
※学部改組・改称　平成5年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科120名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※�学部定員変更　平成13年度　スポーツ健康科学部280名（スポーツ科学科140名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成17年度　スポーツ健康科学部330名（スポーツ科学科190名・スポーツマネージメント学科70名・健康学科70名）
※学部定員増　　平成29年度　スポーツ健康科学部410名（スポーツ科学科250名・スポーツマネージメント学科80名・健康学科80名）
※学部改組　令和3年度　スポーツ健康科学部600名（スポーツ健康科学科600名）
※研究科定員増　平成18年度　スポーツ健康科学研究科（博士前期課程）21名→61名
※研究科定員増　平成22年度　スポーツ健康科学研究科（博士後期課程）4名→10名
※平成12年度から博士前期課程、平成11年度以前は修士課程
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教職員数

　　　　　　　　　　　　　　本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。

和暦 西暦 区分 教授 助教
授 講師 助手 研究

助手 － 講師
無給 － 助手

無給

嘱託
（非常

勤）

その
他

学部
長

研究
科長

昭和63年
３月 1988 体育学部

（含医進）

専任 25 27 28 5 0 0 0 0 0

黒
田
善
雄

黒
田
善
雄

兼任 名2、
客１ 0 24 0 0 0 1 14 0

平成元年
３月 1989 体育学部

（含医進）

専任 24 26 28 5 0 0 0 0 0

兼任 名3、
客１ 0 28 0 0 0 0 15 0

平成２年
３月 1990 体育学部

（含医進）

専任 23 26 26 6 0 0 0 0 0

兼任 名5、
客１ 0 31 0 0 0 15 0

平成３年
３月 1991 体育学部

（含医進）

専任 23 30 23 8 0 0 0 0 0

高
橋
俊
哉

高
橋
俊
哉

兼任 名6、
客１ 0 28 0 0 0 0 11 0

平成４年
３月 1992 体育学部

（含医進）

専任 21 29 23 7 0 0 0 0 0

兼任 名8、
客2 0 32 0 0 0 0 15 0

平成５年
３月 1993 体育学部

（含医進）

専任 27 33 13 7 0 0 0 0 0

兼任 名10、
客１ 0 30 0 0 0 0 14 0

平成６年
３月 1994

体育学部
（含医進）

専任 14 21 10 2 0 0 0 0 0

兼任 名12、
客１ 0 19 0 0 0 0 17 0

スポーツ
健康科学

部

専任 14 11 5 6 0 0 0 0 0

兼任 0 0 15 0 0 0 0 0 0

合計

専任
合計 28 32 15 8 0 0 0 0 0

兼任
合計

名12、
客１ 0 34 0 0 0 0 17 0

平成７年
３月 1995

体育学部
専任 3 7 1 0 0 0 0 0 0

兼任 名10、
客１ 0 14 0 0 0 0 9 0

スポーツ
健康科学

部

専任 21 17 9 5 0 0 0 0 0

兼任 0 0 22 0 0 0 0 9 0

合計

専任
合計 24 24 10 5 0 0 0 0 0

兼任
合計

名10
客1 0 36 0 0 0 0 18 0

平成８年
３月 1996

体育学部
専任 0 1 1 0 0 0 0 0 0

兼任 名10、
客１ 0 13 0 0 0 0 8 0

スポーツ
健康科学

部

専任 24 23 9 5 0 0 0 0 0

兼任 0 0 26 0 0 0 0 8 0

合計

専任
合計 24 24 10 5 0 0 0 0 0

兼任
合計

名10
客1 0 39 0 0 0 0 16 0

平成９年
３月 1997

スポーツ
健康科学

部

専任 24 23 9 6 0 0 0 0 0
北
森

義
明

青
木

　

純
一
郎兼任 名12 0 41 0 0 1 0 18 0
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和暦 西暦 区分 教授 助教
授 講師 助手 研究

助手 － 講師
無給 － 助手

無給

嘱託
（非常

勤）

その
他

学部
長

研究
科長

平成10年
３月 1998

スポーツ
健康科学

部

専任 22 24 11 6 0 0 0 0 0

北
森
義
明

青
木
純
一
郎

兼任 名14 0 36 0 0 0 0 16 0

平成11年
３月 1999

スポーツ
健康科学

部

専任 22 24 11 4 0 0 0 0 0

兼任 名14 0 46 0 0 0 1 0 8

平成12年
３月 2000

スポーツ
健康科学

部

専任 23 27 7 5 0 0 0 0 0

兼任 名16 0 47 0 0 0 8 0 8

平成13年
３月 2001

スポーツ
健康科学

部

専任 23 27 5 6 0 0 0 0 0

兼任 名19 0 47 0 0 0 10 0 10

平成14年
３月 2002

スポーツ
健康科学

部

専任 22 29 4 5 0 0 0 0 0

青
木
純
一
郎

兼任 名19
客3 0 51 0 0 0 12 0 18

平成15年
３月 2003

スポーツ
健康科学

部

専任 23 26 6 5 0 0 0 0 0

兼任 名21
客３ 0 51 0 0 0 17 0 25

平成16年
３月 2004

スポーツ
健康科学

部

専任 25 25 9 3 0 0 0 0 0

兼任 名22
客4 0 54 0 0 0 14 0 34

平成17年
３月 2005

スポーツ
健康科学

部

専任 22 23 10 4 0 0 0 0 0
澤
木

啓
祐

米
田

継
武兼任 名21

客5 0 54 0 0 0 21 0 29

和暦 西暦 区分 教授 助教
授 講師 助手 － －

非常
勤講
師

－
非常
勤助
手

嘱託
（非常

勤）

その
他

学部
長

研究
科長

平成18年
３月 2006

スポーツ
健康科学

部

専任 22 25 9 3 0 0 0 0

澤
木
啓
祐

米
田
継
武

兼任 名21
客4 客1 0 0 51 19 0 23

平成19年
３月 2007

スポーツ
健康科学

部

専任 20 27 9 6 0 0 0 0

兼任 名21
客7 客3 0 0 47 21 0 27

和暦 西暦 区分 教授
先任
准教
授

准教
授 講師 助教 助手

非常
勤講
師

非常
勤助
教

非常
勤助
手

嘱託
（非常

勤）

その
他

学部
長

研究
科長

平成20年
３月 2008

スポーツ
健康科学

部

専任 23 26 3 3 5 2 0 0 0 0 0

澤
木
啓
祐

米
田
継
武

兼任 名21
客7 4 0 0 0 0 55 2 19 0 30

スポーツ
健康科学
研究科

専任

兼任 客3 0 0 0 0 0 6 0 2 0 0

合計
専任 23 26 3 3 5 2 0 0 0 0 0

名21
客10 4 0 0 0 0 61 2 21 0 30

平成21年
３月 2009

スポーツ
健康科学

部

専任 26 22 8 0 4 4 0 0 0 0 0

兼任 名19
客13 5 0 0 0 0 56 4 13 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任

兼任 客4 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0

合計
専任 26 22 8 0 4 4 0 0 0 0 0

兼任 名19
客17 5 0 0 0 0 60 4 13 0 0
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和暦 西暦 区分 教授
先任
准教
授

准教
授 講師 助教 助手

非常
勤講
師

非常
勤助
教

非常
勤助
手

嘱託
（非常

勤）

その
他

学部
長

研究
科長

平成22年
３月 2010

スポーツ
健康科学

部

専任 25 25 5 0 3 5 0 0 0 0 0

野
川
春
夫

形
本
靜
夫

兼任 名18
客14 0 客6 0 0 0 62 6 12 0 0

スポーツ健康
科学研究科

専任
兼任 客3 0 客１ 0 0 0 3 0 0 0 0

合計
専任 25 25 5 0 3 5 0 0 0 0 0

兼任 名18
客17 0 客7 0 0 0 65 6 12 0 0

平成23年
３月 2011

スポーツ
健康科学

部

専任 24 21 5 0 6 4 0 0 0 0 0

兼任 名21
客15 0 客8 0 0 0 65 6 12 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任

兼任 客6 0 客2 0 0 0 4 0 0 0 0

合計
専任 24 21 5 0 6 4 0 0 0 0 0

兼任 名21
客21 0 客10 0 0 0 69 6 12 0 0

平成24年
３月 2012

スポーツ
健康科学

部

専任 4 20 5 1 7 7 0 0 0 0 0

兼任 名22
客17 0 客6 0 0 0 60 6 16 0 0

スポーツ健康
科学研究科

専任 18 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0
兼任 客6 0 客2 0 0 0 3 0 0 0 0

合計
専任 22 25 5 1 7 7 0 0 0 0 0

兼任 名22
客23 0 客8 0 0 0 63 6 16 0 0

平成25年
３月 2013

スポーツ
健康科学

部

専任 3 20 6 0 9 4 0 0 0 0 0

兼任 名22
客26 0 客5 0 0 0 63 8 23 0 0

スポーツ健康
科学研究科

専任 17 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0
兼任 客７ 0 客2 0 0 0 4 0 0 0 0

合計
専任 20 25 6 0 9 4 0 0 0 0 0

名22
客33 0 客7 0 0 0 67 8 23 0 0

平成26年
３月 2014

スポーツ
健康科学

部

専任 5 19 4 0 9 5 0 0 0 0 0

北
村
薫

兼任 名20
客27 0 客7 0 0 0 73 12 22 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 16 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

兼任 名1
客9 0 客2 0 0 0 5 0 0 0 0

合計
専任 21 25 4 0 9 5 0 0 0 0 0

兼任 名21
客36 0 客9 0 0 0 78 12 22 0 0

平成27年
３月 2015

スポーツ
健康科学

部

専任 4 18 5 1 14 6 0 0 0 0 0

島
内
憲
夫

内
藤
久
士

兼任 名18
客25 0 客7 0 0 0 76 11 19 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 17 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0

兼任 名1
客7 0 客2 0 0 0 4 0 0 0 0

合計
専任 21 24 6 1 14 6 0 0 0 0 0

兼任 名19
客32 0 客9 0 0 0 80 11 19 0 0

平成28年
３月 2016

スポーツ
健康科学

部

専任 5 17 9 1 18 8 0 0 0 0 0

加
納
實

兼任 名16
客27 0 客10 0 0 0 77 8 17 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 14 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0

兼任 名2
客6 0 客1 0 0 0 3 0 0 0 0

合計
専任 19 22 10 1 18 8 0 0 0 0 0

兼任 名18
客33 0 客11 0 0 0 80 8 17 0 0
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和暦 西暦 区分 教授
先任
准教
授

准教
授 講師 助教 助手

非常
勤講
師

非常
勤助
教

非常
勤助
手

嘱託
（非常

勤）

その
他

学部
長

研究
科長

平成29年
３月 2017

スポーツ
健康科学

部

専任 7 15 12 1 17 7 0 0 0 0 0

内
藤
久
士

内
藤
久
士

兼任 名15
客26 0 客７ 0 0 0 80 7 13 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 14 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0

兼任 名2
客5 0 客1 0 0 0 2 0 1 0 0

合計
専任 21 19 13 1 17 7 0 0 0 0 0

兼任 名17
客31 0 客8 0 0 0 82 7 14 0 0

平成30年
３月 2018

スポーツ
健康科学

部

専任 5 16 12 1 19 5 0 0 0 0 0

兼任 名15
客22 0 客7 0 0 0 76 12 11 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 15 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

兼任 名2
客7 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

合計
専任 20 21 12 1 19 5 0 0 0 0 0

兼任 名17
客29 0 客7 0 0 0 77 12 11 0 0

平成31年
３月 2019

スポーツ
健康科学

部

専任 5 16 12 1 18 6 0 0 0 0 0

兼任 名15
客19 0 客7 0 0 0 72 13 9 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 18 3 0 0 1 1 0 0 0 0 0

兼任 名2
客7 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

合計
専任 23 19 12 1 19 7 0 0 0 0 0

兼任 名17
客26 0 客7 0 0 0 73 13 9 0 0

令和２年
３月 2020

スポーツ
健康科学

部

専任 6 15 17 4 13 5 0 0 0 0 0

吉
村
雅
文

兼任 名12
客20 0 客７ 0 0 0 76 14 10 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 17 3 0 0 2 1 0 0 0 0 0

兼任 名3
客8 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

合計
専任 23 18 17 4 15 6 0 0 0 0 0

兼任 名15
客28 0 客7 0 0 0 77 14 10 0 0

令和３年
３月 2021

スポーツ
健康科学

部

専任 5 13 18 2 13 2 0 0 0 0 0

兼任 名12
客20 0 客7 0 0 0 72 8 10 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 17 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

兼任 名3
客17 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

合計
専任 22 15 18 2 13 2 0 0 0 0 0

兼任 名15
客37 0 客7 0 0 0 73 8 10 0 0

令和４年
３月 2022

スポーツ
健康科学

部

専任 4 13 18 0 15 2 0 0 0 0 0

吉
村
雅
文

兼任 名11
客18 0 客4 0 0 0 79 10 10 0 0

スポーツ
健康科学
研究科

専任 18 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

兼任 名3
客5 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

合計
専任 22 15 18 0 15 2 0 0 0 0 0

兼任 名14
客23 0 客4 0 0 0 80 10 10 0 0

　※名：名誉教授
　※客：客員教授
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名誉教授・教授
氏名 所属 就任 退任

名誉教授　さくらキャンパス開設以前

氏名 所属 就任 退任
東　俊郎 名誉教授（病理学）　 昭和49年４月 昭和62年１月

久内　武
名誉教授（体育学部） 昭和50年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成９年４月

南　右内
名誉教授（医学部進学課程） 昭和51年４月 平成６年３月
名誉教授（一般教育） 平成６年４月 平成20年10月

太田鐡男
名誉教授（体育学部） 昭和63年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成16年11月

教授一覧　さくらキャンパス開設以降　（併任発令除く）

氏名 所属 就任 退任
鈴木　弘 教授（医学部進学課程） 昭和63年度
黒田善雄 教授（体育学部） 平成元年度
渋谷　修 教授（体育学部） 平成２年度

大竹敏雄
教授（医学部進学課程） 昭和39年３月 平成２年３月
名誉教授（体育学部） 平成２年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成16年８月

山本武彦
教授（体育学部） 昭和43年４月 平成５年３月
名誉教授（体育学部） 平成５年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成21年９月

石河利寛

教授（体育学部） 昭和45年４月 昭和60年３月
客員教授（体育学部） 昭和60年４月 平成元年３月
名誉教授（体育学部） 平成元年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成25年５月

内村治子
教授（医学部進学課程） 昭和46年４月 平成元年３月
名誉教授（医学部進進課程） 平成元年４月 平成６年３月
名誉教授（一般教育） 平成６年４月 平成15年11月

千葉裕典
教授（体育学部） 昭和47年４月 平成３年３月
名誉教授（体育学部） 平成３年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成28年６月

清野武治
教授（体育学部） 昭和48年７月 平成４年３月
名誉教授（体育学部） 平成４年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成20年３月

帖佐寛章
教授（体育学部） 昭和48年７月 平成元年５月
客員教授（体育学部） 平成元年６月 平成８年３月
名誉教授（体育学部） 平成８年４月 現在

齊藤定雄
教授（体育学部） 昭和48年７月 平成５年３月
名誉教授（体育学部） 平成５年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 現在

髙垣東一郎
教授（体育学部） 昭和54年１月 平成４年３月
名誉教授（体育学部） 平成４年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成26年９月
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石田絢子
教授（体育学部） 昭和56年４月 平成３年３月
名誉教授（体育学部） 平成３年４月 平成８年６月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年７月 平成16年12月

小宮嘉久
教授（体育学部） 昭和58年11月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成11年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成11年４月 平成20年８月

山内　隆
教授（医学部進学課程） 昭和59年10月 平成６年３月
教授（医学部一般教育） 平成６年４月 平成13年３月
名誉教授（一般教育） 平成13年４月 現在

古賀苦住
教授（体育学部） 昭和61年１月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成９年３月
名誉教授（一般教育） 平成９年４月 令和元年５月

浪越信夫
教授（体育学部） 昭和61年４月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成９年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成９年４月 現在

山口正弘
教授（体育学部） 昭和61年４月 平成６年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成９年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成９年４月 平成25年３月

南谷和利

教授（体育学部） 昭和61年４月 平成６年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成12年３月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成12年４月 平成15年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成15年４月 平成26年11月

岡田光太郎
教授（医学部進学課程） 昭和62年２月 平成６年３月
教授（医学部一般教育） 平成６年４月 平成８年３月

吉村　章
教授（体育学部） 昭和62年２月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成11年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成11年４月 平成26年８月

狐崎直樹
教授（体育学部） 昭和62年２月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成６年３月

笠原嘉介
教授（体育学部） 昭和62年２月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成12年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成12年４月 平成15年７月

高橋俊哉
教授（体育学部） 昭和62年２月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成８年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成８年４月 令和３年７月

星野公夫
教授（体育学部） 昭和63年４月 平成６年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成14年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成14年４月 現在

稲本直樹 教授（医学部進学課程） 平成元年４月 平成６年３月

青木純一郎

教授（体育学部） 平成元年４月 平成７年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成７年４月 平成16年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成16年４月 平成21年３月
特任教授（スポーツ健康科学部） 平成20年４月 平成21年３月

鈴木克明
教授（体育学部） 平成２年４月 平成７年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成７年４月 平成10年３月
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池田黎太郎
教授（医学部進学課程） 平成２年５月 平成６年３月
教授（医学部一般教育） 平成６年４月 平成17年３月
名誉教授（一般教育） 平成17年３月 現在

朴　哲浩 客員教授（体育学部） 平成３年９月 平成４年９月

野原三洋子
教授（体育学部） 平成３年５月 平成７年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成７年４月 平成12年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成12年４月 平成27年２月

北森義明

教授（体育学部） 平成４年４月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成14年３月
教授（嘱託）大学院スポーツ健康科学研究科） 平成14年４月 平成15年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成14年４月 令和元年６月

田村　端
教授（体育学部） 平成４年４月 平成６年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成８年５月

大西暁志
教授（体育学部） 平成４年４月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成15年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成15年４ 現在

澤木啓祐

教授（体育学部） 平成４年４月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成21年３月
特任教授（スポーツ健康科学部） 平成21年４月 現在
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成21年４月 現在

伊藤政男
教授（体育学部） 平成４年４月 平成６年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成20年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成20年４月 現在

川合武司
教授（体育学部） 平成４年４月 平成６年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成16年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成16年４月 現在

宮下桂治
教授（体育学部） 平成４年４月 平成６年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成13年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成15年８月 平成20年３月

武井正子
教授（体育学部） 平成４年４月 平成５年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成15年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成15年４月 現在

秋山登代子 教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成14年３月
篠原俊行 教授（スポーツ健康科学部） 平成５年４月 平成18年３月

間宮聰夫

教授（スポーツ健康科学部） 平成５年10月 平成13年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成13年４月 平成15年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成18年４月 平成19年３月
客員教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成19年４月 平成19年12月

佐藤良男 教授（スポーツ健康科学部） 平成６年４月 平成10年３月

大津一義
教授（スポーツ健康科学部） 平成８年９月 平成23年３月
客員教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年10月 平成27年３月

岩井秀明
教授（スポーツ健康科学部） 平成８年９月 平成22年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成24年４月 現在

青山芳之 教授（スポーツ健康科学部） 平成９年４月 平成23年３月
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野川春夫

教授（スポーツ健康科学部） 平成10年４月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年10月 平成26年３月
特任教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成26年４月 現在
名誉教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成26年４月 現在
客員教授（国際教養学部） 令和３年４月 現在

中村勝二
教授（スポーツ健康科学部） 平成10年４月 平成23年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成23年１月 現在

浦井孝夫 教授（スポーツ健康科学部） 平成11年４月 平成19年３月

米田継武
教授（スポーツ健康科学部） 平成11年４月 平成22年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成22年４月 現在

三野大來 教授（スポーツ健康科学部） 平成11年10月 平成18年３月

吉儀　宏
教授（スポーツ健康科学部） 平成12年４月 平成22年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 平成22年４月 現在

須藤（望月）路子

教授（スポーツ健康科学部） 平成12年12月 令和３年３月
名誉教授（スポーツ健康科学部） 令和３年４月 現在
特任教授（保健医療学部） 令和３年４月 現在
特任教授（国際教養学部） 令和３年４月 現在

北村　薫

教授（スポーツ健康科学部） 平成12年12月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成27年３月
名誉教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成27年４月 現在
特任教授（国際教養学部） 平成27年４月 平成31年３月
特任教授（医療看護学部） 平成27年４月 平成31年３月

水野忠和 教授（スポーツ健康科学部） 平成14年１月 平成14年３月

久保田洋一
教授（スポーツ健康科学部） 平成14年４月 平成22年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成23年６月 令和３年３月

形本靜夫
教授（スポーツ健康科学部） 平成14年４月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成25年３月
名誉教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成25年４月 現在

河合祥雄
教授（スポーツ健康科学部） 平成14年４月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成27年３月
名誉教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成27年４月 現在

櫻庭景植

教授（スポーツ健康科学部） 平成14年４月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成30年３月
名誉教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成30年４月 現在
客員准教授（医学部） 平成30年４月 現在

阿部　裕 教授（スポーツ健康科学部） 平成14年４月 平成15年３月
小林淑一 教授（スポーツ健康科学部） 平成15年４月 平成23年３月

金子今朝秋
教授（スポーツ健康科学部） 平成15年11月 平成23年12月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年１月 平成24年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成24年６月 令和３年３月

加納　實
教授（スポーツ健康科学部） 平成15年11月 平成23年12月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年１月 平成28年３月
名誉教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成28年４月 現在

廣澤正孝
教授（スポーツ健康科学部） 平成15年11月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成29年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成29年４月 現在
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須田柳治 教授（スポーツ健康科学部） 平成16年２月 平成16年３月

青木　眞
教授（スポーツ健康科学部） 平成19年４月 平成20年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成20年４月 平成25年３月

中島宣行
教授（スポーツ健康科学部） 平成19年４月 平成23年12月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年１月 平成25年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成25年５月 平成29年３月

島内憲夫

教授（スポーツ健康科学部） 平成19年４月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成27年３月
特任教授（国際教養学部） 平成27年４月 令和３年３月
名誉教授（国際教養学部） 平成29年４月 現在

土屋　基 教授（スポーツ健康科学部） 平成19年７月 平成21年12月

濱野光之
教授（スポーツ健康科学部） 平成20年３月 平成23年12月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年４月 平成27年３月
特任教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成27年４月 現在

佐久間和彦
教授（スポーツ健康科学部） 平成20年５月 平成23年12月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年１月 平成29年３月

細見　修
教授（スポーツ健康科学部） 平成20年12月 平成23年12月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年１月 平成27年３月
客員教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成27年４月 令和３年３月

松元秀雄
教授（スポーツ健康科学部） 平成21年１月 平成21年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成21年４月 平成22年３月

鹿倉二郎
教授（スポーツ健康科学部） 平成21年４月 平成28年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成28年４月 現在

内藤久士
教授（スポーツ健康科学部） 平成21年７月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 現在

山岸明子

教授（医療短大） 平成９年７月 平成16年３月
教授（医療看護学部） 平成16年４月 平成22年３月
教授（スポーツ健康科学部） 平成22年４月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成26年３月

菅波盛雄
教授（スポーツ健康科学部） 平成22年10月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成31年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成31年４月 現在

竹内敏康
教授（スポーツ健康科学部） 平成23年２月 平成23年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成23年６月 平成24年３月

小笠原悦子
教授（スポーツ健康科学部） 平成23年４月 平成23年12月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成24年４月 現在

下村義夫
教授（スポーツ健康科学部） 平成23年４月 平成23年10月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成23年11月 平成27年３月

長登　健 教授（スポーツ健康科学部） 平成25年４月 現在

鈴木大地

教授（スポーツ健康科学部） 平成25年６月 平成27年９月
客員教授（スポーツ健康科学部） 平成27年10月 令和２年10月
特任教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 令和２年11月 令和３年３月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 令和３年４月 現在

吉村雅文 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成25年10月 現在
黒須　充 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成26年４月 令和４年３月
久保原禅 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成27年４月 現在
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氏名 所属 就任 退任

四方田清
教授（スポーツ健康科学部） 平成27年４月 令和２年３月
客員教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 令和２年４月 現在

采女智津江
教授（スポーツ健康科学部） 平成27年４月 令和２年３月
客員教授（スポーツ健康科学部） 令和２年４月 現在

廣津信義 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成27年10月 現在
廣瀬伸良 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成28年４月 現在

青木和浩
教授（スポーツ健康科学部） 平成28年４月 平成29年３月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成29年４月 現在

山崎一彦 教授（スポーツ健康科学部） 平成28年４月 現在

和氣秀文
教授（スポーツ健康科学部） 平成28年４月 平成29年３月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成29年４月 現在

柴田展人
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成29年４月 令和２年６月
教授（大学院医学研究科） 令和２年７月 現在

吉田和人
客員教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成29年４月 令和２年３月
教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 令和２年４月 現在

髙澤祐治 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成30年４月 現在
町田修一 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成30年４月 現在
中村　充 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成30年６月 現在
原田睦巳 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 平成30年６月 現在
井上（鯉川）なつえ 教授（スポーツ健康科学部） 令和元年10月 現在
黄田常嘉 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 令和２年７月 現在
鈴木良雄 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 令和２年４月 現在
水野基樹 教授（大学院スポーツ健康科学研究科） 令和２年４月 現在
大野早苗 教授（スポーツ健康科学部） 令和２年４月 現在
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委員会活動

委員会名称 発足年度など

教務委員会 常設委員会

研究委員会

常設委員会 
 
2018（平成30）年度に順天堂スポーツ科学研究編集委員会、累加測定委員会
と統合 
 
紀要編集委員会（2010（平成22）年度から順天堂スポーツ健康科学研究編集
委員会に委員会名変更）は2002（平成14）年度）～ 
　 
累加測定プロジェクト委員会（2001（平成13）年度から累加測定委員会に委
員会名称変更）は1995（平成7）年度～

就職委員会 常設委員会

教職委員会 常設委員会

広報委員会

常設委員会 
 
2005（平成17）年度に学生募集委員会から広報学生募集委員会に名称変更 
2018（平成30）年度に広報学生募集委員会から広報委員会に委員会名称変更

学生部委員会 常設委員会

環境委員会

常設委員会 
 
2005（平成17）年度に公害防止委員会・毒物劇物安全管理委員会・実験動物
委員会・生物環境調節管理委員会が統合し環境委員会となる 
 
実験動物委員会・生物環境調節装置管理委員会は1997（平成9）年度～

自己点検評価委員会 常設委員会

FD推進室

常設委員会 
 
1999（平成11）年度に学部教育開発室から教育技法開発室に変更 
2003（平成15）年度に教育技法開発室からFD推進室に変更 
2005（平成17）年度に公開講座プロジェクト委員会、授業の点検評価委員会
と統合 
公開講座プロジェクト委員会・授業の点検評価委員会は2002（平成14）年度
〜

学術メディアセンター運営委員会

常設委員会 
 
2016（平成28）年度に図書館運営委員会（さくらキャンパス分科会）から学
術メディアセンター運営委員会に名称変更

スポーツ医科学教育研究交流推進室 ～2001（平成13）年度

入試戦略協議会
1989（平成元）年度～ 
2011（平成23）年度に入試改善委員会から入試戦略協議会に名称変更

入試委員会 1989（平成元）年度～

委員会一覧
本資料は事業報告書に掲載されている内容を纏めたものである。
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委員会名称 発足年度など

幹部会
2021（令和3）年度に学科長会から幹部会に名称変更 

（学科長会は平成5年度～） 
2017（平成29）年度から学科長会がカリキュラム評価委員会を兼ねる

研究等倫理委員会 1995（平成7）年度～

教育職員人事委員会 2002（平成14）年度～

情報委員会

2002（平成14）年度～ 
2005（平成17）年度　情報ネットワーク管理委員会とマルチメディア教育シ
ステム運営委員会が統合し情報委員会となる 
2007（平成19）年度にホームページ委員会と統合

ハラスメント防止人権委員会
2002（平成14）年度～　 
2018（平成30）年度にセクシュアル・ハラスメント防止人権委員会からハラ
スメント防止人権委員会に変更

保健福祉委員会 2006（平成18）年度～

カリキュラム委員会 2008（平成20）年度～

学修支援委員会
2008（平成20）年度～ 
2017（平成29）年度に教務委員会と統合

キャリア・アップ支援委員会 2008（平成20）年度～2015（平成27）年度

社会連携推進室 2016（平成28）年度～

安全衛生委員会 2018（平成30）年度～

国際委員会 2018（平成30）年度～

SAKURA未来プロジェクト 2018（平成30）年度～2020（令和2）年度

オリンピック・パラリンピック準備委員会 2020（令和2）年度

学生相談室運営委員会 2021（令和3）年度～　学生部委員会から独立する

寮監会 2021（令和3）年度～

スポーツ推進支援センター運営委員会（さくら） 2021（令和3）年度～

動物実験等部門委員会 2021（令和3）年度～　
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事務組織の変遷

■昭和63（1988）年4月1日（事務責任者　事務長　上西 守夫）
事務室 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 16名 3名 3名 2名 2名 2名 4名 1名 34名
■平成元（1989）年4月1日（事務責任者　事務長　上西 守夫）

事務室 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 16名 3名 3名 2名 2名 2名 4名 1名 34名

■平成2（1990）年4月1日（事務責任者　事務長　上西 守夫）
事務室 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 14名 4名 3名 2名 2名 2名 4名 1名 33名

■平成3（1991）年4月1日（事務責任者　次長　石澤 正夫）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 13名 4名 3名 2名 2名 1名 4名 1名 31名
■平成4（1992）年4月1日（事務責任者　次長　石澤 正夫）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 13名 4名 3名 3名 3名 1名 4名 1名 33名

■平成5（1993）年4月1日（事務責任者　事務長　平木 敬二）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

2名 12名 4名 4名 3名 3名 2名 4名 1名 35名
■平成6（1994）年4月1日（事務責任者　事務長　平木 敬二）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 11名 3名 7名 3名 3名 2名 4名 1名 35名
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■平成7（1995）年4月1日（事務責任者　事務長　鈴木 勉）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 11名 3名 7名 3名 3名 2名 5名 1名 36名
■平成8（1996）年4月1日（事務責任者　事務長　鈴木 勉）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 10名 4名 6名 4名 3名 2名 5名 1名 36名

■平成9（1997）年4月1日（事務責任者　事務長　鈴木 勉）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 8名 4名 5名 4名 4名 2名 5名 1名 34名
■平成10（1998）年4月1日（事務責任者　事務長　鈴木 勉）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 8名 4名 5名 5名 4名 1名 5名 1名 34名

■平成11（1999）年4月1日（事務責任者　次長　事務長　中嶋 盛雄）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 6名 4名 6名 4名 3名 2名 5名 1名 32名
■平成12（2000）年4月1日（事務責任者　次長　事務長　中嶋 盛雄）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 5名 4名 7名 3名 3名 2名 5名 1名 31名

■平成13（2001）年4月1日（事務責任者　次長　事務長　中嶋 盛雄）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 5名 3名 5名 5名 4名 1名 6名 1名 31名
■平成14（2002）年4月1日（事務責任者　部長　東 文昭）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
0名 4名 3名 7名 4名 3名 2名 6名 2名 31名

■平成15（2003）年4月1日（事務責任者　部長　東 文昭）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

0名 3名 4名 3名 5名 3名 1名 6名 3名 28名
■平成16（2004）年4月1日（事務責任者　部長　東 文昭）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 4名 3名 5名 5名 3名 1名 6名 2名 30名

■平成17（2005）年4月1日（事務責任者　次長　川鍋 謙一）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

1名 4名 3名 7名 3名 3名 1名 6名 2名 30名
■平成18（2006）年4月1日（事務責任者　次長　川鍋 謙一）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
2名 5名 3名 10名 4名 4名 2名 7名 3名 40名

■平成19（2007）年4月1日（事務責任者　次長　川鍋 謙一）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

2名 3名 4名 11名 5名 4名 1名 6名 4名 40名
■平成20（2008）年4月1日（事務責任者　次長　川鍋 謙一）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
2名 5名 4名 9名 5名 8名 2名 7名 3名 45名

■平成21（2009）年4月1日（事務責任者　部長　川鍋 謙一）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

2名 5名 4名 9名 4名 3名 3名 5名 3名 38名



116 ………… 資料編 事務組織の変遷

■平成22（2010）年4月1日（事務責任者　次長　阿部 雄吉）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

3名 5名 5名 10名 4名 3名 2名 6名 3名 41名
■平成23（2011）年4月1日（事務責任者　部長　阿部 雄吉）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
3名 5名 4名 8名 5名 3名 2名 6名 2名 38名

■平成24（2012）年4月1日（事務責任者　部長　阿部 雄吉）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

3名 5名 5名 10名 5名 3名 2名 6名 2名 41名
■平成25（2013）年4月1日（事務責任者　部長　阿部 雄吉）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
3名 6名 5名 9名 6名 3名 2名 6名 2名 42名

■平成26（2014）年4月1日（事務責任者　部長　阿部 雄吉）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計

3名 7名 6名 9名 6名 3名 2名 5名 2名 43名
■平成27（2015）年4月1日（事務責任者　部長事務取扱者　久保 昌也）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 図書館 健康管理室 合計
1名 9名 6名 10名 6名 3名 2名 5名 2名 44名

■平成28（2016）年4月1日（事務責任者　部長　久保 昌也）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 学術メディアセンター 健康管理室 合計

2名 8名 5名 11名 4名 3名 2名 5名 3名 43名
■平成29（2017）年4月1日（事務責任者　部長　久保 昌也）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 学術メディアセンター 健康管理室 合計
3名 8名 5名 11名 4名 4名 2名 5名 3名 45名

■平成30（2018）年4月1日（事務責任者　部長事務取扱者　大竹 淳雅）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 学術メディアセンター 安全衛生管理室 合計

5名 6名 4名 11名 5名 4名 2名 4名 2名 43名
■平成31（2019）年4月1日（事務責任者　部長事務取扱者　大竹 淳雅）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 学術メディアセンター 安全衛生管理室 合計
4名 7名 5名 10名 5名 3名 2名 4名 2名 42名

■令和2（2020）年4月1日（事務責任者　部長事務取扱者　大竹 淳雅）
事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 学術メディアセンター 安全衛生管理室 合計

5名 6名 6名 11名 7名 4名 2名 5名 3名 49名
■令和3（2021）年4月1日（事務責任者　部長事務取扱者　大竹 淳雅）

事務部 庶務課 会計課 教務課 就職課 学生課 学寮課 学術メディアセンター 安全衛生管理室 合計
4名 7名 6名 11名 7名 4名 3名 4名 3名 49名
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企業就職内定先内訳の変遷

昭和63（1988）年度 平成14（2002）年度 平成30（2018）年度
(スポーツ関連） (スポーツ関連） (スポーツ関連）

愛知県スポーツ振興事業団 アシックス エスエスケイ
アシックス アディダスジャパン JR東日本スポーツ
NASスポーツクラブ エスエスケイ セントラルスポーツ
日産スポーツプラザ セントラルスポーツ ティップネス

（医療・福祉関連） デサント （医療・福祉関連）
大塚製薬 東急スポーツオアシス アストラゼネカ

（金融関連） ニューバランスジャパン グラクソ・スミスクライン
朝日生命保険 （医療・福祉関連） 佐藤製薬
オリエントファイナンス 鐘紡 テルモ
大和銀行 資生堂 （金融関連）
日本生命保険 筑波記念病院 筑波銀行

（情報・IT関連） （情報・IT関連） 三井住友銀行
NTT関東 IBM 三菱UFJモルガンスタンレー証券
NTT東海 NTT （情報・IT関連）
富士通 日本電気 インテック
富士通山梨 富士通 富士通

（サービス・流通関連） （サービス・流通関連） （サービス・流通関連）
金沢名鉄丸越百貨店 イトーヨーカ堂 ANAエアポートサービス
全日空エンタープライズ エイチ・アイ・エス コカ・コーラボトラーズジャパン
千都日産モーター オリエンタルランド JTB
東京YMCA 近畿日本ツーリスト セブン・イレブン・ジャパン
ホテルメトロポリタン 新東京国際空港公団 東京急行電鉄

（製造業その他） セブン－イレブン・ジャパン 日本ホテル
大阪電業社 三越 星野リゾート
川崎製鉄 （マスコミ・広告関連） リゾートトラスト
クリヤマ 読売広告社 （マスコミ・広告関連）
航空自衛隊 （製造業その他） 電通
コスモスライフ 積水化学工業 博報堂アイスタジオ
三陽商会 総合警備保障 フジテレビジョン
住友金属工業 トヨタ自動車 マイナビ
セコム 日本食研 （製造業その他）
豊田工機 日本マクドナルド 大成建設
日本電気ホームエレクトロニクス 東日本旅客鉄道 日本ペイント
日本たばこ産業 富士写真フィルム 三井不動産リアルティ
日新製糖 本田技研 ユーグレナ
日本光器製作所 三菱化学

明治乳業
明治製菓
リクルート

＊卒業時に内定報告のあった主な企業（抜粋）～法人格省略
＊企業名は内定取得当時の社名をそのまま使用
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卒業後の進路状況

年度　
　進路

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
S63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 H31・R1 2 3

大学 5 1 2 2 1 2 3
高等学校 32 33 22 43 46 66 57 16 16 9 25 26 18 28 19 25 8 8 15 19 24 23 22 22 19 22 20 17 9 8 15 11 12
中学校 15 13 10 6 24 23 18 8 7 7 3 6 5 6 6 13 16 10 19 20 13 16 22 25 38 27 25 18 24 14 18 18 31
小学校 5 4 2 4 4 10 5 1 1 2  3 3 3 3 2 5 2 16 2 12 17 18 22 18 17 14 19 23 26 13 13
養護学校 8 4 6 12 14 7 10 4 15 6 9 7 15 13 15 18 20 12 12 18 25 31 31 31 32 32 33 36 28 22 17 18 25
専門学校 3 2 2 3
幼稚園 1 1 3 1 1 1 1 1
その他 1 1
教員計 61 59 41 66 90 110 90 30 41 23 40 43 47 50 43 59 46 35 48 73 64 82 92 96 111 100 98 86 80 68 77 61 82 0
企業 48 52 66 83 106 107 99 130 139 168 131 166 150 164 144 163 154 167 167 150 162 149 132 129 134 143 149 161 173 188 178 190 225
スポーツクラブ 5 4 3 5 2
公務員 7 7 15 9 15 19 7 15 15 13 13 8 11 9 12 16 16 12 13 23 30 21 18 21 31 23 20 22 25 22 21 22 31
法人関係＊1 26 .
社会体育 10 6 2 5 6 3
自営 1 2 1 1 2 2 5 4 7 1 2 1 8 4 2 2 1 3 2 4 4
その他＊2 1 1 19 1 1 1 19 1 1 1 1
就職者計 132 131 129 169 238 239 226 178 219 204 189 225 209 223 200 238 219 215 228 246 256 252 250 250 278 268 267 269 279 281 278 277 342 0
進学 11 14 21 23 29 33 39 40 40 48 40 38 49 55 55 52 50 56 40 39 50 51 44 64 32 44 36 47 40 28 33 30 42
就業未定 57 21 38 25 27 30 40 64 22 45 40 21 19 11 18 19 11 8 2 2 1 1 2 1 1 2
その他＊3 2 3 1 10 6 10 30 23 3 11 10 7 9 1 5 4 6 6 8 5 10 8 18 6 12 9 16 11 18
合計 145 145 150 195 268 272 265 285 286 300 284 313 291 329 329 319 323 312 294 308 323 327 321 330 328 322 323 323 332 320 328 319 404 0

＊1：財団法人、社団法人、社会福祉、医療法人・病院   ＊2：青年海外協力隊他   ＊3：自宅研修・非就職

＊～1991（平成３）年度：就職委員会資料より抜粋。1992（平成４）年度～：学校法人順天堂事業報告による。
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年度　
　進路

1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
S63 H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 H31・R1 2 3

大学 5 1 2 2 1 2 3
高等学校 32 33 22 43 46 66 57 16 16 9 25 26 18 28 19 25 8 8 15 19 24 23 22 22 19 22 20 17 9 8 15 11 12
中学校 15 13 10 6 24 23 18 8 7 7 3 6 5 6 6 13 16 10 19 20 13 16 22 25 38 27 25 18 24 14 18 18 31
小学校 5 4 2 4 4 10 5 1 1 2  3 3 3 3 2 5 2 16 2 12 17 18 22 18 17 14 19 23 26 13 13
養護学校 8 4 6 12 14 7 10 4 15 6 9 7 15 13 15 18 20 12 12 18 25 31 31 31 32 32 33 36 28 22 17 18 25
専門学校 3 2 2 3
幼稚園 1 1 3 1 1 1 1 1
その他 1 1
教員計 61 59 41 66 90 110 90 30 41 23 40 43 47 50 43 59 46 35 48 73 64 82 92 96 111 100 98 86 80 68 77 61 82 0
企業 48 52 66 83 106 107 99 130 139 168 131 166 150 164 144 163 154 167 167 150 162 149 132 129 134 143 149 161 173 188 178 190 225
スポーツクラブ 5 4 3 5 2
公務員 7 7 15 9 15 19 7 15 15 13 13 8 11 9 12 16 16 12 13 23 30 21 18 21 31 23 20 22 25 22 21 22 31
法人関係＊1 26 .
社会体育 10 6 2 5 6 3
自営 1 2 1 1 2 2 5 4 7 1 2 1 8 4 2 2 1 3 2 4 4
その他＊2 1 1 19 1 1 1 19 1 1 1 1
就職者計 132 131 129 169 238 239 226 178 219 204 189 225 209 223 200 238 219 215 228 246 256 252 250 250 278 268 267 269 279 281 278 277 342 0
進学 11 14 21 23 29 33 39 40 40 48 40 38 49 55 55 52 50 56 40 39 50 51 44 64 32 44 36 47 40 28 33 30 42
就業未定 57 21 38 25 27 30 40 64 22 45 40 21 19 11 18 19 11 8 2 2 1 1 2 1 1 2
その他＊3 2 3 1 10 6 10 30 23 3 11 10 7 9 1 5 4 6 6 8 5 10 8 18 6 12 9 16 11 18
合計 145 145 150 195 268 272 265 285 286 300 284 313 291 329 329 319 323 312 294 308 323 327 321 330 328 322 323 323 332 320 328 319 404 0

＊1：財団法人、社団法人、社会福祉、医療法人・病院   ＊2：青年海外協力隊他   ＊3：自宅研修・非就職
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教員免許取得者数

年度 （西暦）
中学校一級/高等学校二級 養護学校二級 高等学校一級

合計 体育 科目生 合計 種別 体育 合計 院

昭和63年度 1988 136 135 1 40 ― 40 7 7

中学校教諭一種/高等学校教諭一種 養護学校教諭二種 高等学校教諭
専修

合計 体育 科目生 合計 種別 体育 合計 院

平成元年度 1989 132 132 0 50 ― 50 11 11

平成2年度 1990 122 122 0 37 ― 37 5 5

平成3年度 1991 166 166 0 51 ― 51 11 11

中学校教諭一種/高等学校教諭一種 養護学校教諭二種 中・高専修

合計 体育 科目生 合計 種別 体育 健 科目生 合計 院

平成4年度 1992 202 202 0 60 ― 60 12 12

平成5年度 1993 192 133 59 0 49 ― 20 29 10 10

平成6年度 1994 201 139 62 0 66 ― 22 44 4 4

平成7年度 1995 219 147 69 3 85 ― 26 58 1 10 10

中・高保健体育一種 養護学校教諭一種/養護学校教諭二種 中・高専修

合計 ス マ 健 科目生 特支 種別 ス マ 健 科目生 合計 院

平成8年度 1996 146 82 4 58 2 66
Ⅰ 10 0 41 1

17 17
Ⅱ 12 0 1 1

平成9年度 1997 147 90 0 55 2 66
Ⅰ 16 0 37 4

15 15
Ⅱ 6 0 2 1

平成10年度 1998 162 87 2 67 6 88
Ⅰ 20 0 57 3

12 12
Ⅱ 7 0 0 1

平成11年度 1999 200 117 6 73 4 87
Ⅰ 22 0 53 1

12 12
Ⅱ 11 0 0 0

平成12年度 2000 176 98 7 67 4 79
Ⅰ 17 0 52 3

11 11
Ⅱ 5 0 1 1

平成13年度 2001 170 110 3 56 1 89
Ⅰ 29 0 55 3

16 16
Ⅱ 1 0 0 1

平成14年度 2002 217 136 11 65 5 120
Ⅰ 52 3 62 0

13 13
Ⅱ 2 0 0 1

平成15年度 2003 214 127 11 73 3 95
Ⅰ 23 3 60 2

27 27
Ⅱ 5 1 0 1

平成16年度 2004 204 133 10 60 1 105
Ⅰ 46 0 51 1

12 12
Ⅱ 6 0 0 1

保健体育／特別支援学校教員免許取得者/養護教諭教員免許取得者/専修免許取得者
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平成17年度 2005 226 148 15 62 1 96
Ⅰ 37 2 52 1

7 7
Ⅱ 3 0 0 1

平成18年度 2006 195 117 15 60 3 79
Ⅰ 23 6 49 0

7 7
Ⅱ 1 0 0 0

中・高保健体育一種 特別支援学校一種 中・高専修

合計 ス マ 健 科目生 合計 種別 ス マ 健 科目生 合計 院

平成19年度 2007 219 135 17 67 0 58 ― 20 3 34 1 23 23

平成20年度 2008 218 142 17 58 1 65 ― 26 4 35 0 23 23

中・高保健体育一種 特別支援学校一種 養護教諭一種 中・高専修

合計 ス マ 健 科目生 合計 種別 ス マ 健 科目生 合計 ス マ 健 科目生 合計 院

平成21年度 2009 205 126 25 53 1 73 ― 31 7 35 0 9 0 0 9 0 12 12

平成22年度 2010 217 134 29 53 1 52 ― 14 2 35 1 6 0 0 6 0 12 12

平成23年度 2011 226 142 26 58 0 57 ― 18 5 34 0 5 0 0 5 0 22 22

平成24年度 2012 232 151 31 50 0 48 ― 18 1 29 0 13 0 0 13 0 16 16

平成25年度 2013 249 167 23 59 0 59 ― 19 2 38 0 12 0 0 12 0 24 24

平成26年度 2014 220 148 18 54 0 64 ― 33 0 31 0 11 0 0 11 0 14 14

平成27年度 2015 215 145 15 55 0 73 ― 32 0 41 0 11 0 0 11 0 16 16

平成28年度
　 2016 225 144 26 55 0 67 ― 29 1 37 0 7 0 0 7 0 16 16

平成29年度
　 2017 197 127 18 52 0 66 ― 31 0 35 0 7 0 0 7 0 27 27

平成30年度 2018 194 130 14 50 0 76 ― 41 2 33 0 7 0 0 7 0 20 20

令和元年度 2019 194 128 15 51 0 75 ― 39 0 36 0 7 0 0 7 0 16 16

令和2年度 2020 239 176 8 55 0 74 ― 42 1 31 0 7 0 0 7 0 19 19

合  計 6477 2981 360 1286 25 2315 ― 676 43 919 19 102 0 0 102 0 479 479
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学部・研究科の沿革（年表）

西暦 
（和暦）

理
事
長

学
長

副
学
長

さくらキャンパス 学部長 スポーツ健康科学部 研究科長 スポーツ健康科学研究科 社会

1986年
（昭和61年） 東

健
彦

宮
崎
寛
明

順天堂創立150周年記念事業組織委員会設置 
体育学部の新キャンパスを千葉県印旛郡
印旛村に決定 
建設着工

千葉久三 千葉久三

1987年
（昭和62年）

黒田善雄 黒田善雄1988年
（昭和63年）

懸
田
克
躬

石
井
昌
三

さくらキャンパス竣工式（2月28日） 
東俊郎胸像建立（8月17日）

第24回オリンピック競技大会（1988／ソウル） 
　鈴木大地（100m背泳ぎ金メダル） 
SEOUL PARALYMPICS 
第15回オリンピック冬季競技大会（1988/カルガリー） 
第4回国際身体障害者冬季競技大会 （インスブルック）

1989年
（平成元年）

入学定員を体育学科200名、
健康学科80名に変更 元号が平成に（1月8日）

1990年
（平成2年）

高橋俊哉 高橋俊哉

東西ドイツ統一

1991年
（平成3年）

体育学部父兄会から体育学部さくら会に
改称

体育学部女子1期生入学（体育学科36名、
健康学科20名） バブル経済崩壊

1992年
（平成4年）

石
井
昌
三

第２体育館竣工

第25回オリンピック競技大会（1992／バルセロナ） 
バルセロナ1992パラリンピック競技大会 
第16回オリンピック冬季競技大会（1992/アルベールビル） 
アルベールビル1992パラリンピック冬季競技大会

1993年
（平成5年）

体育学部さくら会から順天堂大学さくら会
に改称

体育学部をスポーツ健康科学部に
改組・改称し、スポーツ科学科、
スポーツマネジメント学科、健康学科の
3学科を設置 
収容定員1120名（入学定員：スポ120名、
マネ80名、健康80名）

Jリーグ開幕

1994年
（平成6年） 山

下
辰
久

第17回オリンピック冬季競技大会（1994/リレハンメル） 
リレハンメル 1994 パラリンピック冬季競技大会

1995年
（平成7年）

阪神淡路大震災 
地下鉄サリン事件

1996年
（平成8年）

片
山
仁 北森義明

最後の体育学部卒業式（3月）

青木純一郎

第26回オリンピック競技大会（1996／アトランタ） 
アトランタ 1996 パラリンピック競技大会

1997年
（平成9年） 啓心寮創設50周年記念式典 編入学制度導入 体育学研究科をスポーツ健康科学研究科

に改称
1998年

（平成10年）
学部卒業生の保護者の会として桜順会設
立（8月）

第18回オリンピック冬季競技大会（1998/長野） 
長野1998パラリンピック冬季競技大会

1999年
（平成11年）

2000年
（平成12年）

小
川
秀
興

博士後期課程設置（入学定員４名） 第27回オリンピック競技大会（2000／シドニー） 
シドニー2000パラリンピック競技大会

2001年
（平成13年） 青木純一郎

入学定員をスポーツ科学科140名、
スポーツマネジメント学科70名、
健康学科70人に変更 
科目等履修生制度創設 
カリキュラム変更

博士前期課程入試において社会人入試を
導入 アメリカ同時多発テロ
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西暦 
（和暦）

理
事
長

学
長

副
学
長

さくらキャンパス 学部長 スポーツ健康科学部 研究科長 スポーツ健康科学研究科 社会

1986年
（昭和61年） 東

健
彦

宮
崎
寛
明

順天堂創立150周年記念事業組織委員会設置 
体育学部の新キャンパスを千葉県印旛郡
印旛村に決定 
建設着工

千葉久三 千葉久三

1987年
（昭和62年）

黒田善雄 黒田善雄1988年
（昭和63年）

懸
田
克
躬

石
井
昌
三

さくらキャンパス竣工式（2月28日） 
東俊郎胸像建立（8月17日）

第24回オリンピック競技大会（1988／ソウル） 
　鈴木大地（100m背泳ぎ金メダル） 
SEOUL PARALYMPICS 
第15回オリンピック冬季競技大会（1988/カルガリー） 
第4回国際身体障害者冬季競技大会 （インスブルック）

1989年
（平成元年）

入学定員を体育学科200名、
健康学科80名に変更 元号が平成に（1月8日）

1990年
（平成2年）

高橋俊哉 高橋俊哉

東西ドイツ統一

1991年
（平成3年）

体育学部父兄会から体育学部さくら会に
改称

体育学部女子1期生入学（体育学科36名、
健康学科20名） バブル経済崩壊

1992年
（平成4年）

石
井
昌
三

第２体育館竣工

第25回オリンピック競技大会（1992／バルセロナ） 
バルセロナ1992パラリンピック競技大会 
第16回オリンピック冬季競技大会（1992/アルベールビル） 
アルベールビル1992パラリンピック冬季競技大会

1993年
（平成5年）

体育学部さくら会から順天堂大学さくら会
に改称

体育学部をスポーツ健康科学部に
改組・改称し、スポーツ科学科、
スポーツマネジメント学科、健康学科の
3学科を設置 
収容定員1120名（入学定員：スポ120名、
マネ80名、健康80名）

Jリーグ開幕

1994年
（平成6年） 山

下
辰
久

第17回オリンピック冬季競技大会（1994/リレハンメル） 
リレハンメル 1994 パラリンピック冬季競技大会

1995年
（平成7年）

阪神淡路大震災 
地下鉄サリン事件

1996年
（平成8年）

片
山
仁 北森義明

最後の体育学部卒業式（3月）

青木純一郎

第26回オリンピック競技大会（1996／アトランタ） 
アトランタ 1996 パラリンピック競技大会

1997年
（平成9年） 啓心寮創設50周年記念式典 編入学制度導入 体育学研究科をスポーツ健康科学研究科

に改称
1998年

（平成10年）
学部卒業生の保護者の会として桜順会設
立（8月）

第18回オリンピック冬季競技大会（1998/長野） 
長野1998パラリンピック冬季競技大会

1999年
（平成11年）

2000年
（平成12年）

小
川
秀
興

博士後期課程設置（入学定員４名） 第27回オリンピック競技大会（2000／シドニー） 
シドニー2000パラリンピック競技大会

2001年
（平成13年） 青木純一郎

入学定員をスポーツ科学科140名、
スポーツマネジメント学科70名、
健康学科70人に変更 
科目等履修生制度創設 
カリキュラム変更

博士前期課程入試において社会人入試を
導入 アメリカ同時多発テロ
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2002年
（平成14年）

小
川
秀
興

カリキュラム変更 
スポーツ科学科にコース制（スポーツ
医科学、コーチング科学）を導入 
精神保健福祉士養成課程開始

第19回オリンピック冬季競技大会（2002/ソルトレークシティー） 
ソルトレーク2002パラリンピック冬季競技大会 
日韓サッカーワールドカップ

2003年
（平成15年） カリキュラム変更 日本初の博士（スポーツ健康科学）が

誕生

2004年
（平成16年）

小
川
秀
興

青
木
純
一
郎

医療看護学部がさくらキャンパスで
月曜日の授業を開始 
3キャンパス統一の図書館業務システムを
導入。 
第1回順天堂大学スポーツ健康科学部国
際シンポジウム開催

澤木啓祐

カリキュラム変更

米田継武

第28回オリンピック競技大会（2004／アテネ） 
　米田功、冨田洋之、鹿島丈博（体操男子団体総合金メダル） 
アテネ2004パラリンピック競技大会

2005年
（平成17年）

スポーツ健康医科学研究所の設置
（ハイテクリサーチセンター整備事業） 
サッカー場人工芝化（文部科学省教育装
置補助金助成事業） 
文京区（東京都）との連携協定を
締結（4月22日）

スポーツ科学科の入学定員を
190名に変更 
AO入試の導入

2006年
（平成18年） スポーツ健康医科学研究所竣工

博士前期課程の入学定員を61名に変更 
博士前期課程において本郷・お茶の水
クラス創設

第20回オリンピック冬季競技大会（2006/トリノ） 
トリノ 2006 パラリンピック冬季競技大会

2007年
（平成19年） カリキュラム変更

2008年
（平成20年）

木
南
英
紀

北京体育大学と国際交流協定を締結

カリキュラム変更 
正課教育内でのキャリア教育開始 
養護教諭免許課程開始 
玉川大学特別協定プログラム（小学校
教諭2種免許課程）開始

リーマンショック 
第29回オリンピック競技大会（2008／北京） 
北京2008パラリンピック競技大会

2009年
（平成21年）

野川春夫 形本靜夫

2010年
（平成22年）

カリキュラム変更 
学科を越えたゼミナール選択の
一部自由化 
センター試験を利用した入試の導入 
一般入試における実技試験の廃止

博士後期課程の入学定員を10名に変更

所在地の印旛村が本埜村、印西市と合併して 
印西市に（3月23日） 
第21回オリンピック冬季競技大会（2010/バンクーバー） 
バンクーバー2010パラリンピック冬季競技大会

2011年
（平成23年）

博士前期課程において早期履修制度
（学部4年生対象）を導入 東日本大震災発生

2012年
（平成24年）

佐倉市（千葉県）との連携協定を
締結（10月23日）

カリキュラム変更 
博士前期課程において専攻領域を専攻系
に変更 
博士前期・後期課程において早期修了
制度導入

第30回オリンピック競技大会（2012/ロンドン） 
ロンドン2012パラリンピック競技大会

2013年
（平成25年）

順天堂創立175周年 
啓友会館竣工 
成田市（千葉県）との連携協定を
締結（12月10日） 
酒々井町（千葉県）との連携協定を
締結（12月26日） 
白井市（千葉県）との連携協定を
締結（12月26日）

学納金減額154万円→135万円（入学金含） 北村薫 博士前期課程において専攻系を廃止 
カリキュラム変更
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2002年
（平成14年）

小
川
秀
興
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2004年
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小
川
秀
興

青
木
純
一
郎
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（ハイテクリサーチセンター整備事業） 
サッカー場人工芝化（文部科学省教育装
置補助金助成事業） 
文京区（東京都）との連携協定を
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南
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紀
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2014年
（平成26年）

小
川
秀
興

木
南
英
紀

印西市（千葉県）との連携協定を
締結（1月24日） 
三島市（静岡県）との連携協定を
締結（1月30日） 
習志野市（千葉県）との連携協定を
締結（2月12日） 
栄町（千葉県）との連携協定を
締結（3月26日） 
東郷町（愛知県）との連携協定を
締結（4月2日）　　 
女性スポーツ研究センター設立（8月1日） 
サッカー場人工芝張替 
ラグビー場人工芝化 
図書館分館2階にラーニング・コモンズ
スペースを設置

島内憲夫 CAP制導入

内藤久士

第22回オリンピック冬季競技大会（2014/ソチ） 
ソチ 2014 パラリンピック冬季競技大会

2015年
（平成27年）

国際教養学部一般体育科目授業開始 
浦安市（千葉県）との連携協定を
締結（11月17日） 
陸上競技場改修（ウレタン舗装）

加納實 カリキュラム変更 
推薦入試における実技試験の廃止 スポーツ庁設置（初代長官に鈴木大地）

2016年
（平成28年）

新
井
一

富里市（千葉県）との連携協定を
締結（11月24日） 
図書館分館からさくらキャンパス学術
メディアセンターに改称

内藤久士

 
教員志望に特化した入試を導入 
英語資格・検定試験を利用した
入試を導入

熊本地震発生 
第31回オリンピック競技大会（2016/リオデジャネイロ） 
　田中佑典、加藤凌平（体操男子団体総合金メダル） 
リオ2016パラリンピック競技大会

2017年
（平成29年）

OGAWA GYMNASTICS ARENA（新体操
競技場）竣工 
女子寮（啓心寮 西寮A）竣工 
健康管理室から安全衛生管理室に改称

収容定員を1640名に変更
（入学定員：スポ250名、マネ80名、健康80名） 
一般入試（高得点2科目方式）の導入 
センター利用入試（後期）の導入

2018年
（平成30年）

クロスカントリーコース整備 
スポーツクリニック開設

第23回オリンピック冬季競技大会（2018/平昌） 
平昌2018パラリンピック冬季競技大会

2019年
（令和元年）

保健医療学部一般体育科目授業開始 
スポーツクリニック（婦人科相談）開始

吉村雅文

カリキュラム変更 元号が令和に（5月1日） 
令和元年房総半島台風が上陸、激甚災害に指定

2020年
（令和2年）

Web会議システムを用いた遠隔授業を導入 
健診システム（HM-neo）導入

同窓会（啓友会）創立60周年 
大学入学者選抜改革に伴う大幅な入試変
更（総合型選抜・学校推薦型選抜・一般
選抜）

新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大により
非常事態宣言発令 
東京オリンピック・パラリンピック競技大会の延期

2021年
（令和3年）

スポーツ健康医科学推進機構を設置（4月） 
女子寮（啓心寮 西寮B）・講義棟（3号館）竣工

体育学部の開設から70周年 
スポーツ健康科学部を改組して
３学科制から１学科６コース制
スポーツ健康科学科を設置

（収容定員2400名）

吉村雅文 体育学研究科の開設から50周年

第32回オリンピック競技大会（2020／東京） 
　�橋本大輝（体操男子団体銀メダル、体操男子個人総合金メダル、

体操男子種目別鉄棒金メダル） 
萱和磨（体操男子団体銀メダル、体操男子種目別 
あん馬銅メダル） 
谷川航（体操男子団体銀メダル） 
三浦龍司（陸上男子3000m障害7位入賞）

東京2020パラリンピック競技大会 
　宇城元（パワーリフティング７２kg級６位入賞） 
　山﨑晃裕（陸上男子やり投げ７位入賞）

資料編 学部・研究科の沿革 …………  127

2014年
（平成26年）

小
川
秀
興

木
南
英
紀

印西市（千葉県）との連携協定を
締結（1月24日） 
三島市（静岡県）との連携協定を
締結（1月30日） 
習志野市（千葉県）との連携協定を
締結（2月12日） 
栄町（千葉県）との連携協定を
締結（3月26日） 
東郷町（愛知県）との連携協定を
締結（4月2日）　　 
女性スポーツ研究センター設立（8月1日） 
サッカー場人工芝張替 
ラグビー場人工芝化 
図書館分館2階にラーニング・コモンズ
スペースを設置

島内憲夫 CAP制導入

内藤久士

第22回オリンピック冬季競技大会（2014/ソチ） 
ソチ 2014 パラリンピック冬季競技大会

2015年
（平成27年）

国際教養学部一般体育科目授業開始 
浦安市（千葉県）との連携協定を
締結（11月17日） 
陸上競技場改修（ウレタン舗装）

加納實 カリキュラム変更 
推薦入試における実技試験の廃止 スポーツ庁設置（初代長官に鈴木大地）

2016年
（平成28年）

新
井
一

富里市（千葉県）との連携協定を
締結（11月24日） 
図書館分館からさくらキャンパス学術
メディアセンターに改称

内藤久士

 
教員志望に特化した入試を導入 
英語資格・検定試験を利用した
入試を導入

熊本地震発生 
第31回オリンピック競技大会（2016/リオデジャネイロ） 
　田中佑典、加藤凌平（体操男子団体総合金メダル） 
リオ2016パラリンピック競技大会

2017年
（平成29年）

OGAWA GYMNASTICS ARENA（新体操
競技場）竣工 
女子寮（啓心寮 西寮A）竣工 
健康管理室から安全衛生管理室に改称

収容定員を1640名に変更
（入学定員：スポ250名、マネ80名、健康80名） 
一般入試（高得点2科目方式）の導入 
センター利用入試（後期）の導入

2018年
（平成30年）

クロスカントリーコース整備 
スポーツクリニック開設

第23回オリンピック冬季競技大会（2018/平昌） 
平昌2018パラリンピック冬季競技大会

2019年
（令和元年）

保健医療学部一般体育科目授業開始 
スポーツクリニック（婦人科相談）開始

吉村雅文

カリキュラム変更 元号が令和に（5月1日） 
令和元年房総半島台風が上陸、激甚災害に指定

2020年
（令和2年）

Web会議システムを用いた遠隔授業を導入 
健診システム（HM-neo）導入

同窓会（啓友会）創立60周年 
大学入学者選抜改革に伴う大幅な入試変
更（総合型選抜・学校推薦型選抜・一般
選抜）

新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大により
非常事態宣言発令 
東京オリンピック・パラリンピック競技大会の延期

2021年
（令和3年）

スポーツ健康医科学推進機構を設置（4月） 
女子寮（啓心寮 西寮B）・講義棟（3号館）竣工

体育学部の開設から70周年 
スポーツ健康科学部を改組して
３学科制から１学科６コース制
スポーツ健康科学科を設置

（収容定員2400名）

吉村雅文 体育学研究科の開設から50周年

第32回オリンピック競技大会（2020／東京） 
　�橋本大輝（体操男子団体銀メダル、体操男子個人総合金メダル、

体操男子種目別鉄棒金メダル） 
萱和磨（体操男子団体銀メダル、体操男子種目別 
あん馬銅メダル） 
谷川航（体操男子団体銀メダル） 
三浦龍司（陸上男子3000m障害7位入賞）

東京2020パラリンピック競技大会 
　宇城元（パワーリフティング７２kg級６位入賞） 
　山﨑晃裕（陸上男子やり投げ７位入賞）



1
5

2

3 4
87

6

10

9

13

11
12

24

23

29

262031

25
21

22 28
30

27

18 16 17

19

1415

1F 2F

印旛門

調整池

守衛室

泰然の庭

桜坂

酒々井段

東門

↓ 至京成酒々井駅

32

順天堂大学さくらキャンパス構内図

教育・研究・厚生施設等

	 1号館
	 2号館
	 3号館 
	 スポーツ健康医科学研究所
	 学術メディアセンター（図書館）
	 学生会館
	 女性スポーツ研究センター（学生会館内）
	 啓友会館
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運動施設

第1体育館14～19
	 バレーボール館
	 バスケットボール館
	 トレーニングセンター
	 柔道場・剣道場
	 コスモホール
	 第2コスモホール
	 第2体育館
	 陸上競技場
	 投てき練習場
	 サッカー場
	 ラクビー場
	 プレイグラウンド
	 ハンドボールコート
	 屋内プール
	 テニスコート（新体育館・プール予定地）
	 クラブハウスA
	 体操競技場（OGAWA GYMNASTICS ARENA）
	 屋内テニスコート
	 テニスコート
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14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
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学生寮

	 啓心寮（東寮）
	 啓心寮（北寮）
	 啓心寮（南寮）
	 啓心寮（西寮A）
	 啓心寮（西寮B）
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10
11
12
13

編集後記
　
　スポーツ健康科学部とスポーツ健康科学研究科は、70周年と50周年の節目を迎え、歴史の転換
点に立っています。
　スポーツ健康科学部では、体育指導者の養成という体育学部設置以来の伝統を大切にしながら
も、学生の多様なニーズやスポーツと健康を取り巻く社会環境の変化に応えるべく、本年度から
入学定員を600人に増員するとともに、1学部3学科（スポーツ科学科、スポーツマネジメント学科、
健康学科）から1学部1学科（スポーツ健康科学科）へと改組しました。スポーツ健康科学研究科
では、博士課程を設置し、また、社会人や留学生も学びやすい環境の充実に取り組んできました
が、学部改組に連携した改革が必要になるでしょう。
　さくらキャンパスに移転してから34年が経ちました。スポーツ健康科学部とスポーツ健康科学
研究科がこれから大きな進化を遂げるための海図や羅針盤は、この記念誌「さくらキャンパスの
歩み」の中にも見つけることができます。ページをめくり、当時を振り返りながら、学部、研究
科、そして順天堂大学の発展に夢を膨らませていただけましたら幸甚でございます。
　本誌編集にあたり、ご多忙の中、ご支援ご協力いただきました小川秀興理事長、新井一学長を
はじめ法人内外の関係者の皆様、記念誌発刊に際しまして多大なご支援を賜りました「啓友会」
同窓会員の皆様、原稿執筆、写真提供を快くお受けいただきました教職員の皆様に厚く御礼申し
上げます。
　

2022年3月吉日
　

順天堂大学スポーツ健康科学部70周年・
大学院スポーツ健康科学研究科50周年記念誌編集委員会
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